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昭和52年から2次 。3回にわたり調査を実施してまいりました枡江遺跡の発掘調査報告書を

このたび刊行することになりました。この遺跡は台原 。小田原丘陵のほぼ中央に位置しており、

古代窯業遺跡の集中しているところに当たり、鶴谷小学校分校 (仮称)建設予定地になってい

ることから、事前調査を行ない記録保存の処置をとったものであります。

調査に当っては、当教育委員会が主体 となったのはもちろんのことですが、第 1次調査から

報告書作成にいたるまで実質的に担当していただいた古窯跡研究会、またこれまで多大なご指

導を賜わりました東北歴史資料館、宮城県多賀城跡調査研究所をはじめとする諸研究機関及び

文化財保護委員の先生方に、心から御礼申し上げます。

(報
告書作成にあたりましては十分検討したつもりではありますが、不備な点もあるかと思い

ます。本書へのご批評をお聞かせ願うとともに、今後とも仙台市の文化財保護行政へのご理解

とご協力をお願い申し上げます。

昭和55年 3月

仙 台 市 教 育 委 員 会

教 育 長  藤 井  黎



例

1。 本報告書は、昭和52年 7月 から昭和54年 4月 までの間、二次にわた り、断続的に発掘調査

を実施 した宮城県仙台市枡江に所在する枡江遺跡の調査報告書である。

2。 本調査は、仙台市土地開発公社の依頼により、古窯跡研究会が、仙台市教育委員会 と共同

で担当した。

3。 本調査、ならびに報告書作成は、渡辺泰イ申と結城慎―が主 として当った。また本報告書作

成編集のための遺物、図面の整理は、約 1年間を要 した。

4.本文の執筆は主 として渡辺泰伸が行ない、結城憬一、滝口卓も一部分担した。

5.報告書作成にいたる作業分担は、整理参加者全員が行なった。

遺構写真    渡辺泰伸 、壱岐善文

遺物写真    渡辺泰伸 、中沢裕一

遺構実測製図  斎藤秀寿、山内耕、石本弘

遺物実測製図  滝口卓、石黒伸一朗、佐々木祐一、白井一夫、渡辺秀樹

最終的な製図・ トレースは、渡辺泰仲 、渡部弘美、滝口卓、石黒イ申一朗が行なった。

6。 編集は、結城慎一、渡辺泰伸が行なった。

7。 本書図版観察表は次の要項に従って作成した。

(1)遺構、遺物の色調観察は、小山、竹原編。著 (1973):『新版標準上色帖』 日本色研

事業株式会社 を使用 した。

(2)遺構図では、オーバーハングの場合に一′ミ鎖線を使用 し、土色による変化の区分は、

二点鎖線を使用 した。

(3)遺物では、凸部には、破線を使用 し、凹部には、一点鎖線を使用することを原則とし

たが、その判断は観察者の主観によった。

8。 遺物は、その大部分 について観察 カー ドを作成 し、できうる限り、図、拓本、写真によ

る資料化 を行なった。本報告に掲載した以外にも多量の資料 を保管している。

9.本報告においてふれることの出来なかったものについては、後 日個別の問題点として解決

して行 きたい。

二一一口
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I. は め に

枡江遺跡は昭和48年段階の分布調査では、仙台市枡江地区の南東斜面、東照宮より燕沢に至

る県道に面 した仙台市原町小田原字枡江12番地を指す ものとして登録 されていたものである。

今回調査を行なった地点は、枡江12番地より北西に 250m程のをころである。この地 く́は旧仙

台市原町小田原字蟹沢地区内であったが、町名整理により枡江地区となったものであり、重複

をさけるため、今回調査 した地点を枡江窯跡遺跡、先に知 られていた枡江12番地所在遺跡を枡

江12香地遺跡としたい。また枡江12番地遺跡は分布調査によって遺物の分布が確認されただけ

で遺構は発見されておらず、今後枡江遺跡の名称を使用する場合は、枡江窯跡遺跡を指す もの

であることをおことわりしてお く。

今回の調査の契機となったのは、昭和52年に枡江地区内の与兵衛沼東側地区に鶴谷小学校分

校 (仮称)建設計画がもちあが り、仙台市教育委員会社会教育課文化財係職員が事前の踏査を

行なった。その結果、同地は地形的に与兵衛沼より流れだした旧河道に商した南向緩斜面であ

り、さらには同一の旧河道に沿って存在する与兵衛沼窯跡群 (仙 台市文化財登録番号 C-407)

と蟹沢中窯跡群 (仙 台市文化財登録番号C-408)の 中間にあたり、内藤政恒氏の報告に言う

与兵衛沼窯跡群にあたる可能性もある。地主の古川敬氏によれば、自宅を建築するために整地

した際に焼土や希 目瓦片が出土したことがあるということで、今 までの分布調査で見落してい

た窯跡の存在が考えられるにいたった。このことは早々古窯跡研究会に連絡され、同研究会員

が分布調査を行なったところ、与兵衛沼より枡江地区に流れる用水路に、多量の須恵器片、布

目瓦片が散布 していることが確認された。その後仙台育央学園高等学校郷土史研究部々員によ

って分布調査が行なわれ、平瓦の完形品をはじめ、多量の瓦、須恵器片を出土するところであ

ることが再確認された。このことより、地形、出土遺物か ら見て窯跡群の存在が確実 となった。

また用水路の東側平場においても、土地の買上げに伴ない杉林が伐採されるなど平場の整理が

進められたところ、この平場においても多数の須恵器、土師器片が出土することがわか り、平

場にも遺構の存在が考えられるようになった。

以上のように建設予定地内に窯跡群 とその関連遺跡の存在が明らかになったので、仙台市教

育委員会及び仙台市土地開発公社は事前調査を行なうこととし、長年同地区一帯の調査研究を

行なってきた古窯跡研究会に発掘調査を依頼した。これにより古窯跡研究会は各機関の協力を

受け、枡江遺跡調査団を編成して、昭和52年 7月 20日 より着手したのである。
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H.調 査 要 項

1.遺跡の名称

枡江窯跡群 (仙台市文化財登録番号 C-433)

2.遺跡の所在地

宮城県仙台市枡江 105-1外

3.調査期間

第 1次  昭和52年 7月 20日 ～ 8月 25日 、昭和53年 2月 14日 ～ 4月 20日

第 2次 昭和54年 4月 16日 ～ 4月 27日

4.調査主体

仙台市教育委員会

仙台市土地開発会社

5。 調査担当者

渡辺泰伸 (日 本考古学協会々員、仙台育英学園高等学校教諭、古窯跡研究会代表 )

結城慎一、柳沢みどり、高橋彦之 (仙 台市教育委員会社会教育課文化財係 )

6.協力機関

東北学院大学考古学研究部

仙台育英学園高等学校郷土史研究部

みや ぎの考古研究会

藤間建設株式会社

7.調査補助員

〈第 1次〉 森剛男、山内耕、滝口卓、石本弘、渡部弘美、主浜光朗、木島勝也、刻ヽ山薫、

浜田秀一、中鳴康博、斎藤好輝、宇部則保、小野きよ子、金光正裕、安田稔、石

本敬、白石直子、高橋学、廣 岡敏、庄司博雄、工藤まり子、高橋美左子、珂ヽ野い

ずみ、佐藤雅子、菅野)隕子、佐藤史仁、安倍正則、山田恵子、高橋みずほ、藤田

俊雄、遠藤弘美、久富正章、古川哲弘、宍戸雅弘、福地真由美、千葉多智恵、高

沢薫、那須祐二、井上敦子、沢畑俊明、壱岐善文、渡辺裕美、熊谷恵子、鈴木淑

子、梅原秀子、猪股一夫、白井一夫、小島修、小湊賢一、菅原純孝、加藤豊明、

若生俊広、渡辺秀樹、永沢一義、井口裕二、岩渕直之、藤島健司、藤原洋、内田

悌之、海上晃、村岡信一、吉田豊、大茄子川泰司、松原清道、荒井裕己、ガヽ林慎

吾、佐伯啓二 、鈴木信人、鈴木僚一、鈴木清啓、高橋克彦、芳賀英実、三浦光一



郎、武山正孝、日村豊、辰 口典男、水城昭子、岩崎美登利、伊達順、鈴木忠、佐

藤功、佐藤武、馬場学、高橋秀至、酒井芳夫、熊谷信一、小沢健一、鎌田浩、高

橋加代子、高橋和江、杉山真美、高椅勝子、佐々木啓一、藤本修、奥村義昭、佐

々木政宏、佐藤正弘、斎藤秀寿、中沢裕一、佐々木祐一、川村正之、石黒仲一朗、

横山慶一、高橋建一、桜井雄二、川村正彦、三塚健生、赤川祥子、上野英子、武

藤亮子、日黒美智子、樋渡利美、

く第 2次〉 森剛男、滝口卓、熊谷信一、秋保博志、羽曽部豪美、富田茂夫、中沢裕一、村

上昭弘、佐々木裕一、自井一夫、巻野俊夫、鈴木ひろみ

く遺物整理〉 石本弘、滝口卓、山内耕、斎藤秀寿、藤田俊雄、高橋学、自井一夫、小沢健

一、川村正之、熊谷信一、渡辺秀樹、佐々木祐一、中沢裕一、須田律子、佐藤正

弘、酒井芳夫、石黒伸一朗、福地寿子、辰口典男、津田広穂、佐々木啓一、斎藤

夕子、高野晃、小野寺清治

Ⅲ.遺跡の位置 と環境

1。 地理的環境

枡江遺跡は仙台市枡江 105-1外に所在する遺跡で、仙台市の中心か ら3.5 km程北にあ り、

東西に長 く伸び、仙台市の北辺を画する丘陵南側斜面に位置する。

この丘陵は東北地方の背梁をなす奥羽山地より太平洋側に伸びた七北田丘陵が、北側 を七】ヒ

田川、南側 を広瀬川によって浸蝕された丘陵の東端部で、通常台の原・小田原丘陵と呼称 され

ている。丘陵地帯を構成する地層は仙台市を取巻 く典型的な第二紀鮮新世仙台層群の一つであ

り、特に南側は河岸段丘の発達が著しい。遺跡の立地する台の原・小日原丘陵は、広瀬川によ

って形成された四つの段丘 (台 の原段丘、上町段丘、中町段丘、下町段丘)の 中で最 も高位に

ある段丘である (海抜50～ 100m)。 この段丘の一部は基岩が露出している岩石段丘であるが、

大部分は 5か ら6mの厚さの砂礫層で被われている。この砂礫層は上部よりlm内外の粘土層 、

次いで 2か ら3mの偽層礫層よりなってお り、台の原・小日原地区の浅井戸の良好な滞水層 と

なっている。

つ ぎに枡江遺跡を中心 とする微地形を検討 したい。



枡江遺跡の立地する小田原地区は、仙台市の中心部に近接することより、近年宅地化が急速

に進み、その本来の地形の様相が大きく変化 している。現在わずかに溜池となって残っている

沼と水路によって、かつての水系を推定することができる。一つは鶴ヶ谷団地 と自由ヶ丘団地

にはさまれた大堤沼か ら、鶴ヶ谷団地の南側斜面沿いに西流し、燕沢住宅、小鶴を通 り梅田川

に合流する。一つは与兵衛沼より南流し、藤川に合流し、さらに梅田川に合流する。この二つ

の水系は現在では沼は団地の排水池化され、水路の一部は暗渠化されてしまった。

枡江遺跡は後者の水系に属するものであり、最初に遺物を発見 したのも与兵衛沼より枡江地

区に至る用水路に大量の遺物を発見したことによってもうなずける。

遺跡は与兵衛沼より流れる用水路と、北側の丘陵より流れる小沢によって大きく二つに別れ

る。すなわち小沢によって南側を画される南側緩斜面、西側を用水路によって画され、北側 を

小沢によって切 られ、中央部が若千高 く東西に緩 く傾斜するほぼ平坦な平場である。一つは、

西側が現在道路 となっている堤に接し、東は用水路によって切 られ、南側は急斜面 となってい

るところである。

2.歴史的環境

この遺跡がある台の原・小田原丘陵は、端的に言えば古代の生産遺跡が集中しているところ

である。丘陵東端から順次それらの窯跡をあげてみると、次のようになる。

大蓮寺窯跡は 5世紀の須恵器を出上 した遺跡 として有名である。周囲から布 目瓦が出上 して

いることより瓦窯跡の存在も考えられるところである。これに続いて安養寺下窯跡、安養寺中

囲窯跡、蟹沢中窯跡、与兵衛沼窯跡、庚申前窯跡、五本松窯跡等が点在している。これらの窯

跡は瓦窯跡であり、庚申前だけが須恵窯跡である。また丘陵上には土師器、嬬火口の散布 もみ

られることより、瓦、須恵器だけでなく他の生産 も行なわれたことが考えられる。現在、丘陵

の西端、国道 4号線西側の堤町に堤焼 という窯があるが、窯業に適 した地であったことが知 ら

れる。

この丘陵は窯跡だけでなく、他の遺跡にも恵まれた地区であり、丘陵の各先端には縄文時代

の遺物 も散見せ られる。枡江遺跡の北東には、現在調査されただけでも約20基の善応寺横穴古

墳群がある。この横穴は 7世紀前代より造営されたと考えられ、現存するだけでも50基 を下 ら

ない大群集墳 と推定される。ここから出土する遺物等により、窯跡群 との関連 も十分考えうる

ことができる。また大蓮寺窯跡の範囲内には円筒埴輪をもつ小さな前方後円墳・案内古墳が存

在する。さらには古代東北開拓の要 となった陸奥国の第 1級官衛である多賀城、その附属寺院、

また寺院としては出羽、陸奥国最大の陸奥国分寺、同尼寺が、この丘陵から7 km以 内の距離に



位置している。遺跡の性格はかならずしも明らかでないが、多量に瓦、須恵器、土師器を出土

する燕沢遺跡などがあり、各時代とも、比較的遺跡の立地環境にめ ぐまれ、特に奈良～平安期

には、生産地帯として発展している。

Ⅳ.調査の方法 と経過

1.調査地区の設定

分布調査を行なった当時、学校予定地内には杉林、竹林、民家等が有 り、全体の地形を十分

に掌握できる様な状態ではなかったが、その後予定地内の伐採整理が進むにしたがって、地形

からみて分布調査で採集した遺物に関連する遺構の存在が考えられるようになったため、学校

予定地を地形にあわせてA、 B、 c、 Dの 4ブロックに区分し、そのうちA、 B、 Cの 3地区、

約 4,000∬ を第 1次調査の対象とした。

A区 は最初に遺物 を発見 した与兵衛沼より流れ込む小沢の東西斜面に、地形に応じて ト

レンチを設定した。 B、 C区は東側平場の南端に基準′くを作 り「、この点を (0, 0)と して、

3× 3mを 基準としたグリットを設定し、方位のアルファベットと3m単位のアラビア数字と

の組合わせで呼称することにした(例 :N3E21、 S6E30)。 D区 は遺跡内西側の平場 で面

積は約 1,500∬である。ここに3mのメッシュを組み、北側から 1、 2、 3と トレンチ名を、

西側からa、 b、 cと 地区名を付し調査地点を表わすことにした。

2.調 査経 過

(第 I次調査〉

昭和52年 7月 20日  晴れ

A地区の下刈りを行なう。表土は意外に浅いようである。与兵衛沼よりの排水路によって周

辺が侵食されたものと思われる。意外に涼しく、作業は予定より進んだ。本 日は遺構確認は出

来なかった。

7月 21日  晴れ

A地区は昨日に引き続き下刈 り及び草木の排除を行なう。耕土は砂混りであるが、一部に赤



上が見られる。 C

地区は下刈 りをほ

ぼ終了した。

7月 22日  日青/L

A地区、C地区

のグリット設定を

終了し、A地区の

表土剰 ぎ作業に入

った。A一 16と

A― コ 4、 5の表

土手」ぎは終了した。

またA一 H3、 6

は一部掘 り下げた。

本 日も遺構の検出

は出来なかったが、

遺物の出土量が増

えた。中には溶着

したものが混って

いる。

7月 23日  晴れ

A― Ⅱ 3、 6を

完了し、A― Hl

2の一部を掘 り下

げた。またA― I

5は 完了し、A―

少ない。A― I、

7月 24日  晴れ

府す聟

予rfド

13、 4を 一部掘 り下げた。 A一 Iでは遺構はなさそうである。また遺物も

A― ■ともに竹根、木根のため作業が困難である。

本 日はA― Ⅱに作業を集中し、またA一 Ⅱ6よ り北に 8、 9、 10と グリットを拡張した。A

一Hl、 2は 前 日に引き続き掘 り下げ、特にA― H2が廃棄物のため難行 した。 A― H7、 8

はほぼ掘 り下げを終了した。遺物の出土量は特に 7、 8で 多く、須恵器、土師器、瓦が一括で

出上 しはじめた。

7月 25日  日青/L

写真 3 A地区発掘前の状況

写真 4 C地区発掘前の状況



A一 Hl、 2は地山面まで掘 り下げて終了した。A― ■ 2よ り重弁蓮華文軒丸瓦の破片が出

土した。A一 H8は 第 5層上面での遺物を取 り上げたが、遺物は少ない。 C― ■ 1は表上が以

外に薄 く耕作の影響が見られる。

7月 26日  晴れ

本 日はA― Hの表土手」ぎ及び遺構検出を行なった。A― H8は 前 日の作業の整理を行なった
ヽ

のち写真撮影を行なった。 9a、 10aは 遺物が少な く地山まで掘 り下げ、 8b、 9b、 10bは

下刈 り及び表土手Jぎ を行なった。 3b、 9bの境のベル トの西端において窯跡が検出された。

副は 140 cm位で窯壁が見られ、中には瓦がつまってあり、水日の開墾の際に一部削平されたも

のらしい。

7月 27日  晴れ

本 日は昨 日検出された窯跡の確認を行なった。窯跡の残存部は焼成部の一部 と思われ、 トレ

ンチに対 し若千斜めに残っている。おそらく沢に水田を作った際に破壊されたと推定される。

7月 28日  晴れ

A― 11、 2、 3、 4を 掘 り下げ終了した。 A― ■8bは遺物包含層上面まで掘 り下げ、ま

たA― H9bは 地山面まで掘 り下げ、土嫉を検出した。C地区のO(N3W3)と Hl(N12

E3)、 Ⅱ2(N12E6)は 6層上面より多量の上器が、またH10は 地山まで浅かったが、遺

構は検出されなかった。

7月 29日  晴れ

A一 H8も 、 9bは黒色上の堆積状況を確認するため掘 り下げる。また前 日検出された土埃

は 8bま でイ申びた。 C― HO(N12W3)は 黄色上の確認をするため 6層 上面まで掘 り下げた。

その上面で遺物が多量に出土した。黄色土の広が りを確めるため C― ■1(N12E3)と のベ

ル トを

'卜

除した。

7月 30日  晴れ

A― Hで窯跡を検出したため、同じ斜面の北側に Hll b、 12b、 13bと グリットを拡張し掘

り下げたが、 3グ リットとも地山まで達 しなか った。 C― II O(N12W3)、 1(N12E3)

はセクションの確認とセクション図作成を行なった。その結果 6層 上面が地山でなく、また 5

層 と6層 の間に粘土が張 り付いた状態であった。

7月 31 晴れ

A― Hll b、 12bの 特に下方部に作業を集中し、風化 した凝灰層まで掘 り下げた。上層の黒

色土層下の砂質層、灰色層より多量の木質割板や瓦が出土 した。 C区は前 日の遺物を取 り上げ、

層を確認した。また トランシットを使用しトレンチを設定 した。

8月 1日  口青イ化



A― H9b、 10b、 1l b、 12bの各 トレンチを最下層 まで掘 り下げ完了した。A― Hb群は

粘上で盛土をしテラスにしたと推定される。 C地区は 110(N3E30)、 8(N3E24)、 6(N
3E18)、 I19(N12E27)、 7(N12E21)、 Ⅲ10(N24E30)、 8(N24E24)の 各 トレンチを

を地山面まで掘 り下げた。地山面までは浅 く20～ 50Cmでぁる。今 日は遺構の検出はなかった。

8月 2日  目青れ

A地区は第 1土填をベル トを残 し掘 り下げ、また沢の落ち込みを確認 した。 C地区は昨 日に

引き続き、掘 り下げたグリッ トの精査並びに遺構検出を行なう。

8月 3日  晴れ

A― Ⅱ区は 8bで土域を検出 (第 2土嫉 )し た。また第 1土墳の遺物をそのまま残 し掘 り下

げた。また 8b、 9b、 lo bの セクション図作成の作業に入いる。 C地区は焼土の範囲確認を

行なうとともに、 17(N3、 E21)、 6(N3E18)、 4(N3E12)、 3(N3E9)、 3aの表

土排除を終了し精査を行なった。その結果、幅60cmで深20cmの 小濤を検出、また、住居跡らし

き遺構が発見されたが、プランが明確になっていないため確証はない。

8月 4日  晴れ

A― Hは 9bのセクション図は終了したが、lo bの地クションは 3層 目までである。13bは

4層 まで掘 り下げた。 C― Iは遺構 を検出し確認するため昨 日掘 り下げたグリットを精査 し、

また住居跡のプランを確認するため精査を行なった。その結果、住居跡内と住居跡の北東に土

境を検出、また東側には 2本の濤を確認 した。 C― Hは 昨 日検出した濤のプラン確認、 C― III

は濤らしきものが見られる。

8月 5日  晴れ一時雨

A― ■loのセクション図終了し、 9のベル トを排除した。第 2土躾は掘 り上げた。また第 1

窯は写真撮影を行なったのち平面図作成を実施 した。 c― Iは 南北、東西ベル トを残 した。第

1住居跡の確認を行なったが、西側 と南側は不明、東側の壁の内側に瓦列がみられる。 C― I

とC― Hの各ベル トを排除し、 C― IIょ り3本の濤のプランを確認した。

8月 6日 晴れ

第 1窯跡は平面図終了、左側の瓦を取 り除 く。また床面には瓦が敷かれているようである。

第 1住居は全体の写真撮影を行なったのち、十字にベル トを残 し、 2層 まで掘 り下げ焼上の面

で止める。平面で五つのピットを検出した。

8月 7日  晴れ

午前中に 2号滞、年後に 3号濤を掘 り上げたが、焼土の部分は残 した。第 3土墳の周辺は土

色の変化が見られ、第 4土渡は楕円形で第 3土墳を切っている。第 1住居は約 5m四方で、東

と北側の内壁下に瓦が敷かれてお り、北側にカマ ドがある。床面 と思われる面でピット6個発



見され、東側壁下より輔火口が出上した。

8月 8日 雨

プレハブ内にて水洗い及びネー ミングを行なった。窯跡内出土瓦に「鳴」 とヘラ書きされた

ものがあった。

8月 9日  晴れ

窯跡は敷瓦をまJぎ、縦断と横断の実測を行なった。住居跡においては床面プランの平面図を作

成した。第 4土嫉の掘 り上げ、その周辺の再確認を行なう。

8月 10日  雨

ブレハブにおいて、出土遺物の水洗いとネー ミングを行なう。

8月 11日  雨

今 日も雨のため、遺物の整理 と水洗いとネー ミングを行なう。

8月 12日 晴れ

窯跡及びA一 II地区を終了した。住居跡はピットを半分掘 り下げた。焼上の中に鉄滓の混っ

ているものもあり、小鍛冶の可能性がある。住居跡も何回か拡張されたらしい。第 3土坂は写

真撮影後にセクション図作成を行ない終了した。

8月 13日  雨

今 日は現地説明会のため、その準備を行なった。

8月 14日  雨

A地区の約 3割の測量を終了した。第 3土鍍は実測のためのセクションポイントを残し、残

りの埋土を掘り下げた。住居跡は平面プランを確認し、柱穴、ピット、濤を新しいものから掘

り上げる。住居跡内に炉と考えられるものを確認した。濤周辺の平面図作成を行なう。

8月 15日  曇り時々雨

A地区は第 1、 2上嫉の平面図を終え、A― I、 A― Hの平面図取 りに入いる。第 1住居跡

はカマ ド前の上師器を取 り上げ、その下を精査した。また前日まで行なっていたピットの大部

分の掘 りかたを終えた。第 3土嫉は平面図取 りを終え、未掘の濤は番号を付け、その位置を図

化した。

8月 16日 曇り時々雨

A地区の平面図を終了した。住居跡は第 2平面図取 りに入いる。

8月■7日 雨

雨のだ濃午前中に遺物を育央高校に搬入し、午後は水洗いとネー ミング作業を行なった。

8月 18日 雨

午前中、プレハサ(て器材整理を行ない、午後、育英高校において水洗いとネー ミングを行



なった。

8月 19日  曇り

第 1住居跡の平面図取 り及び床面の精査を行なった。また第 3土墳 と第 1住居跡を結ぶ トン

ネル状の濤を検出し掘削する。

8月 20日  曇り

第 1住居跡の平面図取 りを終了し、レベル記入を行なった。また周濤の掘 り下げも同時に実

施 した。 C地区では東西セクション図取 りの準備を行なう。

3月 21日  曇 り

第 1住居跡の第 1、 第 2周 濤を掘 り上げ、平面図を取 り、レベルを記入した。また北西隅に

もトンネル式の濤を確認した。

8月 22日  晴れ

C地区の東西セクション実測を終え、註記も終了した。第 1住居跡は周濤に敷かれている瓦

を清掃 し、その平面図を作成 した。

8月 23日  曇リー時小雨

第 1住居跡の第 3平面図を終了し、周濤に敷かれていた瓦を取 り上げた。

8月 24日 晴れ

第 1住居跡の周濤に敷かれた瓦を取 り上げた状態で平面図を取 り、誰記を行なう。またC地

区の一部は埋め戻 し作業に入いる。

8月 25日  曇り

埋め戻 し作業を終了した。

昭和53年 2月 15日  晴れ時々雪

事務所の整備をおおむね終了し、C区の清掃、グリット設定を終了した。

2月 16日  晴れのち曇り

午前中B地区のグリットを終了し、年後より表土排除の作業に入った。

2月 17日  晴れ

B地区の表土排除と遺構検出作業を行なった。その結果、N9、 12、 15ラ イン
'こ

沿って窯跡

が 3基検出され、西側から第 2、 第 3、 第4号窯とした。

2月 18日  晴れ

前 日に引き続き、B地区の表土排除と遺構検出を行なった。第 2号窯の焚口部付近は破壊さ

れている様である。

2月 19日 晴れ

B地区の表土排除し、遺構確認面まで掘り下げた。第 3、 第4号窯跡の焚口部をわずかなが



ら確認した。水道

管が B地区を東西

に横断して窯を切

断している。

2月 21日  晴れ

B地区はN48～

N42、 E9、 12、

15ラ インのベル ト

のセクション図の

検討及びN48～ 42、

E9ラ インの東側

断面図取 りを行な

った。 C地区は表土排除及び遺構検出を行なった。

2月 22日  曇り

B地区はN48～ 42、 E9、 12、 15と N45～ 42、 E21ラ インの南北ベル トとN42E21～ 24ラ イ

ンの東西ベル トのセクション図取 りと註記をした後、ベル トを排除した。 C地区は中央部より

南側の表土排除及び遺構検出を行なった。

2月 23日  雪

雪のため C地区の清掃をしただけで屋外作業は中止し、遺物の水洗い及びネー ミングを行な

う。

2月 24日  曇 り

C地区の南側の表土排除及び遺構検出を行なった。

2月 25日  晴れ

昨 日に引き続きC地区南側の表土排除及び遺構検出を行なった。 S6E6か ら内側が焼けて

いる土域を発見した。

2月 26日  晴れ時々曇 り

B地区に遣 り方を設定し、C地区は南西部の表土排除及び遺構検出をした。

2月 28日  曇 り

B地区は第 2、 3、 4号窯跡の精査を行なった後、写真撮影を実施 した。 C地区は東側の表

土排除及び遺構検出。これで C地区の表土排除は全て終了した。

3月 1日  曇 りのち雪

B地区では精査を行なう。遣 り方設定は終了。 C地区はベル トの排除を行なう。



3月 2日  曇 り

B地区は第 2、 第 3、 第 4号窯跡の確認面での平面実測を行ない、C地区では昨 日に引き続

きベル トを排除した。

3月 3日  曇 り

C地区は中央部の遺構確認作業を行なった。その結果、住居跡らしきものが 4棟確認され、

また濤が 4本 と土墳 9基検出した。

3月 4日  晴れ

B地区は窯跡に

南北 1本 、東西 3

本のベル トを設け、

窯跡全体 を若干掘

り下げ、その段階

での平面図を作成

した。C地区は東

側の精査 と遺構確

認を行ない、第 5

住居跡の範囲を確

認した。また東西

と南北ベル トのセ

クション検討を行

なった。

3月 5日  晴れ

B地区は窯跡西

側を昨 日よりも若

千掘 り下げたとこ

ろ瓦が出土したた

め写真撮影をした。

東側 も同様であり、

その後出土遺物の

実測を行なった。

C地区は西側 と東

側の精査を行ない、

与 'み

墓平

髯″

鍮 Ⅲ
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写真 7 C地区グリッ ト掘 り上げ状況



同時に東西、南北ベル トのセクション図作成に入いる。

3月 7日  晴れ

B地区は昨 日と同様の作業を実施 した。また窯跡の下方部に 3m× 6mの トレンチを 4箇所

設定 し掘 り下げた。 C地区は東西、南北ベル トのセクション図取 り、註記を行ない、その後、

南北ベル トの一部を撤去 した。その他、遺構確認はほぼ終了し、遣 り方設定も行なった。

3月 8日  晴れ

B地区は窯跡内部を若千掘 り下げ、遺物を出した。また灰原の検出も行なった。 C地区は東

西、南北ベル トの排除と、去年埋め戻 した第 1住居跡、第 2、 3濤の埋土を排除した。

3月 9日  日青/L

窯内出土瓦の平面図取 り、遺物の取 り上げ、灰原の確認を行なったqC地 区では写真撮影の

ための整備及び不確定遺構の確認を行なった。

3月 10日  雪

今 日は雪のため、プレハブ内で遺物の水洗い及びネー ミングを行なう。

3月 13日  曇 り

B地区は灰原の検出作業とE9、 E15ラ インのセクション図取 りを行なった。 C地区では現

代の排水濤より掘 り下げ開始。

3月 14日  晴れ

B地区は窯跡の壁面、床面を検出した。灰原は第 3、 4号窯跡にかかるベル トのセクション

実測を行なった。 C地区は 1、 2、 3号濤を掘 り上げた。

3月 15日  晴れ

B地区は前 日に

引き続き窯の床面

と壁面出しを行な

い、その後、遺物

の出土状況 を実測

した。また第 5号

土嫉を掘 り下げたc

C地区では第 1、

2、 4号濤 と南側

のピット及び東側

のピットを掘 り上

げた。
写真 8 C地 区表土排除終了状況



3月 16日  晴れ

B地区第 2、 4号窯跡のセクション図及び遺物出土状況図、第 3号窯跡は精査を行なう。第

4号窯跡東側を精査 した結果、長さ約 6m、 幅約 lmの濤状遺構を検出した。 C地区では第 1

号濤を掘 り上げ完了し、 1号住居跡南側で住居跡 1棟 (第 8号住居跡)検出した。また北東端

で 2間 X3間の掘立建物跡、その南側でピット群 を確認した。

3月 17日  晴れ

B地区は昨 日に引き続き第 2、 3号窯の東西ベル トのセクション図を取 り、その後ベル ト撤

去。第 3号窯跡は出土遺物の実測をした。また滞状遺構 と灰原は精査 した。 C地区は東狽Jの掘

立建物跡の柱穴並びに南側のピットをIFLり 出す。 8号住居跡を掘 り上げ、第 6号土嫉は十字ベ

ル トを設定 して掘 り下げ開始。

3月 18日  晴れ

第 2、 4号窯跡はベル トを撤去 した段階での遺物出土状況を実測し、第 3号窯跡は東西、南

北ベル トのセクション図作成を行なった。また濤状遺構は午前中に写真撮影、年後に確認面の

平面図を取る。灰原は前 日に引き続き掘 り下げる。 C地区は東側のピット掘 りを続けた。また

第 8住居跡、第 7、 8号土墳は完了した。

3月 19日  雨

今 日は雨のためプレハブ内にて出上した遺物の水洗いとネー ミングなどの室内作業を実た し

た。

3月 21日  晴れ

B地区は第 2号窯跡のベル トを排除し精査を行なった。溝状遺構はプランの再確認、実測を

した後、掘 り下げを開始した。また第 9、 11土坂をも掘 りはじめた。 C地区は第 6住居跡のプ

ランを確認し、十字にベル トを設定、第 7号濤と並行 して掘 りはじめた。東側のピット群 と第

12土躾は掘 り上がった。

3月 22日 雪            ,

雨のためプレハブにて出土遺物の水洗いとネー ミングを行なった。

3月 23日  晴れ

B地区は第 2号窯跡内出土遺物の実測、取 り上げを実施。濤状遺構は検討 しながら掘 り下げ

を進める。 C地区は第 7号濤の掘 り下げを続行 した。

3月 24日  晴れ

B地区は明日の記者発表のため午前中に全面整備をし、年後に第 2号窯跡の奥壁を確認した。

また濤状遺構は下方部を掘 り下げプランを再確認した結果、壁面が火を受けているようである。

C地区は第 6号住居跡の C区 を床面まで掘 り下げ、精査 し、壁を検出した。 7号濤は昨 日に引



き続き掘 り下げを

行なった。

3月 25日  晴れ

本 日は記者発表。

作業内容は次のと

お り。B地区は濤

状遺跡の下方部の

掘 り下げを行なっ

た①その結果、昨

日検出した焼壁面

は滞状遺構の壁で

はな く、濤状遺構

を切って作 られた遺構であることを確認した。また灰原の精査を行なった。 C地区は第 6号住

居跡の B区 を掘 り下げ、床面、壁を検出した。またD区の周濤を掘 り上げた。第 7号濤はA区

の精査、壁の検出を行なう。 5号住居跡の精査 と、第 2、 4、 5、 7号住居跡の周濤掘 り下げ

も実施する。

3月 26日  晴れ

今 日、午後に現地説明会を行なった。約 300人が見学に来た。作業は、 B地区では濤状遺構

のセクション図取 り、濤状遺構に続 く灰原を掘 り下げた。 C地区は第 6号住居跡のA区を床面

まで掘 り下げ、カマ ドも精査 した。第 7号濤はA区の精査を行なった。第 2、 3、 7住居跡を

精査 したところ、掘立の柱穴を確認した。

3月 28日  曇りのち雨

10時 までC地区の精査をし、その後雨のため出土遺物の水洗いとネー ミングを行なう。第 1

号掘立遺構の柱穴の註記と、B地区の濤状遺構のセクション図取 りは雨の中実施 した。

3月 29日  晴れ

B地区は濤状遺構のベル ト排除と焼土遺構のプラン確認をした。 C地区では第 6号住居跡の

床面を精査 し、また周濤を掘 り下げた。第18、 19号濤は精査 し、新旧関係を調べた。本 日より

第 2号住居跡を第 2A、 2B号掘立遺構、第 3号住居跡を第 4号掘立遺構、第 4号住居跡を第

5号掘立遺構、第 7号住居跡を第 3号掘立遺構 とした。第 2A、 2B、 3号掘立遺構の柱穴を

掘 り下げ、埋上の註記を並行 して行なった。

3月 30日  晴れ

B地区は焼土遺構を遺物を出しながら掘 り下げて行なった。 C地区は第 6号住居跡の床面と

|

写真 9 現地説明会
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壁を精査した後、略図を作成 した。第 2、 2B号掘立遺構は前 日に引き続き埋上の註記を行な

った。第 5号住居跡は精査 したところ二つの上墳を確認し、第13、 14号土壌 とした。

3月 31日  晴れ

B地区は焼土遺構 を遺物を出しながら掘 り下げて行った。これに並行 して灰原の掘 り下げも

実施 した。 C地区では、前 日第 5号住居跡を第13、 14号土城 としたため、第 6号住居跡を第 2

号住居跡とする。第 2号住居跡はピットに番号を付け、Pl～ 5ま で掘 り下げた。第18、 21、

22号濤は切 り合いを確かめつつ掘 り下げ、第13、 14土嫉は十字にベル トを設定し、第23号濤と

の関連を確かめながら掘 り下げ実施。

4月 1日 晴れ

B地区は焼土遺構のセクション図作成と註記をしたのちベル トを撤去 し、また灰原は白色粘

土層上面まで掘 り下げた。 C地区は第 2号住居跡のピットと周濤を、第13、 14号土嫉を底面ま

で掘 り下げ、第 8、 20号土嫉はセクションの実測を行なった。

4月 2日  晴れ

B地区は焼土遺構出土遺物の実測準備 をし、灰原は最下層まで掘 り下げた。 C地区第 2号住

居跡はピットと周滞の埋上の掘 り上げ、各濤並びに土域のセクション図取 りを開始した。

4月 4日  晴れ

焼土遺構 より出上した遺物の平面図取 りと灰原の東西、南北ベル トのセクション実測を行な

う。 C地区では第 6号住居跡のセクション実測、濤、土鍍のセクション図取 りを行なった。ま

た北側を精査 した結果、 2間 × 3間 の掘立遺構 を検出した。

4月 5日  晴れ

焼土遺構の遺物取 り上げ、精査を実施。灰原は実測を続行。第 2号住居跡 と第 7号濤の南北

セクション図取 り後、ベル トを撤去 し精査する。

4月 6日  曇りのち雨

焼土遺構は遺物を図面にチェックしながら掘 り下げていく。C地区は昨 日に引き続き平面実

測を行なったが、雨のため中断し、出土遺物の水洗いとネー ミングを行なった。

4月 7日  曇 り時々晴れ

焼土遺構は前 日の作業を続行 し、灰原では東西、南北セクションの実測を終了した。 C地区

は第 2号住居跡の 2、 3号カマ ドのセクション図取 りと註記を行なう。

4月 8日  晴れ

B地区は焼土遺構 を昨 日に引き続き掘 り下げて行った。また灰原は南北、東西ベル トの排除

を行なった。 C地区は平面実測を続行する。

4月 9日  晴れ時々雨



B地区は焼土遺構の断面、平面実測、精査並びに灰原の平面図取 りを行なった。 C地区は第

2住居跡の北側の精査 と、西南隅を掘 り下げた。また平面図取 りも同時に行なっている。

4月 11日  晴れ

B地区は第22土竣 を掘 り下げ、B地区全体の平面取 りを行なった。 C地区は第 2号住居跡の

ベル トを除去 し、精査 し、同時に第 1、 2カ マ ドの平面図取 りを行なった。また平面図取 りは

ほぼ終了した。

4月 12日  雨

雨のため午前中、出土遺物の水洗いとネー ミングを行なった。

4月 13日  曇 り

B地区全体の平面図作成を行なう。灰原の平面図は終了した。 C地区は第 2号住居跡のピッ

ト、周濤並びに掘立遺構の掘 り下げを実施する。

4月 14日  晴れ

B地区の平面図取 りは第 2、 3号窯跡まで終了した。 C地区では第 2号住居跡の平面図取 り

を行なった。また南側よリレベル記入をはじめる。

4月 15日  晴れ

B地区は第 4号窯跡 と滞状遺構の平面図取 りを終えた。 C地区は第 2号住居跡の平面図取 り

を行ない、平面図へのレベル記入は西側が終了した。

4月 16日  曇 り

B地区は平面図取 りを終了し、第 2、 3号窯跡付近 までレベル記入を行なった。 C地区は第

6号住居跡の平面図取 りを終え、レベル記入をも終了した。

4月 17日  晴れ

B地区全体のレベル記入終了。 C地区第 2号住居跡は全体 を整備 し、写真撮影を行なった。

4月 18日  日青才化

第 2号住居跡は濤の埋土を掘 り上げ、同時に平面実測、レベル記入を行なう。

4月 19日  曇り

第 2号住居跡はレベル記入を終了した後、第 1床面を手Jが し、第 2床面を検出した。

4月 20日  晴れ

第 2号住居跡は第 2床面の焼土、炭化物の範囲を平面図にチェック、レベルを記入し、また

ピッ ト及び濤を掘 り下げた。

4月 21日  晴れ

第 2号住居跡は第 2床面の平面図及びレベル記入と第 1カ マ ド焚口部の実測を行なった。第

1号住居跡は東西、南北に切断してみた。



4月 22日 晴れ

及暴身員写辱ど捧号:握 :1星fttEζ写:写訴∃丹窒餘と書写7をi第

1カ マ ドの瓦組の実測

       |
4月 23日  曇 り

6号住居跡の断ち割 り、その図面作成及び北側の施設瓦の精査、実測、遺物取 り上げを行な

う。また3号掘立遺構の掘り方を半裁し、セクション図をとった。

(第 2次調査〉

昭和54年 4月 16日 雨

今回調査地区はD地区である。区域内に3X3mの グリット設定及び現場整備を実施する。

4月 17日  日青才L

第 1ト レンチは約30Cmで地山に達する。耕作が地山まで達 しており、地山面には天地がえし

の痕跡がある。第 3ト レンチも30～ 50Cmで地山にたっしたが、本 日は半分表土子」ぎが残った。

4月 18日 曇り時々晴れ

第 3、 第 5ト レンチ完掘。第 7ト レンチは掘 り残す。全体的に耕作による攪乱がはげしい。

4月 19日 晴れ

第 7ト レンチを完掘する一方、第 1ト レンチ北側に第 8ト レンチを設定し掘 り上げる。また

第 1～ 第 7ト レンチの中央部を南北に通る濤を掘り上げたが、時代、性格不明。畑の通路にな

っているところにほぼ一致している。

4月 20日  曇り

第 1～ 第 8ト レンチの清掃をして全体写真を撮る。その後、断面図取 り。平面は古代遺構の

検出がなかったので50分の 1で平板実測をする。第 5-Cでピットが一つと、その周囲に若干

の焼土及び土師器片があったが、天地がえし等の攪乱がひどい。

4月 23日  曇りのち晴れ

D地区の平板実測及びレベル記入終了。これに並行し、前回の調査地B地区の窯跡だめ押し

のため、それを横に切断する。

4月 24日 晴れ

B地区窯跡切断面の図面取 りを行なう。また枡江遺跡の全体写真を撮るために、A地区全体

の整備を行なう。

4月 26日  曇り

窯跡断面の註記を行ない、その後、発掘器材の整理を行なう。

4月 27日  雨

器材整理を終了し、今調査を終わる。
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V.調 査 概

1.A地 区 の 概 要

A地区は与兵衛沼よりの用水路 と沢田の両側に 3× 3mを 基準 とした トレンチを地形に応 じ

て設定 した。各 トレンチは地形単位ごとに、A― I区、A― Ⅱ区、A― Ⅱ b区に区分けして調

査を行なった。

〈A― I区〉

用水路の西側斜面に南側か ら第 1～ 第 6ま で トレンチを設定した。この地区は分布調査の際

に多量の須恵器片、瓦片が散布 していた用水路に面した遺構の存在が考えられた地区であった

が、各 トレンチ共に表土は浅 く20～ 30cmで地山にたっする。出土遺物 も少な く、第 1、 第 2ト

レンチより各 2点の瓦片が出土しただけで遺構は見られなかった。

このA― I区の斜面は与兵衛沼からの用水路を作る際にできたものであ り、分布調査の時に

発見 した遺物も他地区よりの流入品と考えられる。

(A― H区〉

用水路の東側斜面に南側より第 1～ 第10ト レンチを設定 した。また第 8～ 第10ト レンチは、

韓

要

一
●
轟

一
鎖
　
一ｉ警競

，

k―

―

 ‐

写真 13 A地区全景



沢田を境にA― Hb区 と同一の トレンチ とな り、特に 8a、 9a、 10aト レンチ と呼称 した。

各 トレンチ共層位は基本的に 3層で、第 2層 の明褐色土層より土師器、須恵器が出上している。

しか し大部分が破片であり、遺構 も検出できなかったことより、C地区か らの流入品と考えら

れる。またこのA― Π区もA― I区同様、用水路開盤による地形の変更を受けている。

(A― Hb区〉

沢田の西側斜面で背後は用水路が通 り、奥行 きのない地区である。 A― Ⅱと通 し番号である

が第 8b～第13bト レンチまで設定 した。遺構は第 8bと 第 9bト レンチにおいて、窯跡 1基

と土墳 2基が検出された。この地区は北側が高 く、南側へ傾斜 している沢に段状の水田が作 ら

れたため、両側の斜面は裾部がかな り削られている。また各 トレンチ最下層の青灰色土層から

は、瓦片と共に炭や火を受けた燃えさしと思われる木材が出上している。特に最 も北側の13b

トレンチでは 100点 をこえる瓦片と共に、炭、焼けた木材片が多量に出土 してお り、B地区に

おいて窯跡の存在を考えさせた。

図 4 第 I号窯跡実測図

LA
瓦堆積状況

多 床面数瓦状況

m



〈発見遺構〉

(I)窯   跡

第 1号窯跡

遺構の確認 :A― H8bと A― ■ 9bの

ベル ト下で検出し、表土下約10cmで確認

した。

窯体の構造 :焚 口部、燃焼部、焼成部の

大部分が水田開墾の際に破壊 され、わず

かに焼成部の一部が残っていただけであ

る。残存部は幅 lm、 長さ 1.lm程 で、

焼成部の最奥部分 と考えられる。壁は床

より立ち上る屈曲部がわずかに残ってい

るだけである。床面の最 も低い位置で測

って13～ 17cmで 、平均 7 cm程 でしかなく、

水田開墾による破壊以前にも削平されて

いたと考えられる。床面は平坦で、傾斜

は15度程である。方向は南北に対 して約

54度西へ偏 している。

窯の内側はスサによってぬられていた

と思われるが、残 りが悪 く、灰色に還元

されている部分はわずか しか見られない。また床面下の地山は暗赤褐色に熱変化をうけている

が、 3～ 5 cm程で、床面の厚 さとも考えあわせると使用回数は少なかったと推定される。

窯内堆積 :堆積土は薄 く褐色土層であり、10cm程 で瓦の堆積にあたる。瓦の堆積は、上面に不

定形の大きさの瓦片を投げ上げたように積 まれていたが、それをはずす と窯跡の中心線に対 し

てほぼ直行するように、凸面を上にして 2列に敷かれてあった。焼台として使用されたものら

しく、瓦の下は逮元されず橙色に熱変化を受けていた。

灰原 :水 田開墾のため残っていない。

(2)上    娠

第 1号土媛

遺構の確認 :A― ■8bに おいて検出し、地山面で確認 した。

形態と構造 :平面形は南北 25m、 東西 1lm程 の長楕円形で、 壁はゆるやかに立ち上 り、断

写真 14 第 1号宗跡瓦堆積状況

写真 15 第 1号窯跡施設瓦状況



面形は若干凹凸の

あるU宇形をなす。

深さは確認面より

20cm程である。

堆積土 :5層 に区

分できるが、基本

的には灰褐色シル

ト、灰色シル ト、

暗褐色砂質シル ト

の 3層 で、最下層

の暗褐色砂質シル

トより瓦、須恵器

が出土 した。

写真 16 A地区出上の重弁蓮華支軒丸瓦片

関連遺構 :第 2号土埃が接する。切 り合いは確認できなかった。

第 2号土壊

遺構の確認 :A― H8bに おいて検出し、地山面で確認した。

形態 と構造 :平面形は南北80cm、 東西70Cm程の楕円形で、壁は急に立ち上 り、平坦な床面 をな

す。断面形はU宇形で深さは30Cm程である。

堆積上 :堆土は第 1号土墳とほぼ同一で 3層 に区分できる。水平堆積で遺物は含まない。

関連遺構 :第 1号土嫉 と共に第 1号窯跡の前庭部付近にあたるが、炭は全 く含まれず、遺物 も

少ない。上部がかなり削平されてお り、窯跡 との関連は不明である。

2.B地 区の概 要

遺跡の北側を画する沢田跡の南向斜面にC地区と共通のグリットを設定した。現状は大部分

が畑であったが、A地区と接する西側は竹林で、さらにその中に多量の廃土、廃材が捨てられ

てあり、ユンボでそれらを排除した。畑地の部分は全体的に表上が浅 く、最も薄い所で30cm～

40cmで地山にあたった。表面調査でも瓦片が数点採集されただけであり、当初は開田の際に遺

構が大部分破壊され、遺物もA地区の方へ投げ捨てられたであろうと考えていた。

調査では開国の影響は意外に少なく、耕作や水道管埋設によって一部破壊されているが、か

なり良好な状態で遺構を検出することができた

ギふ埼す一一　
（



図 5 B地区全体図
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検出遺構は、窯跡4基、焼土遺構 1基、土墳 6基、現代の井戸 1基である。特に灰原は最下

層まで調査できた。

挙 ヽ

〈発 見 遺 構 〉

(|)窯   跡

第 2号窯跡

遺構の確認 :B地区の西側、ちょうどE9ベル ト

下において発見した。表面調査では遺物は見られ

なかったが、第 1層 (暗褐色土)に おいて廃棄物

と共に瓦片が少量見られ、第 2層 (褐色土)に お

いて焼土、炭、瓦片が夕量に混入し、第 2層下面

において窯跡を検出した。窯跡検出面は表土より

30～ 40cmで浅く、遺構全面に耕作による影響を受

け、斜面の上部ほど削平されている。

窯体の構造 :窯体は丘陵斜面の暗褐色土に掘 り込

まれたものであるが、焚口と燃焼部の大部分を開

写真 17 B地区全体の状況

写真 18 第 2号窯跡(1)
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図 6 第 2号宗跡瓦出土状況 E-9

+N48
田、井戸掘削、水道管埋設によって失ってい

る。焼成部の一部は暗渠用上管埋設のため切

断されている。 したがって窯体の残存長は中

軸線上で 4m52cmを 測る。床面傾斜や両壁の

カーブか ら推定すれば、窯体の全長は 7m程

と考えられる。方向は窯体中軸線が磁北に対

し西へ 6度偏 している。

焚 口部 と燃焼部 :焚 田部は完全に破壊されて

いるが、燃焼部については残存部に傾斜変換

部が見 られる。水道管埋設によって切断され

た部分がそれにあたる。幅は lmで燃焼部 と

しての長 さは約 2.5mと 推定される。

焼成部 :焼成部床面残存長は 4.5mで ある。

壁は両側共に削平され、高さは25～ 30cm程 し

か残っていない。特に最 も内側の壁面は案 内

に崩落 している。床面は青灰色の環元層 とな

っているが、奥壁の周辺は薄 く、赤褐色の部分もある。床面の幅は中央部で90cm、 傾斜角は20

度である。また調査時には奥壁近 くに一部しか残っていなかったが、焼台に使用した平瓦が中

軸線に直行するように 2列に敷いてあった。窯の使用時に焼成部全面に敷いたものと思われる。

天丼部は残っていないが、壁の高さは、そのカーブと床幅よりlm前後と推定される。奥壁に

見られるピットは窯跡に直接関係はないと思われるが、 2層 より掘り込まれている。性格は不

明である。煙道は確認できなかった。

窯内堆積状況 :8層 に区分できる。割合いに水平に堆積 しているが、焼成部全体を通して堆積

している層はない。各層 ともスサ と若干

の焼礫 を含み、遺物は割合い少ない。

第 3号窯跡

遺構の確認 :2号窯跡の東側、正にベル

ト下において発見した。検出状況は 2層

下面において窯跡を確認した。窯跡確認

面は表土か ら35Cm～ 40cmで、斜面の下方

がやや厚い。第 1層 (暗褐色土)は小礫

とゴミを含み、第 2a層 (褐色土 )、 第 2
写真 19 第 2号窯跡 (2)



図 7 第 2号窯跡

ど

1.75YR%褐色ンルト
2. 5YR%燈 色ンルト

3. 5YR%に 強い燈色シルト

4.7 5Y R4/6褐 色シルト
5。 25GY%暗 オリープ灰色砂

粘性、しまりとも弱い。
粘性は弱く、しまりは非常にある。
スサ・ガ戦 を含む。
粘性弱く、しまりあり、
スサ・焼と を多少含む。
粘陛、しまりとも弱い。
粘性弱くしまりあり。
スサが多分に多い。

10Y R%責褐色シルト    粘性、しまりとも弱い。
5Y %灰オリーブ色砂  粘性弱くしまりあり。

スサが多分に多い。
10Y R%明 黄褐色ンルト   粘性・しまりとも弱い。

2つの東西セクションの注記は上記と同じ。

C層 (暗褐色土)は 焼土、炭、遺物と共にゴミを若千含み、窯跡確認面まで耕作の影響をうけ

ている。

窯体の構造 :窯体は暗褐色土をベースとしてお り、燃焼部の一部 を水道管埋設によって切断さ

れているだけで、窯の全様を知ることができる。中軸線で測った全長は 8.2mで ある。方向は

窯中軸線が磁耳いこ対 し西へ 6度偏 してお り、 2号窯跡とほぼ同一方位である。

焚田部 と燃焼部 :焚口部は床幅52cmで、左右に広がらず、切 り落 したような開口部をなす。壁

は赤褐色に熱変化をうけて、内部には景量の灰 と炭が堆積 している。



図 8 第 3号窯跡瓦
出上状況

十N45

燃焼部は一部を水道管埋設のため切断されてい

るが、窯幅がせ まくなる部分に傾斜変換部が見

″
イ

要岨 
られ焼成部 と区分できる。長さは2.25mを 測る。

床面は暗灰色に環元されている。傾斜は20度程

で、炭、焼土 と共に20cm前後の焼石が堆積 して

いる。側壁は中央部で東側が中軸線よりに内傾

し、幅50cmと 狭 くなっているところもある。

焼成部 :全長は中軸線で4.46mで、床面は凹凸

があるが、傾斜は10～ 25度である。全体的に青

灰色に還元され、堅 く焼 きしまっているが、奥

壁の部分では還元されているところは薄 く、床

面は軟かい。幅は中央部で90cm、 最も広いとこ

ろで lmでぁる。側壁は内側が青灰色で、外側

は赤褐色 となっている。還元層は 3～ 5 cmで 薄

い。壁の厚 さは中央部が25cmで、奥壁に近いほ

ど薄 く、10cm程である。

鶉

Ⅷ

詠

聞

写真20 第 3号窯孤 I)

写真21 第 3号窯駅 21



図 9 第 3号窯跡
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煙道部は検出できなかったが長いものではなく、奥壁付近より上部にぬ くものと推定される。

床面は多量の瓦が中軸線にほぼ直行するように散布しており、焼台として焼成部に敷いたもの

であろう。

窯内堆積状況 :19層 に区分できたが、ほとんどが水平堆積ではなく、場合によっては上方が垂

直に入り込む層もあり、雑然としている。各層 とも焼上、焼礫をブロック状に含み、床面に近

い層ほど遺物とスサを含む。

第 4号窯跡

遺構の確認 :3号窯跡の東側、E15ベル ト下に位置する。検出状況は窯跡の上方が第 2層下面

で、下方は第 3層下面で確認した。窯跡確認面は斜面上方で20～ 30Cm、 下方は最も厚いところ

で90Cmで、下方ほど厚い。各堆積上の状況は、第 1層 (暗褐色土)は耕作土で礫 とゴミを含む。

第2a層 (褐色土)は 焼土、炭、遺物を若千含む。第 2c層 (暗褐色土)は 遺物を多少含む。

各層とも現代の遺物が混入しており、窯跡確認面まで耕作の影響をうけている。

窯体の構造 :窯体は焚口部を水道管埋設によって切断されている。全体的に窯跡上面は削平さ

れているが、全様を知ることができる。残存長は7mを 測る。方向は中軸線が磁北に対し東へ

6度偏 しており、 2号窯跡、 3号窯跡とは反対イ貝」に偏している。

焚口部と燃焼部 :焚口部は欠損しているが、 2号窯より推定して、水道管埋設地フ収よりlm程

図 10 第 4号窯跡瓦出土状況
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手前の地点と考えられる。

燃焼部は側壁が狭 くなる地点に傾斜変換

部があり、焼成部 と区別できる。現存床

長は 1.3m程である。側壁は床面か らの

立ち上 りが垂直的で、床面共青灰色に退

元されている。西側壁は特に厚 く、赤褐

色に変化した部分まで測ると、最 も厚い

ところで50Cmあ る。東側は15Cmで薄い。

床面の傾斜は15～ 16度で凹凸が見られる。

焼成部 :焼成部床面長は 5.2mである。床は中央部に凹凸があるが青灰色に逮元しており、燃

焼部付近は硬 く、奥壁付近は軟らかい。傾斜は中央部で15～ 20度 である。床幅は中央部で90cm、

最大で lmを測る。側壁は東壁の保存は悪いが、西壁は一部二重に補修 されている。壁の立ち

上 りは燃焼部に比べて緩やかにカーブしている。また窯壁は両壁共に厚 く、赤褐色の部分 もい

れると、中央部で30cm、 最大で50cmあ る。高さは削平されているため20～ 25cm程 しか残ってい

ないが、床幅、側壁のカーブより推定して lm前後と思われる。

煙道部は検出できなかったが、奥壁付近で天丼部へぬけるものであろう。

窯内堆積状況 :6層 に区分できた。第 3層 が最 も厚 く、焼成部 中央に堆積 しているが、これ

は確認面から床面まで 1層 をなし、スサ、焼土をブロック状ないしは霜降 り状に含入している。

他の層はほぼブロック状に堆積 してお り、ともに不整合な堆積状況である。

第 5号窯跡

位置 と保存状態 :4号窯跡の東側、E18ベル ト下に位置する。検出状況は窯跡奥壁付近では第

2a層 (褐 色土)下、下方は第 3層 (黒褐色土)下面において確認した。第 2a層は瓦片や焼

土を含み、それまで発見 した窯跡 と同様のものと考えていたが、確認面においては、それまで

のように焼壁による窯体輪郭の確認はできず、土色のちがいによって輪郭 を確認した。全体的

に耕作による削平をうけてお り、一部を水道管によって切断されている。焚口部 と前庭は濤状

遺構によって削 りとられている。中軸線で計測した現存長は6.56mで 、方向はほぼ真北を向い

ている。

焚口部と燃焼部 :焚口部は濤状遺構が切 っているため不明である。またこの窯跡は他の窯跡 と

はことなり燃焼部付近が左右に広がってお り、はたして焚田部が作られたか疑間を残 した。燃

焼部は左右に広がった付近 と考えられるが、傾斜変換部は明確ではな く、焼成部 との境界が判

然としない。

焼成部 :全長は 5.5m程と考えられるが、境界は明確ではない。床面は左右に広がる部分で若

写真23 第 4号窯駅 21



図 H 第 4号宗跡

T
0         1          2m

1 10R/J増褐色ンルト

2 10Y R%福色シルト

2■ 10Y R%黒 福色ンルト

3 10V R%寅偶色ンルト

4a75Y R/GtttR色 シルト

4も 10Y R%に よい黄偶色シルト

粘性弱い可塑性なし、しまりなし焼土を若干

fL入する。瓦片をlL入。

猫性弱い。可塑性なし、しまりなじ焼i ス

サ入り粘土を着干毘入する。瓦片を|lt入 。

粘性弱い、可塑性なし、しまりなし焼土を若

干混入する。

格性、しまつ共に I II・ II aよ りある。

焼土 スサ入り粘土をプロック或いはしもエ

リ状に注入する。月ヽ粘■を含む。

ThttSuい 、可塑性なし、しまりなし。

統土 スサ入り梢土を小プロンタ、しもお、り

状にllt入 する。小粒砂を含む。

鶉性】】い、可塑性なし、しまりなし。

4G75Y R3/6明 福色ンルト

5 7 5Y R%に よい偶色シルト

6a75Y R%に よい褐色ンルト

6b75Y R%Iこ よい褐色ンルト

6c75Y R%に よい掲色ンルト

7 10Y R4/8褐 色ンルト
8 7 5Y Rア によヤ鴻色シルト

粘性 aljい 、可塑性 な し、しまりをし。

,a■ 比べてFS■ を多く含む。

Fl樫 弱い、可塑性 な し、しまりな し、

焼上、黄褐色粘上 を若干含む。

粘性弱い、可塑性 を し、しまりなし

スサ入 り粘土 をブ ロ ック状に含む。

枯性弱い、可塑性 な し、しまりなし、

スサ入 り枯上、焼土 をしもよ り状に含む。

Ith性 弱い、可塑性 な し、しまりをし、

オリーブ灰の枯上 をアロック状に含む。

粘社弱い、可塑性 な し、しまりなし、

枯性弱い、可塑性 な し、 しもよ り状に混入。



図 12 第 5号窯跡

1)10Y R%禍色シルト 粘性、可塑性なし。しまりも弱い。
2)10Y R4/6褐 色シルト 粘性、可塑性、I層に比べるとややあり、しまりもやや強い。
3)10Y R5/6黄 禍色粘土 粘性、可塑性あり。しまりも強い。
4)10R 4/5赤 色焼上  粘性、可塑性なし。しまりも弱い。

焼土にしては焼きがにない。
5)5Y R3/2暗 偶シルト 粘性、可塑性、I層 に比べるとややあり、しまりは弱い。



千下がるが、ほとんど平坦で、床幅も約90cm

で一定している。傾斜は中央部で10～ 15度

である。壁はほぼ垂直に近 く、高さは20cm

前後残っている。床、壁共に火をうけた痕

跡は全 く見られない。

票内堆積状況 :4層に区分できるが、基本

的には 2層 であろう。ほとんどが水平に堆

積 している。わずかに焼土、遺物を含む。

表 i 窯床面の傾斜角度

燃焼部 焼成部 (前 ) 焼成部 (奥 ) 備   考

1号

2号

3号

4号

5号

不  明

不  明

3° ～ 4°

5° ～ 8°

2° -3°

不  明

10°

14°

16°

16°

15°

15°

20°

15°

10°

保 存 不 良

奥で反 り上る

〃

自然堆積 と考 え られ る。

焼土遺構

遺構の確認 :第 5号窯跡の焚口か ら前庭付近 を切 って作られている。検出状況は第 5号窯跡南

北セクション第 1層下面 (褐色土)に おいて確認 した。形体は長方形で、全体的に削平を受け、

中央部を水道管埋設のため切断されているが、遺構の底面までいたっておらず、輪郭を確認で

きた。

遺構の構造 :南北 22m、 東西 1.5mを 測る。床面は 2段 となってお り、下方は平坦で、上部

との境に35度程の傾斜の段があり、上段

も平坦、奥壁で立ち上る。南北に長い長

方形である。

壁の高さは30～ 35cm程であり、壁、床面

とも若千焼けており、壁と床面より若千

の焼土を観察できた。上部の奥壁も若千

の火を受けており、煙道部としての可能

性がある。天丼部は削平されて残ってお

らず不明である。方向は中軸線が東へ 10

度偏 している。

遺構内堆積土 :ほ ぼ水平堆積で、大きく

区分して 4層 に分けられる。第 1層 より

炭化物を含み、第 2層から多量の炭化物

と共に遺物が出土している。遺物は小型

器形が大部分であり、床面に炭化物を敷

き、その上に底部を下にして積み重ねら

れたような状態で押しつぶされていた。

写真24 焼土遺構遺物出土状況

隠
須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

郭
　

類

口縁音Б 0 250 0

体  部 0 434 0 155

底  部 0 0

甕

　

類

口縁都 0 9 9 0

体  音h 0 0 7 7

底  部 0 8 8 0 4

計 0 0 265

表 2 焼土遺構出土土器集成



図 13 焼土遺構

♀ 1[ 1 1 キ I I I I ttn

A′  B′ セ クシ ョン

lb(loY R%)偶 色土砂質シル ト  〇 を同 じ

①  (75YR%)褐 色土砂質ンル ト  床化物輩物 を含む。

②  (10Y R%)黄 偶色主砂質シル ト  全体的① よりしまりが悪 く炭化物 を含み、多量の選物が含入している。
2b(10Y R/8)女 褐色■シル ト質砂   炭化物が含入している。

2d(10Y R%,B4貫 偶色ンル ト質砂   魔化物が奮入している。② としまつ力t同 じ。

③  (5YR%)黙 褐色■シル トIt構ユ ① ② よりもしまつ力▼良い。
4ュ  10Y R%)噌 偶色土ンル ト質砂   ③ よりもしまリカマ悪 く、炭化物を含む。

ABセ クシ ョン

(10Y R/)責 tB色シルト質砂  HL貫 偶色主がプロ ンタ状に入っている。炭化物と遺物挙力̀書入している。k化物 と物を含む。

(2 5Y R%)明 貸4L色 ンルト質砂 賀橙色■のF/7が アロ ック状に入っている。又、戻化物、4物を含む。

灰原

灰原の範囲 :今回調査を行なったグリット内で、ほぼ灰原の範囲を確認した。この灰原は東西

に流れる小沢に形成されたもので、東端はE21ラ インまで、西端は 6ラ インまでである。ほぼ

2号窯から4号窯までの下方に位置する。

灰原の堆積状況 :堆積層は22層 に区分できる。各窯に対応する灰原の東西セクションの観察で

は、第 2号窯跡の灰原は非常に浅 く、東西セクションでは 3層 (第 1、 3、 19層 )が観察でき

た。第 3層 に炭化物と遺物を多く含み、刻印平瓦が非常に多く見られた。

第 3号窯跡灰原では東側が堆積層が多く、西側は第 2号窯灰原と同様である。一部第 4号窯の

■
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灰原と重複するようである。

第 4号窯跡灰原は最 も厚 く、おおよそ 9層 に区分できる。ほぼレンズ状の堆積で、最下層 (第

18層 )は小沢の旧沢道面 と考えられる。

各窯跡に対応する灰原の層位の中で共通に見られる層は 、第 1層 だけである。第 2、 3号窯跡

で共通する層は、第 1、 3層 である。第 む、 4号窯跡で共通する層は、第 7、 16層 である。以

上の観察から見ると、第 4号窯跡の灰原が最 も深 く、その上に第 3号窯跡の灰原がの り、その

上にほぼそれと同様に第 2、 3号窯跡の灰原が堆積 している。灰原の堆積状態から見た窯跡の

操業開始の順序 は、第 4号窯跡→第 3号窯跡→第 2号窯跡である。ただし、共通した層 も見ら

れ、ある時期は同時操業の可能性がある。また第 4号窯跡が東に偏 し、第 2、 3号窯跡が西に

偏 していることより、窯跡の構築順序は第 4号窯跡が早 く、第 2、 3号窯跡がそれに次 ぐもの

であると考えられる。

(2) 上   壊

第 5号土墳

遺構の確認 :B地区第 3号窯跡と4号窯跡の間、N45E12地区において検出し、第 2層 で確認

した。

平面形と構造 :第 4号窯跡の熱変化を受けた壁外側を切る。径約 lmの円形で、底面は平坦で、

緩やかな立ち上 りをもつ壁をなし、深さは浅 く13cmで ある。底面、壁に炭が薄 くは りついてい

る。

堆積土 :埋土は 1層 で褐色土である。遺物は層中に 1点 と底面直上に 1点見られた。

関連遺構 と性格 :第 3、 4号窯跡の中間にあり、第 4号窯跡の焼成後に作られている。窯跡に

関連する遺構であるが性格は不明である。

第 6号土娠

遺構の確認 :B地′ミ第 5号窯跡の東側、N42E18地区において検出し、第 2層 において確認し

た。

平面形と構造 :東北 1.3m× 東西 0.6mの南北に長い楕円形である。壁の立ち上 りは緩やかで、

非常に浅い。壁の大部分が焼けてお り、周縁は若千熱変化を受けている。底面の西側は焼けて

いる。

堆積土 :埋土は 3層 で、 1層 はにない責褐色砂質シル ト、 2層 はにぶい責褐色シル ト、第 3層

は暗褐色砂質シル トで、共に炭化物を含む。遺物は瓦 1´ミ、土師器片 2′ミだけであった。

関連遺構 と性格 :第 5号窯跡に近接するが、第 5号窯跡は火を受けておらず、関連は考えられ

ない。これは壁が若千変化する程度の火を使用 した遺構であるが、性格は不明である。



第 9号土城

遺構の確認 :B地区第 2号窯跡 と第 3号窯跡の間にあ り、N45E12、 N42E12地区で検出し、

第 2層下面で確認した。

平面形と構造 :水道管埋設のため南側が削られ、残存部は斜面上方で三角形にまとまる。径は

80～ 50cm程である。

堆積土 :埋土は 3層 で、第 1層褐色、第 2層 にぶい黄褐色、第 3層 黄褐色で、共に焼土 と炭化

物を含む。遺物は平瓦が 2片見られた。

関連遺構 と性格 :保存状況が悪 く、その形態 も判然としないが、斜面を利用した土坂で、壁も

わずかに火を受けた痕跡があ り、焼土、炭化物 も見られる。第11号土嫉 と同一の様相 を呈 して

いる。窯跡に関連する遺構 と考えられる。

第 10号土娠

遺構の確認 :B地区灰原、N3E39に おいて検出し、地山面で確認した。

平面形と構造 :東西1.15m、 南北 lmの楕円形である。底面は平坦で、壁は垂直に立ち上る。

堆積土 :埋土は 4層 に区分できる。砂層 と粘土層が交互に水平堆積 して、底面には一部わらが

敷かれた状態で見られた。遺物は含んでいない。

関連遺構 と性格 :堆積の仕方はほぼ水平で、他のB地区の土嫉とはその在 り方を異にす る。こ

の上坂の南に現代の井戸があ り、底面にわらが見られたことか ら、井戸 と同様現代の上墳 と考

えられる。

第 H号土壊

遺構の確認 :B地区、第 3号窯跡 と第 4号窯跡の間、N42E15地区で検出、第 2層 下面で確認

した。

平面形と構造 :東西80× 南北50cmの 三角形で、南側は水道管埋設のため破壊されている。底面

は斜面の傾斜 と同一である。壁は火を受けている。

器 種

器 形

須 恵 器 土  師  器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

郭

　

類

口縁部 2 2 0 0

体  菩Ь 0 0 0

底 部 0 0 0 0

甕

　

類

口縁音Ь 0 0 0

体 都 0 3 3 0

底 都 l 3 0

計 6 8 0

表 3 A地区第 1号土壊出土土器集成

lt積土 :埋土は 2層 に分けて、 1層 暗褐

色土、 2層 は黒褐色上で、共に炭、焼土

を含む。

関連遺構 と性格 :埋土中に焼土 と炭化物

を含み、窯跡間に位置してお り、第 9土

嫉 と形態、在 り方が類似する。機能的に

は火を使用した窯跡に関連する遺構であ

る。



器 種

果 彩

須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

邪

　

類

口縁都 0 0 0 0

体 部 0 0 0 0

底 部 0 0 0 0

甕

　

類

口縁著Б 0 0 0 0

体 部 0 0 0

底 部 1 1 0 0

計 1 0 0

表 4 B地区第 10号土城出土土器集成

関連遺構 と性格 :焼土遺構に近接 し、東に小ピット

連する可能性があろう。

第 18土城

遺構の確認 :B地区灰原、N42E21地区

において検出し、地山面で確認した。

平面形と構造 :南北 16m× 東西 1.4m

の楕円形である。底面は平坦で、壁は緩

やかに立ち上る。

唯積上 :埋土は基本的に 3層 に区分でき

る。埋土中には瓦、須恵器、土師器片が

含 まれる。

が 3個見られる。第18土墳は焼土遺構に関

3.C地 区の概要

東側の丘陵部の裾より緩やかに傾斜 し、南西に広がる平場である。北側は小沢によって切 ら

れ、西側は用水路によって画され南側の低湿地に至る。当初は遺構の存在を考えていなかった

地区であったが、平場の整備にともなって多量の上師器、須恵器が分布することがわか り、一

次調査において平場全域に遺構の存在が推定されたものである。調査はC地区平場の学校建築

予定地全域 をその対称 とした。すなわち、東は丘陵裾部を、西は用水路に接するA地区境 まで

とし、北は小沢を南は民家との境界線までを区域 としたものである。

調査時の現状は、A地区との境界は防風林で、その他は畑地であり、果樹、首圃なども見 ら

れた。全体的に水はけの悪い土質で、特に南西部は排水が悪 く、表土刹 ぎの段階では泥掘 りの

状態で作業は難渋した。

調査面積は約 1,400m2であった。

(基本層位〉

C地区の基本層位は、東西 (E12ラ イン)と それに直交する南北 (N21ラ イン)の上層観察

によって行なった。
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C地区は北 と東

が高 く、全体的に

南西へ傾斜 してい

る。また東端、西

端は堆積上の流失

が著 しく、中央部

は耕作のため一部

客土が行なわれて

いる。そのため東

西、南北畦状ベル

トはその在 り方に

若千の差異がある

が表土より地山までの堆積層は基本的には 2層 認められた。

(I)南 北セクション基本層位

第 1層

間隙性があり、柔らか くしまりがない。全体的な色調は暗褐色 (10Y R 3/3)で ある。こ

の層は耕作による攪乱が著しく、厚さも全体的に薄 く20Cm前 後である。北十貝Jに は見られず、E

ll付近より南側に観察された。遺物はほとんど含まない。

第 2層

第 1層 と同様にしまりなく柔らかい。色調は黒褐色 (10Y R 3/2)で 第 1層 よりわずかに

黒い。耕作による攪乱も第 1層 に比べて少ない。北側は厚さ30～ 40cmでほぼ一定しているが、

南側に行 くにしたがって薄 くなり、 S2ラ インより南偵1に はほとんど見られない。遺物は害1合

い多く含み、地区によってはブロック状の地山が観察された。遺構は一部 2層 中で、大部分は

2層下面において確認 した。

(2) 東西セクション基本層位

第 1層

南北セクションと色調、

斜する西端では薄くなるが

第 2層

南北セクションと色調、

土質共に同様なものである。東西セクションにおいてはA地区に傾

、厚さ10Cm位 でほぼ全域にわたって観察された。

土質共に同様なものである。ほぼ一定した厚 さで全域に見られるが

鶯壼■爾盈懇

写真31 C地 区全体の状況



E13～ E9の 内には見られない。

第 3層

地山よりややにぶい責褐色 (10Y R 4/3)で 、主としてE13～ E9の間に見られる。若千

の遺物とブロック状の非常にしまりある黄褐色土 (10Y R 5/6)を含む。遺構確認面は第 1

号濤が 3層下面、第 2号滞が 2層下面である。

各層の広がりは第 1層 はほぼ全域に見られ、 2層は前側が薄く、地域によっては無い所もあ

るが、全域に見られ、遺物も割合い多く含んでいる。東西セクションに見られた第 3層 は部分

的なものであり、広がりはない。

〈発見遺構〉

C地区において発見された遺構は、竪穴住居跡 2軒、掘立遺構 8軒、土嫉13基、濤24本 、ピ

ット群などがある。

遺構の配置は、中央部に最 も大きな住居跡 (第 2住 )があり、それを切 るかたちで、ほぼN

12～ N15ラ インに沿って南北に 3本の濤が通 り、遺構を東部 と西部に三分 している。東部は緩

斜面の上部にあり遺構の大半が存在する。西部は遺構は少なく、北西区には遺構は全 くない。

(1)竪 穴住居跡

第 1号住居跡

遺構の確認 iC地区西部、N12E9、 N9E9、 N6E9、 N12E6、 N9E8、 N6E6、

N12E13、 N9E3、 N6E3地 区において検出し、 2層下面ないしは地山面で確認した。

遺存状況 :東部、北部は保存良好だが、南部は壁が残っておらず、かな り削平されている。ま

た南側 と西側の周濤が二重になってお り、改築されたことがわかる。

平面形と方向 :北側に煙道をもつ隅九方形である。規模は内側周濤で南北 3m× 東西 4.3mで

あり、外側周濤では南北 4.7m× 東西 4.6mである。方向は東壁を基準 とすると南北に対 して

30度東へ偏 している。

壁、床面 :壁は東側 と北側がほぼ垂直に立ち上る。北東隅で30cm、 北側中央で15Cm、 東側中央

で20cm程残っている。床面は10濤 とピット15を おおうように東壁沿いに貼床がみられる。

住居内施設 :①カマ ドー北壁の東よりに設けられている。 トンネル状に掘り抜かれたと思われ

る。煙道は長さ1.25m、 幅20～ 25cmで、焚田部は長さ35cm、 幅30Cmであり、両袖を瓦で補強し

ている。カマ ド内堆積土は 1層で暗褐色シル トである。層中には二次的に火を受けたと思われ
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る土師器片と焼上、炭が多量に含まれる。

②柱穴-42個のピットが検出された。こ

の中で柱穴と考えられるのは14個 であり、

その在 り方によって三種に区別できる①

一つは住居跡内にあるピット2、 3、 4、

5、 37の 5イ固で、 2、 3、 4、 5が組み

合う。ピット37は 貼床の下で検出した。

一つは東壁と北壁沿いに見られるもので、

ピッヽ ト28、  29、  31、  32、  34、  35a、  36、

38、 39である。掘り方の見られないもの

もある。

③濤―住居跡の内側を壁沿いに回わる第

1周濤とその内側をめ ぐる第 2周濤の 2

本があり、さらにそれらの周濤に接する

濤、床面を走る濤が10本見られた。

④その他の施設一ピット13、 14、 23bは

火を受けており、鉄滓が混入している。

東壁、北壁沿いの第 1周濤上に瓦が敷か

れている。一部第 2周 濤南側にも見られ、

本来は第 1、 第 2周濤の全面を覆ってい

た可有静陛が有る。ピット1は貯水穴であ

り、 トンネルによって第 3土填に接続す

る。

堆積土 :埋土は11層 に区分できるが、基

本的には 3層 で黒褐色上、褐色上、暗褐

色上であり、共に焼土、炭化物、遺物を

含む。南、西は削平がはげしい。多量に

出上し特異なものとしては、輸火口、手捏ね土器、異形土製品が見られた。

遺構の性格 :こ の住居跡は改築され、南、西に拡大されたものであり、改築後に鍛冶の作業を

行なったものであろう。南に近接する第8号掘立建物跡よりも鉄滓が出土しており、鍛冶を行

なった時の関連遺構であろう。

写真35 第 I号住居カマ ドの状況

1感|

写真36

写真37 第 1号住居跡周溝上の施設瓦



表 5 第 1号住居跡 ピッ ト誰記表

番 号 深さ(Cm) 土 色 ±  1生 備 考

1 7 5Y R3/8 暗  褐  色 砂質粘土 貯蔵穴、炭化物、焼土、土師器、須恵器多量出土

2 柱穴、炭化物、焼上、土師器片

3 炭化物、柱穴

4 7 5Y R3/2黒  褐  色 炭化物、焼上、柱穴

7 5Y R3/3 暗 褐 色 炭化物、焼土、柱穴

6 8 10Y R4/4  褐      色 炭化物、土師器片

7 7 7 5Y R2/3極 暗 褐 色 炭化物、焼土多量

10Y R4/4  褐      色 遺物多量、柱穴 ?

9 7 5Y R3/4 ネ島        色 炭化物物 焼土、土師器片多量

7 5Y R3/1 黒 褐 色 岩化物 焼 上 、土 師 器 片

4 10Y R4/4 褐     色

10Y R3/8 暗  褐 色

4 10Y R3/2 黒  褐  色 炭化物多量、鉄洋有 り。炉 ?

5 炭化物多量、炉 ?

5 4 7 5Y R5/4に ぶ い 褐 色 炭化物

7 5Y R3/3暗  褐  色

6

10Y R5/8 責  褐  色 炭化物、土師器片

7 5Y R5/4に ぶ い 褐 色 土師器片多い

炭化物、焼土多量、土師器、須恵器片

炭化物

炭化物

7 5Y R3/3 暗  褐  色 炭化物多量、鉄津、土師器片、炉

ЮY R3/3 暗  褐  色

5 7 5Y R5/8 明  褐 色

6 7 5Y R5/6 明  褐  色

5 7 5Y R4/4褐     色 須恵器片

7 7 5Y R5/6明  褐  色 木 炭

土師器片

10Y R4/6 褐 色 土師器片

10Y R6/4 にぶ い黄橙 色 炭化物、土師器片

炭化物、土師器片

6 7 5Y R5/6 明  褐  色

10Y R4/6 褐     色

炭、土師器片 柱 穴

炭、土師器片 柱 穴

10Y R5/2 黒  褐  色 炭

山灰

6 炭、土師器片

10Y R4/3 に 策 い音 禍 魯 炭 、土 師 器 片



表 6 第 I号住居跡関連溝観察表

濤 位 置 関 連  ピ ッ ト 等 埋 上 出 土 遺 物 備   考

第 1周 濤 壁 沿 い に 方 形 に あ

ぐる。

第 2周 濤 を切 る。 瓦 が 上 を覆 う。

第 lPが 切 る。

にぶ い黄 褐 色

10Y R 5/3
ヽ
津

戻

鉄

上 師 器 、

第 2周 濤 第 1周 濤 の 内 側 を

方 形 に あ ぐる 。

第 ■周 濤 に切 られ る。一 部 瓦 が 上

を覆 う。

褐  色

10Y R 4/4
炭 、 土 師 器

濤   1 東壁に接する。 瓦 の上 を通 り、 P23a、 P20に つ

なが る。

褐  色

75YR 4/3
炭 、 土 師 器 貼 床 の 上

濤   2 住 居 跡 中 央 。 P2、 8、  9に 切 られ る。 暗褐 色

75YR 4/4
炭 、 土 師 器

濤   3 住 居 跡 東 端 。 第 2周 濤 に 切 られ る。 暗褐 色

75YR 4/6
炭 浅 く肖U平が は

1ザ しい
^

濤   4 第 1周 薄 南 。 P26に切 られ る。 褐  色

75YR 4/6
炭 、  瓦

濤   5 第 4濤 の 西 。 濤 4を切 る 。 裾  色

75YR 4/6
炭

濤   6 住 居 跡 中央 、 カマ

ドより南 へ 伸 び る ^

P8、 ユ8に切 らオ■、 P91こ 接する 黒褐 色

75YR 3/2
炭 、 焼 土 、 土 師

器 、 須 恵 器

上器が上 を覆

濤   7 北 壁 に 接 す る 。 北 壁 の 瓦 の 上 を通 り、 P7、 91

切 られ る ^

灰 褐 色

10Y R 4/2
炭

器

焼 上 、 土 師

濤   8 住 居 跡 中 央 南 。 P131こ よ り第 2堪議と',な が る。 褐  色

7 5YR 4/6
炭 、 焼 土 浅 ヤ

溝   9 住 居 跡 西 。 P9と 第 2周濤 をつ な ぐ。 褐  色

7 5YR 4/4
炭 、 土 師 器 、

須 恵 器

土 器 が ふ た を

して い る。

澤阜    ユO 東 壁 沿 彰 第 2周濤 に切 られ る 。 褐 色

10Y R

貼 床 の 下

第 2号住居跡

遺構の確認 :C地区中央で、東部、南部にまたがる。東西はN18～ N12、 南北 E12～ 18の 9個

のグリットで検出し、第 2層 下面、一部は地山面で確認した。

遺存状況 :住居跡の西側はブル ドーザーや耕作によって削平され、壁の残 りは悪い。そして第

号、 2号、 3号濤によって東西に切断されている。北壁に 2本、東壁に 1本の煙道があ り、住

居内にそれに対応する 4本の周濤があ り、 3時期の重複または改築が考えられるので、各期 ご

とにその実態を述べてい く。

第Ⅲ期

平面形と方向 :平面形は隅丸方形で、東恨1に 煙道 (第 3号カマ ド)が付 く。規模は周濤の内側

で南北 4.4m× 東西 4.4mである。方向は煙道を通る線でみると、南北に対 して 115度程東ヘ

偏 している。

壁 と周溝 :南側 と西側は削平されて残っておらず、わずかに残っていた第 2周濤によって輪享【

を確認した。
・

東側 と北側の壁は残っているが、第 I段階の住居跡内周濤である第 1周濤がめ ぐ

らされ、本来の壁であるか どうかは不明である。第 2号周濤は第 3号カマ ドの焚口付近を除い

てほぼ全体を回っていたものである。またこの第 2号周濤の南側にわずかに痕跡が残った第 4

号周濤が観察され、一部改築の可能性がある。

床面 :第 1床面を黒Jが したのちに確認した。各時期のピットや濤で切 られているが、ほぼ平坦

である。大部分はにぶい責褐色の地山であるが、東側に焼土や炭の分布があ り、若千の上器が
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図 19 第 2号住居甑 21

含まれる。

柱穴 :ピ ット32、 41、 42が組み合い、それにビット16が組み合 う可能性がある。

カマ ド :東壁のほぼ中央に設けられている。 トンネル状に掘 り抜かれたものと思われる。煙道

は長さ 160 Cm、 幅20～ 15Cmで ある。焚口部は第 1号周濤によって切 られ、残っていない。わず

かに第 2次床面の焚田部付近で焼土 と炭が観察された。

第 H期

平面形と方向 :平面形は隅丸方形である。北側に煙道 (第 2号カマ ド)が付 く。規模 は周濤の

内側で南北 5m× 東西 5.5mで ある。方向は煙道を通る線でみると南北に対 して30度程東へ偏

している。

壁 と周溝 :壁は第Ⅲ期同様南側 と西側は削平されて残っておらず、わずかに南側に残っていた

第 3周 濤によって輪郭を確認 した。東側 と北側の壁は残っているが、第 I期の段階の改築を受

けていると思われる。東側は削平されてお り、かならずしも明確ではない。第 3号周濤は南側

で確認できたが、北側 と東側は第 1号周濤と重複 し切断されてお り、西側は南西コーナーだけ

が確認できた。

床 :第 I期の床面とほぼ同じで、第 2号カマ ドの焚口付近で多量の焼土 と炭が遺物 と共に、か

ためられた状態で平坦になっていた。



柱穴 :柱穴は掘 り方を持つものはあるが、重複や削平のため組み合いが不明であった。

カマ ド :北壁のやや東イ貝1に 設けられたもので、煙道の長さは 170 Cmで 、幅は20～ 30Cmで 、焚口

部分は第 1号周濤によって切 られ、焼上、炭が多量に確認された。

第 I期

平面形と方向 :平面形は隅九方形で北側にカマ ド (第 1号カマ
ィ
ド)が取 り付 く。規模は周濤の

内恨Jで、南北 5.5m、 東西 6mである。方向は煙道を通る中軸線で、南北に対 して23度東へ偏

している。

壁と周溝 :壁は北側 と東側は良 く残 り、高さ30Cm程で直立 している。南側の壁はわずかに残 り、

西側は周濤だけが存在 している。周濤は第 1号周濤が四辺を取 り巻 く。また北東隅から南西隅

をへて第 3土壌に通 じる濤を切っている。

床面 :床面は酸化鉄を若千含む黄褐色砂質シル トで、しまりが良い。東側で部分的に白色粘土

が見られ、貼 り床の可能性がある。床面は全体的に平坦である。

柱穴 :床面では掘 り方を持つピットは確認できたが、組み合わせは不明である。東側 と北側の

壁に等間隔でピットが見られ、壁柱穴の可台静隆がある。

カマ ド:北壁のやや西側に設けられている。煙道部の長さは 130 Cmで 、幅は25～ 45cmである。

焚口部の長さは約60Cmで、袖が残っている。カマ ドの下を通るマ ドの下を通る第 1号周濤には

平瓦 と九瓦で暗渠が設けられている。カマ ド内からは多量の焼土 と遺物が出上している。

住居跡内の堆積土 :南部 と西部は削平が激しく、特に西側では地山が露出していた。全体的に

濤、ピットが重複 し、全体の堆積状況はあまり良 く把握できなかった。堆積土は東西セクショ

ンの観察では 9層 に分けることができる。責褐色上の間に黒褐色土ないしは褐色土の遺物を多

量に含む層がブロック状に入っている。各層の広が りは残 りが悪 くつかめなかった。

関連遺構 とまとめ :第 2住居跡はそのまわりを円形に取 り巻 く第 7号濤によって全体が画され

ている。第 7号濤と関連する遺構は後述する。

第 2号住居跡は、最初 に第Ⅲ期が構築され、一部改築されたのち第 H期に拡張され、第 I期で

さらに拡張されている。第Ⅲ期には東壁に見られた煙道が、第■、 I期には北壁に構築されて

いる。以上のことから3時期 4回の改築が考えられる。ただし第 I期 と第H期の時間差は大き

なものとは考えられない。また第 1期 と第H期の煙道の方向は第 1号住居跡と同一であり、時

間的な同一性を考えさせ られる。
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表 7 第 2号住居跡 ピッ ト誰記表

番 号 深 さ  (Cm) 土 色 1生 備 考

27 iOY R 4/4 褐     色 石少質 ン フレト 木炭 、 須 恵 器 、 土 師 器 片 、 貯 蔵 太 状

IOY R 5/6 責   褐 色 シ  アレ  ト 炭 化 物 、 焼 土

3

`少

質 シ ル ト 平 瓦 片

10Y R 4/4 褐 色 須 恵 器 、 土 師 器 A
10Y R 3/3 '音    褐    色 土 師 器 片

6 10Y R 4/4 褐 色 砂

3 10Y R 5/4 に おヾい 夢q名島てヨ 砂 質 シ ル ト 焼 土 、炭 化 物 、平 瓦 オi

土師 器 、須 意器 岩 、柱 穴

OYR 4/3に オ い責 褐 色

OYR 5/6 責   福   色 柱 穴

OYR 6/6明 黄 縄 色 ン  ル  ト 焼 上 、 炭 化 物 、柱 穴

OYR 6/4に よ い 黄 橙 色 石少?軍 ン ル ト 雄 上  炭 イヒ物 ヽ れ 穴

OYR 5/4 1こ ぶ いど奇ネ島色 平 瓦 片 、柱 穴

OYR 6/6明 黄 褐 色 土 蝉 募

6 OYR 5/4に ぶ い 黄 褐 色 石少質 シ ル ト

土 師 器 片 、 柱 穴

10Y R 5/2 黒   ネ島   色

19 iOY R 5/4 に よ い 黄 褐 色 柱 穴

柱 穴

16 土 宮市器 lI、 本主穴

iOY R 3/2 黒 褐 色 柱 穴

10Y R 5/8 黄   褐   色 柱 穴

10Y R 5/4 1こ おゞ ヤヽ :髯 ネ島モヨ 炭 化 物

壁 柱 穴

iO

iOY R 5/3 に ぶ い 黄 褐 色 土 師 器 、平 瓦 片 、 柱 穴

10Y R 5/6 責   ネ島  色 柱 穴

10Y R 4/3  に ぶ しヽ E髯 4島 色 炭 化 物 、柱 穴

10 10Y R 5/4 に ぶ い責 褐 色

9

IOY R 3/2 黒   褐   色

10Y R 3/4 暗 褐 色

10Y R 5/8 黄  褐   色

10Y R 5/6 責   褐 乞

5 10Y R 3/3 暗   褐   色 須 恵 器 片

10Y R 5/4 1こ ぶ ラヽ ラ鷲家島色 土 師 器 片 、柱 穴

炭 化 物 、 柱 穴

10Y R 5/6 黄   褐   色 砂 壁 木 穴 状 ?

砂 質 ン ル ト 炭 化 物 、 柱 穴

10Y R 6/3に オ い 責 橙 色 炭 化 物 、 柱 六

10Y R 6/4 に おれ 賞ヽ 橙 色 焼 上 、 炭 化 物 、 柱 穴

10Y R 4/4 褐        色 炭 化 物 、 柱 穴

10Y R 5/6 黄   ネ島   色 炭 化 物 、 平 瓦 、 土 師 器 片 、 柱 穴

IOY R 6/3 に 示 い 貫 構 色 焼 土 、 炭 化 物 多量 、 柱 穴

10Y R 4/4 褐       色 炭 化 物 、柱 穴

ユOYR 5/4 に よ い責 褐 色

10

8

10Y R 5/8 貰   褐   色

4

10Y R 5/4に ぶ い責 褐 色 ,天化 牛勿、 本と
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(2) 掘立柱建物跡

第 1号掘立柱建物跡

位置 iC地区東部北東端にあ り、四隅はN21E36、 N21E30、 N18E30、 N18E33に おいて検

出し、第 2層下面にて確認した。

規模 と構造 :ピ ット41、 40、 39、 38、 37、 7、 6、 5、 43、 42の 10イ固の柱穴が組み合 う。桁行

3間 (4.6m、 約 1.5m等間隔)×梁行 2間 (3.3m、 約 1.6m等間隔)の南北棟で、桁方向

は南北に対 して東へ15度前後ずれている。側柱だけの建物である。

掘 り方と柱痕 :掘 り方は径24～ 50Cmの楕円形で、柱痕は径 11～ 16cmの 円形あるいは楕円形であ

る、掘 り方の埋土は黄褐色上、柱痕の埋土は褐色である。掘 り方の埋上には炭化物 と少量の上

師器が見られた。

第 2号掘立柱建物跡

位置 iC地区東部中央にあり、四隅はN15E27、 N12E27、 N12E21、 N9E241こ おいて検出

し、第 2層 において確認した。

重複 :2間 ×3間の掘立 (A)と 、 2間 × 2間の掘立 (B)の 2棟が同一位置に建つ。

図24 第 1号掘立柱建物跡
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表 8 第 1号掘立柱建物跡ピッ ト註記表

番 号 殊 さ  (Cm) 色 土 十七 的

10Y R 4/6褐     色 砂 質 シ ル ト 力t化牛勿、 本主クく

γけよ器チヤ、 本→:クく

10Y R 5/6 責   褐   色 炭 化 物 、 柱 穴

ユOYR 4/6 褐 色 ▲ヽ クiく

柱 穴

柱 穴

ユOYR 3/4 暗   褐   色 炭 化 ribv、 柱 ク(

10Y R 4/6 褐      色 炭 化 物 、 柱 穴

炭 化 物 、 上 師 器 、 柱 六

10Y R 5/6  黄   褐   色 炭 化 杉 、 上 師 器 、 柱 穴

表 9 第 2号掘立柱建物跡 ビッ ト誰記表

番 号 深 さ  ((m) Jニ 色 土    rti flB ち

IOY R 4/4 褐      色 シ  アレ  ト 土 師 器

10Y R 5/6 丈   褐   色 上 師 器 、 柱 穴

10Y R 6/6明 ,t lL色 柱 穴

10Y R 4/4 褐      色 炭 化 物 、 土 師 器 、 柱 穴

6 10Y R 5/6 糞   偶   色 柱 穴

10Y R 5/4に ぶ い 責 褐 色 上 信市器 、 本主穴

ホ主ク(

ホ主ク(
10Y R 4/6 貰   褐   色 14

10Y R 5/6 夕(  褐  色 柱 穴

10Y R 6/6明 丈 褐 色

3 10Y R 5/4 に マSヾ い 責 褐 色 瓦、 空〔ムよ器、 二L冑 1,器 岩、 ホ主穴
IOY R 5/3に フ∫ヾ い 貢 偶 色

5 16 10Y R 4/4  縄        色 柱 穴

10Y R 5/4 1こ ャSlい 責 褐 色

10Y R 4/4 褐      色 上 自市器

10Y R 5/4 に ャS斗 賛ヽ 褐 色 J二 自市ぞ岳、 本主ク<

9 10Y R 5/6 fH  褐   色

10Y R 6/6明 貫 褐 色

柱 穴

24
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規模 と構造 :24個のピットがあ り、A、 B2棟の建物がある。A棟はピット2、 8、 9、 4、

5、 6、 13、 15、 7、 18が組み合 う。桁行 3間 (4m、 約 13m等 間隔)×梁行 2間 (34m、

約 1.2m等間隔)の東西棟で、桁行方向は南北に対 し65度程西へ偏 している。側柱だけの建物

である。B棟はピット8、 9、 10、 11、 13、 15、 22が組み合い、 2間 (東西 3.2m、 約 ユ.6m

等間隔)× 2間 (南北 3.2m、 約 1.6m等間隔)であるが、ピット10と ピッ ト11を結ぶ地″ミに

柱穴を検出できなかった。側柱だけの建物である。方向は東西柱列線が南北に対 し65度西へ偏

している。柱穴の在 り方より見れば B棟が新 しい可能性がある。

掘 り方と柱痕 :検出したピットのほとんどが掘 り方 と柱痕 をもつ。掘 り方は径27～ 51Cmの楕円

形で、埋土は責褐色である。柱痕はピット1が不明であったが径 10～ 24cmの 円形で、埋土は褐

色ないしはにぶい黄褐色であった。

遺物の分布 :ピ ット3に 平瓦がつ きさしてあり、ピット1、 2、 5、 7、 17、 18よ り上師器片

が出上 し、ピット13よ りは平瓦、須恵器、土師器片が出土 している。

関連遺構と問題点 :A、 B棟の東側、北側は第 4号濤によって区画されてお り、この掘立柱建

物跡は当初 より濤をめ ぐらしたものと考えられる。検出したピットの大部分が掘 り方 と柱痕 を

持ち、ピット間に切 り合いが見られ、さらに柱穴以外のピット中よりも若千の遺物が検出され

てお り、A、 B棟以外の遺構が存在 した可能性がある。
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第 3号掘立柱建物跡

位置 :C地区東部中央にあり、N9E24、 N6E24、 N9E21、 N6E21に おいて検出し、第

2層 において確認した。

重複 :ピ ット5が第18、 21、 22号濤を切 ってお り、ピット7が第23号 a濤に切 られている。ま

た第 4号掘立柱建物跡を切っている。

規模 と構造 :ピ ット1～ 9の柱穴が組み合い、 2間 (葡北 33m、 約 1.6m等間隔)× 2間 (東

西 2.8m、 約 1.4m等間隔)である。桁方向は南北に対 して東へ23度偏 している。建物内部に

も柱穴をもっている。

掘 り方と柱痕 :検出した 9個のピットに全て掘 り方 と柱痕が見られた。掘 り方は径45～ 60Cmで

楕円形である。柱痕は径17～ 28cmで円形である。埋土は掘 り方が明責褐色で柱痕は褐色である。

遺物の分布 :ピ ット1、 4、 5、 6、 9よ り土師器片が出上し、ピット6、 7よ り須恵器片、

ピット1よ り平瓦が出土 した。またほ とんどのピットより炭化物を検出した。

関連遺構と問題点 :第 5号濤が柱穴群 を方形に取 り巻いて区画している。第 4号掘立柱建物跡

のかなりの部分を切ってお り、柱穴の配置より見るとピット7、 8、 9が 4号掘立で検出した

ピットと対応しそうである①あるいは4号掘立の柱穴をそのまま利用した可能性もあるが判然

としない。

表 10 第 3号掘立柱建物跡ビッ ト誰記表

番号 深 さ (Cm) 土 色 上   性 備 考

1 7 5Y R3/4 日音   褐 色 シル ト質粘土 瓦、土師器片、柱 穴

2 10Y R 4/4 褐 色 粘 質 シ ル ト 炭化物、柱穴

3 炭化物、柱穴

4 土師器片、柱穴

10Y R 6/4に よ い黄橙 色 炭化物、土師器片、柱穴

10Y R 4/4 褐 色 シルト質粘土 炭化物、土師器、須恵器片、柱穴

7 粘 質 シル ト 炭化物、須恵器片、柱穴

10Y R 2/3黒  褐 色 炭化物、柱穴

9 10Y R 4/4 褐      色 炭化物、土師器片、柱穴

第 4号掘立桂建物跡

位置 iC地区東都中央、N8E21、 S3E21地区において検出し、 2層 において確認した。

重複 :第 3号掘立柱建物跡に切られ、さらに第 5号掘立柱建物跡に切られている。

規模と構造 :6個のピットが検出されたが、そのうち本主痕が確認されるのは 4個 あるが、組み

合うと思われるものはない。

関連遺構と問題点 :第 3号掘立柱建物跡と関連する可能性があるか明らかでない。第21号濤に

よって東側、北イ員J、 南恨1の一部が区画されており、濤でかこわれた掘立柱建物跡である可台を1生



が強い。

第 5号掘立柱建物跡

位置 iC地区東部中央、N6E18、 N3E18、 N6E15、 N3E15地区において検出し、 2層

下面において確認した。

重複 :ブル ドーザーによって大部分が削平されてお り、柱穴の重複は不明であるが、 5号掘立

建物跡を方形に囲む第23a濤が第 4号掘立柱建物跡と第 3号掘立柱建物跡を切っている。

規模 と構造 :6個のピットが検出されたが、柱痕が認められたのは一つで、組み合 うものはな

い。全体を削平されて実態は不明であるが、周濤の在 り方から第 5号掘立柱建物跡 と同様の形

態が推定される。

第 6号掘立柱建物淋

位置 iC地区東部北端、N24E24、 N21E24、 N24E21、 N21E21地 区において検出し、第 2

層下面において確認した。

規模 と構造 :ピ ット95、 92、 86、 85、 89、 93、 94、 91、 89の 9個 の柱穴が組み合 う。 2間 (東

西 3.3m、 約 1.6m等間隔)× 2間 (南北 3.lm、 約 1.5m等間隔)である。東西棟 とすれば

桁方向は南北に対 し19度南に偏 している。建物内部にも柱穴がある。

掘 り方と柱痕 :掘 り方は径23～ 43cmの楕円形、円形及び隅丸方形である。柱痕は径11～ 15Cmの

円形である。掘 り方の埋土はにない責褐色で、柱痕は褐色である。掘 り方の埋上には少量の炭

化物を含む。ピット87、 88、 89か ら土師器片、ピット92か らは須恵器片が見られた。

関連遺構 :西側に同規模の第 7号掘立柱建物跡が平行 して存在する。

表H 第 6号掘立柱建物跡ビット誰記表

番 号 深 さ 土 色 土   性 楠 考

10Y R 5/4に ぶ い 黄 褐 色 シ アレ ト 炭化物、柱穴

柱 穴

炭化物多量、土師器片、柱穴

10Y R 5/6 黄  褐  色 土 師 器 片 、柱 穴

10Y R 5/4に ぶ い責褐 色 土師器片、柱穴

炭 ヒ物、柱穴

炭 ヒ物、須恵器片 柱 穴

7 5Y R6/8 橙      色 山灰 ヒ物多量、柱穴

10Y R 6/8明 黄 褐 色 炭 ヒ物、柱穴

ЮYR 7/8 貢  橙  色 炭化物、柱穴

第 7号掘立柱建物跡

位置 iC地区東北端、N27E18、 N24E18、 N21E18、 N27E15、 N24E15、 N24E21地 区に
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おいて検出し、第 2層不面ならびに第 1号濤、第 2号濤底面において確認した。

重複 :第 1号濤と第 2号濤に切 られる。

規模 と構造 :ピ ット84、 81、 78、 77、 76、 79、 82、 83、 80が組み合 う。 2間 (東西 4m、 約 2

m等間隔)× 2間 (南北 36m、 約 18m等 間隔)である。東西棟 とすれば桁方向は南北に対

して19度南に偏 している。建物内部にも柱穴がある。

掘 り方と柱痕 :掘 り方は径26～ 45Cmの 隅丸方形ないしは楕円形である。柱痕は径 13セ ンチ前後

である。埋土は掘 り方がにぶい責褐色で柱痕は褐色である。埋土は掘 り方、柱痕共に炭化物を

含むものが大部分である。ピット79、 80、 83よ りは土師器片が少量出土している。

関連遺構 :東側に第 7号掘立柱建物跡がある。

表 12、 第 7号掘立柱建物跡ピット誰記表

番号 深 さ (Cm) 土 色 土 1生 備 考

OYR 4/4 褐      色 シ アレ ト 炭化物、柱穴

OYR 5/4 に ぶ い責 褐 色 炭化 物 、柱 穴

10Y R 6/6明 責 橙 色 炭化物、柱穴

10Y R 5/4 にぶ い責褐色 炭化物、焼上、土師器、瓦片、柱穴

OYR 6/6明 責 褐 色 炭化物、土師器片、瓦片、柱穴

砂質シル ト 柱 穴

10Y R 5/4 にぷい責褐色 ン  ル  ト 炭、柱穴、焼土

土師器片、柱穴

炭、柱穴

第 8号掘立柱建物跡

位置 iC地区西南音る、N6E6、 N3E6、 S3E6、 N6E3、 N3E3、 S

検出し、第 2層 において確認した。

規模 と構造 :平面形は南から北ヘコ字型に囲む第24号濤によって画されている。

部に18の ピットを検出したが組み合 うものがない。中央部の最 も大きなピットよ

に出上した。

掘 り方と柱痕 :掘 り方の見られたのはピ

ッヽ ト 2、  3、  13、  14、  15、  16、  17、  18Ч3、

径は20～ 30Cmで木主穴は 9～ 16Cmで ある。

埋土は掘 り方が黄褐色で柱痕は褐色であ

る。

関連遺構 :第 1号住居跡に接してお り、

その位置より考えて第 1号住居跡の付属

施設の可能性がある。

3E3地 区で

区画 された内

り鉄滓が 分量

写真42 第 8号掘立桂建物跡



番  号 深 さ 土 色 土  性

1 9 10Y R 4/4 褐      色 砂質シルト

2 10Y R 5/4に ぶ い貢褐色

3 10Y R 5/6 黄  褐  色

4 10Y R 3/4 暗   ネ島   色

5 10Y R4/4 褐 色

6 5 10Y R 4/6 褐     色

7 7

8

9 5 10Y R 3/4 暗  褐 色

10Y R 4/6 褐      色

10Y R 5/6 責   褐 色

17 10Y R 4/4 褐     色

10Y R 5/6 黄  褐  色

表 13 第 8号掘立柱建物跡ビット註記表

(3)

第 3号土猿

遺構の確認 iC地区西部中央、N12E9、 N9E9、 N9E12地区で検出し、第 3層 で確認し

た。

重複 :第 4号濤、第 9号濤、第17号濤を切 り、第 4号土竣に切 られる。

平面形と構造 :径 2～ 1,6mの楕円形である。底面は平坦な円形をなし、割合い急に立ち上る。

堆積土 :埋土は12層 に区分できるが、基本的には褐色土、明褐色土、黄褐色上の 3層 で、これ

が交互に堆積 している。堆積の仕方は土城の周縁より埋まり、第 6層 (褐色土)の堆積によっ

て埋 まり切っている。各層共遺物を含み、総数 では土師器片67、 須恵器片87出 土している。

関連遺構 と性格 :第 4号土嫉によって切 られている。濤は水流方向は全て土嫉に向ってお り、

土墳に接する部分が凹み、水が流れた痕跡がある。土坂内にも水を貯蔵 した痕跡を観察するこ

とができる。 3号土坂は水が流れ込み、一定量になると第17号濤を通して排水されたものであ

る。また第 1号住居跡ともトンネル状の濤でつながっている。レベル差は住居側がわずかに低

いが、水流方向はたしかめられなかった。この上嫉は接する濤から水を集め、第 1号住居跡、

第 6号住居跡に関する貯水用 として利用されたと思われる。

壌土



第 4号上城

遺構の確認 iC地区西部中央、N9E9

で検出し、第 3層 で確認した。

重複 :第 6号濤に掘り込まれ、第3号土

墳を切っている。

堆積土は 3層 に区分できるが基本

的には 2層 である。第 1層 は褐色上で第

2層 は明褐色上であり、かなりの上師器、

須恵器片を含む。

平面形と構造 :50～ 70Cmの楕円形である。

緩やかな立ち上 りをもつ壁で、全体的に

第 3号土墳の方に傾斜 している。

関連遺構 と性格 :第 6号濤が第3号土坂

に接する位置に掘 り込まれており、第 6

号濤よりの水が流れやすいように、第 6

号濤を作った後に第4号土嫉を掘 り込ん

だものである。

第 7号土壊

遺構の確認 iC地区西部、S6E6で 検出し、地山面で確認した。

平面形と構造 :65× 112 cmの長楕円形である。かなり削平されており、深さは 8 Cm程 である。

壁は緩やかに立ち上り、熱変化により厚いところでは10cm程赤褐色となっている。底面にも熱

が くわわり、壁などではいが赤褐色に変化している。壁、底面共炭化物が付着している。

Ⅷ
須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 上 計 確認面 埋 土 計

界

　

類

口縁部 0 2 2 0 4

体  吉h 0 0 1 1

底  部 0 5 5 0 3 3

甕

　

類

口縁部 0 7 7 0 2 2

体  都 0 0

底  部 0 0 2 2

計 0 0

表 16 第 7号土媛出土土器集成

堆積土 :埋土は 3層 で、 1層は暗褐色、

2層 は黒褐色、 3層 は黒色上である。遺

物は大部分が土師器である。

関連遺構と性格 :南側に小ピット群があ

るが特に関連するものと思われず、単独

で存在している。埋上の中には鉄滓等 も

見られない。かなりの高熱をうけた焼土

遺構である。

器 種

器 形

須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 上 計

邦

　

類

口縁部 3 17 4 4

体  部 0 11

底  部 0 2 0

甕

　

類

口縁部 0 3 0 0

体  部 0 3 3 0 47

底  都 0 2 2 0

計 6 4

表 14 第 3号城出上上器集成

器 種

器 形

須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

雰
　
類

口縁部 0 1 1 0 4 4

体  部 0 3 3 0

底  部 0 2 2 0 1 1

甕

　

類

口縁部 0 0 0 0

体  部 0 0

底  部 0 0 0

計 0 0

表 15 第 4号土城出土上器集成



図28 第 3、 4号上壌

O

1.贈禍色 ンルト質粘上、表土
2.褥 ヨ ンルト質猫土

3.明褐色 シルト質粘上、黄狙色上が含入
4.褐 色 シルト質粘土

5.褐 色 ンルト質粘土 (1遺物を多量に含む)

6!褥 魯 ンルト質粘土 (明褐色上を含む。遺物多量に出主)

7.黄褐色 ンルト費格土 (秒を多還に含む。遺物は少量であるが出とする)

8;褐 色 シルト質粘上 (明褐色上を含む。遺物を含む)

9.褐 ヨ ンルト質格土 (明褐色上を書む。炭化物吸勒 を書む)

lα 黒褐色 ,粘土 (多量に炭化物及び遺物をきむ)

11.明褐色 シルト質粘土 (黄櫂色上混入)

ユ乞 黄褐色 シルト質粘土 (砂ど多重に含む)



第 8号土娠

遺構の確認 :C地区西南部、第 1号住居

跡の南東部、N3E6、 N3E9で 検出

し、第 2層 下面で確認した。

重複 :第24号濤を切る。

平面形と構造 :東西に長い72× 105 Cmの

長楕円形である。底面は平坦で急に立ち

上 り、深さは30cm程である。壁面は全て

地山の責色土が露出している。

堆積土 :埋土は 3層 に区分できる。第 1

層は黒褐色、第 2層 黒褐色土、第 3層 黄

褐色土で、各層共炭化物を含み、大量の

上師器が出土している。ほぼ水平な堆積

状態である。

関連遺構 と性格 :第 8号掘立柱建物跡を

区画する第24号濤を切って作られてお り、

8号掘立柱建物跡に関連する遺構で、一

時的に水を溜めたものと考えられる。

第 12号土境

遺構の確認 :C地区西部、第 7号濤中の

N18E9地区において検出し、第 2層 に

おいて確認した。

重複 :第 7号濤を切って構築 している。

平面形と構造 :径75× 125 Cmの 楕円形で

ある。比較的浅いため上部は削平されて

いると思われるが、深さは15Cm程 である。

4造|

棗翠簿轍浄Ⅲ

写真44 第 7号土城

器種

器 形

須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

邦

　

類

口 縁 部 1 7 8 0 1 1

休  部 0 0

底  言Б 4 4 1 6 7

尭
式
　

類

口縁部 0 0 0 0 0 0

休  部 0 0 0 5

底  部 0 0 0 2 2

計 1 6

表 17 第 8号土媛出土土器集成

塩一．一挙機一警
一▼

壁は緩やかな立ち上 りをもち、壁周辺が赤色に熱変化を受けている。底面は中央及び北西側は

熱変化を受けず、地山が底面 となっていた。底面南側は壁同様に熱変化を受けて赤色を呈して

いる。

堆積土 :埋土は 4層 で、第 1層黄褐色シル ト、第 2層 にぶい黄褐色シル ト、第 3層褐色シル ト、

第 4層明るい褐色シル トで、共に炭化物、焼土を含み、土師器片、須恵器片も出土する。



図29 第 7号土城
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図30 第 12号土城 関連遺構と性格 :第 7号薄が掘り込まれて

おり、7号濤が濤として機能しなくなった

時に作られたものである。位置的には第 2

住居跡に近接しており、時期的には 2号住

居跡の最後の段階と一致する可能性がある。

また第 7号土壊と類似し、若子の鉄滓が見

られたことより、鍛冶に関連する遺構 と考

えられる。

第 13号土壌

遺構の確認 iC地区の東南部、S3E18、

S6E18地 区において検出し、第 2層下面

において確認した。

平面形と構造 :径2.45mと 2.8五 の円形で、

壁はほぼ直立する。底面は平坦で底面直上

に灰責色の砂質シル トが見られる。

E8

N略 一
キ

~
E9
-十―N略

1.10Y R%|、 によい責褐色ンルト、及化牧 焼上、土

師器含む。
2.10Y R% によい黄褐色シルト、炭化物、焼土、土

師器含む。
3.10Y RM におい黄褐色シルト、土師器、須恵器含

む 。

4.10Y R% 褐色シルト、土師器含む。



漢
須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

界

　

類

口縁部 0 0 0 0 0

体  苦Ь 0 0 0 0 0

底 部 0 0 0 0 0 0

甕

　

類

口縁部 0 0 0 2

休 部 0 0 0 0 9 9

底 部 0 1 0 0 0 0

立
Ｈ 0 1 1 0

表 18 第 12号土墳出土上器集成

器 種

器 形

須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

雰

　

類

口縁音L 0 0

体  音ト 0 0

底  部 0 0

甕

　

類

口縁部 0 0 0 0

休  部 0 2 2 0 219

底 部 0 2 2 0

計 0 0

表 19 第 i3号土垢出土土器集成

堆積土 :埋土は15層 に区分できる。大部

分が責褐色砂質シル トでその中に褐色砂

質シル トが交互に堆積 し、各層に炭化物

を含む。堆積状態は壁側から堆積 し、中

央部はほぼ水平堆積 している。遺物は各

層より多量に出上している。瓦、土玉が

あり、土師器片は 300点 、須恵器片は、

100点 を越えた。

関連遺構 と性格 :東南に近接する第14号

土嫉に次 ぐ規模で、堆積状況も同様であ

り、共に廃棄用の上墳 と考えられる。

第 14号 土壌

遺構の確認 iC地区東部中央、N3E18、

S3E18、 N3E15、 S3E15地 区にお

いて検出し、第 2層下面で確認した。

重複 :第 23b濤が接する。

平面形と構造 :径245m× 3.2mの楕円

形である。壁は南側が急に立ち上り、北側では一度立ち上 り再び落ち込む。南北の断面で見る

と二つの上墳が接合したように見えるが、平面及びセクションにおいても切 り合いは見られず

同一のものと考えられる。底面は平坦で、第13号土鍍で見られる灰責色の砂質シル トが床面上

に見られた。

唯積土 :埋土は13層 に区分できる。基本的には黒褐色砂質シル トと黄褐色砂質シル トでブロッ

ク状の堆積が目立ち、炭化物を含む。堆

積状況は壁側から堆積 し、中央部は水平

に近いがブロック状の層が間に混入する。

出土遺物は各層共多量で、瓦、風字硯、

卜石、手捏ね土器が見られ、土師器は、

1400点 、須恵器片は 500点 を越えた。

関連遺構 と性格 :第 23b濤が接 している。

これは平面形では切 り合いを確められず、

14号土飯に排水したものと思われる。第
写真45 第 14号土城



図31 第 13、 i4号土城
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4号土竣はC地区量大の上嫉で遺物の出土もきわめて多量であり、堆積状態より見て、第13号

土墳同様、廃棄用上嫉であろう。

器 種

器 形

須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

邪

　

類

口縁部 3 0

体  部 0 0 232 232

底 部 0 0

甕

　

類

口縁部 0 0

体  部 2

底 部 0 1

計 5 512 517 532 544

表20 第 14号土壌出土上器集成

器 種

器 形

須 恵 器 土 師 器

確 認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

界

　

類

口縁都 0 2 2 0 5 5

休 部 0 3 1 4

底 部 0 0 0 0 4 4

甕

　

類

口縁部 0 0 0 0 l 1

体  部 0 0 0 0

底  部 0 0 0 0 2 2

計 0 3

表21 第 i5号上塘出土土器集成

器 種

器 形

須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

不

　

類

口縁部 2 2 4 0 0 0

休  部 5 1 6 0 0 0

底  部 3 3 0 0 0

甕

　

類

口縁部 0 0 0 2 2

体  部 1 1 2 9 ユ

底  都 0 0 0 0 0

計 1

表22 第 16号土塘出土土器集成

平瓦が見られた。

関連遺構 と性格 :第 1住居跡に近接する。保存が悪 く

第 15土壊

遺構の確認 iC地区東南部、S3E21に

おいて検出し、第 2層 で確認した。

平面形 と構造 :92× 102 cmの 楕円形で深

さは10Cm程である。壁は急に立ち上 り部

分的に熱を受け赤褐色に変色 している。

床面は多少凹凸がある。熱変化は受けて

いない。

堆積上 :埋土は 3層 に区分できるが、基

本的には 2層 で、第 1層 はにぶい責褐色

シル ト、第 2層 暗褐色シル トで焼上、炭

化物を含む。ほぼ水平堆積である。遺物

は土師器、須恵器が多少見られた。

関連遺構 と性格 :第 4号掘立柱建物跡に

近接 している。
サ陛格はかるく火を受けて

いる焼土土坂である。

第 16号土娠

遺構の確認 iC地区西部中央、N12E3、

N12W3地 区において検出し、地山面で

確認 した。

平面形 と構造 :67× 106 Cmの 東西に長い

楕円形である。全体的に削平されて遺存

状況は悪 く、壁は大部分消減して、かろ

うじて輪郭がわかる程度である。

堆積上 :埋土は黄褐色± 1層 で、底面に

性格は不明である。



第 17号土城

遺構の確認 iC地区西部中央、N12W3、

N9W3地 区において検出し、地山面で

確認した。

平面形と構造 :50× 100 cmの 楕円形であ

る。肖J平がはげしく力hろ うじて輪郭がわ

かるものである。深さは 2 Cm程 である。

堆積土 :黄褐色上がわずかに見られる。

遺物は土師器が少数見られた。
表23 第 17号土城出土土器集成

共に削平がはげしく実態は不明である。関連遺構 と性格 :第 16号土域が近接するが、

第 ,9号上城

遺構の確認 iC地区東南端、 S12E15地

区において検出し、第 2層 で確認した。

重複 :第12滞が接する。

平面形与性格 :グ リットの壁に接し、一

部調査地区外にはみだしているため全形

を確められなかったが、ほぼ楕円形を呈

するものと思われる。底面は平坦で灰黄

色砂質シル トが堆積 し、壁は直立する。

調査部分の最大径は2.6mで、深さは28cmを 測る。

堆積土 :埋土は 5層 に区分できる。ほぼ水平堆積であり、基本的には黒褐色土、灰黄褐色上、

褐灰色の 3層でブロック状の上が混入している。遺物は瓦、手捏ね土器、風字硯である。

関連遺構と性格 :形態、規模、底面上堆積上が第13、 14土坂と類似しており、それらと同様の

廃棄用上域であろう。

第20号上嫉

遺構の確認 iC地区西南部、S3E3、 S6E3地 区で検出し、第 2層 で確認した。

平面形と構造 :57× 87cmの東西に長い楕円形である。底面は平坦で、壁は直立し、深さは26Cm

程である。

堆積土 :埋土は 3層に区分できる。第 1層暗褐色シル ト、 2層 暗褐色シル ト、 3層 黒褐色シル

トで、各層共炭化物を含む。遺物は土師器が 172片、須恵器が19片発見された。

器種

器 形

須 恵  器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

邦

　

類

口縁部 5 41

体 部 6 54 0

底 部 3 0

甕

　

類

口縁部 0 1 1 0 9 9

体  部 0

底 部 5 3

計 221 247

表24 第 19号土城出土土器集成

器 種

器 形

須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

罫

　

類

口縁部 0 0 0

体 部 0 0 0

底 部 0 0 l 1

甕

　

類

口縁部 0 0 0 4

体 部 0 0 0

底 部 0 0 0 1 1

計 0 0



関連遺構と性格 :西南部に孤立 している。

第21号土城

遺構の確認 :c地区東南部、 S12E24地

区において検出し、地山面で確認 した。

平面形と構造 :45× 85Cmの 南北に長い隅

丸長方形である。底部は平坦で壁は直立

し、部分的に熱が加わ り赤褐色に熱変化

している。深さは17cm程である。

堆積土 :埋土は 3層 で、南北セクション

は第 1層褐色シル ト、第 2層 にぶい責褐

色シル ト、第 3層 は暗褐色シル トで東西

セクションとは若千ことなる。壁端 より

堆積 し、弓なりの堆積状態を呈する。遺

物は須恵器、土師器片が少数見 られた。

関連遺構 と性格 :東西部に孤立 している。

火を受けた焼土土嫉である。

(4) '寺

性格は不明である。

表25 第20号土城出土土器集成

器 種

器 形

須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

邪

　

類

口縁音ト 0 0 0 0

体  部 0 0 0

底  菩Б 0 0 0

甕

　

類

口縁部 0 0 0

休  部 0 0 1 2

底  部 0 1 l 0

計 0 1 2

表26 第21号土壌出土土器集成

第 I号溝

遺構の確認 iC地区中央部を南北に維断している。その南端はS12E12、 北端はN30E18区に

おいて検出し、第 2層下面で確認した。

重複 :第 7号濤、第 2号住居跡、第 2号濤、第 7号掘立柱建物跡を切 り、第16号濤(現代の濤 )

によって切 られている。

形態と構造 :南北に長い濤で、北は小沢に落ち込み、南は調査区域外にも伸びて、計測可能な

だけでも42mである。横断面形はU字形を呈し、深さは約40cmである。上幅は最大で 1.2m、

最小で約50cmで、底面幅は40cm程である。南部は幅広 く段をなしている。底面傾斜方向は北か

ら南である。

堆積土 :埋土は 7層 に区分できる。第 1層 、第 2層 、第 3層 はほぼ水平堆積であるが、第 4層

第 5層 、第 6層 は不整形な堆積状態である。遺物の出土は第 1層 から3層 に多く、第 4層 から

6層 は少ない。特に第 2層 は多く、土師器片は 200′ミを越えた。最初に西側より第 7層が埋ま

器 種

器 形

須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

邦

　

類

口縁音Б 8 8 0 0

休 部 0 8 8 0

底  部 0 2 2 2 2

甕

　

類

口縁部 0 0 0 2

徳  部 0 0 0

底  部 0 0 0 0

計 0 0



り、次いで第 6、 5、 4層 が埋まり、 3

層が堆積 した後、西側に一部拡張されて

使用され、第 2層、 1層 と堆積 したもの

と思われる。第 2層に特に多いという遺

物の在り方からも裏付けられる。この濤

は掘られてから濤として機能した時期が

少なくとも2回あったと考えられる。

関連遺構 :第 1号濤とほぼ平行して第 2

号濤、第 3号濤が走っている。 3本の濤

のうち、第 1号濤が一番長 く、第 2号濤を切っていることより、第 1号濤が最も新 しい。遺構

の方位は北東から南東に伸びてお り、第 1号住居跡の中軸線にほぼ平行する。

遺構の性格 :埋土中の出土遺物は全て古代のもので親代のものが混入していないことから、古

代の濤と断定しても間違いはない。また接する全ての遺構を切断するかたちで構築されており、

C地区発見遺構の中でも最も新しい時期に属する。西側に見られた第 1住居跡と、それに近接

する遺構群 との関連が考えられる。

濤としての機能は、水性粘上の堆積 も見られず、遺構単位の区画としては十分な関連遺構 も見

られないことから、常時水が流れたものでなく、雨天時の水抜き的な性格が考えられる。

第 2号溝

遺構の確認 :C地区中央部に第 1号濤の東側に平行して南北に伸びている。南端は S12E12、

北端はN27E15に おいて検出し、第 2層下面で確認した。

重複 :第 7号濤、第 2号住居跡、第 7号掘立柱建物跡を切 り、第 1号濤,第 16号濤(現代の濤)

によって切 られている。

器種

器 形

須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

罫

　

類

口縁部 0 3 3 0 0

休 都 0 3 0 1 1

底  部 0 0 0 1 l

甕

　

類

口縁部 0 0 1 1

体 部 0 1 1 0 6 6

底 部 0 0 0 0 0

計 0 7 0 9 9

表28 第 2号溝出土土器集成

器種

器 形

須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

係 1口
縁部 0 2

体  部 2 7

奴
底 部 0 2 11

甕

　

類

口縁部 0 1

体 部 0 3 476

底  部 0 2

計 2 682

表27 第 !号溝出土土器集成

形態 と構造 :南北に長い濤で、北端は第

1号濤によって切 られているものの、本

来は小沢に落ち込んでいたものであろう。

南端は一部切れるところもあるが調査区

外にも伸びている。38。 5mま で計測でき

る。横断面形はU字形を呈 し、深さは30

Cm程である。壁は急に立ち上 り、上幅は

30～ 80cm、 底面幅は10～ 50Cm、 底面は九

味をおびている。底面イ頃斜方向は北から



南である。

堆積土 :埋土は南部で 2層 に区分され、第 1層 は茶褐色シル ト、第 2層 は茶黄褐色砂質シル ト

である。北部 Bセ クション (E21)では褐色砂質シル ト1層 だけであり、共に遺物の温入は少

ない。南部 と北部では堆積土に差異が認められた。

関連遺構 :第 1号濤に切 られてお り、乳存長では第 1号濤より短いがほぼ同一の規模であ り、

第 1号濤と同様西部遺構群 との関連が考えられる。

遺構の性格 :堆積土中の出土遺物はきわめて少ないが、現代の遺物は混入していない。濤 とし

ての機能 も水抜き的なものである。第1号濤 と同様な性格であり、時期的には 1号濤に次 ぐ新 し

さが考えられる。

第 ご与溝

遺構の確認 iC地区中央部を南北に縦断し、南端は S12E12、 北端はN24E15区において検出

し、第 2層下面で確認した。

重複 :第 7号濤、第 2住居跡、第 7号掘立建物跡を切 り、第16号濤 (現代濤)に切 られている。

形態 と構造 :南北に細長い濤で、北は小沢の手前、南端は調査区域外にも伸びている。全長は

33mでc地区中央部を縦断する 3本の濤では最 も短い。横断面形は第 1、 第 2号濤よ りきつい

図32 第 1、 2号溝断面図

I-1 10Y R%暗褐色砂質シル ト 粘性なし

黒褐色上を若千粒状
に含んでいるが黄褐
色上の混入はない。

1-2 75YR%褐 色シル ト 粘性なし砂粒

を含み他の混入土は

ない。遺物を多量に

含んでいる。
I-3 10Y Rχ にない黄褐色シル ト 粘性や

や有 り、地山の土を
プロック状に少量含
んでいる。

I-4 10Y R%黄褐色ンル ト 粘性有 り、砂
粒をやや 多く含み 1

-2層の上をしもふ

り状に含んでいる。

10Y R%褐 色シル ト    粘性、しまりとも強い。
10Y R%黒 裾色シル ト   粘性は1層 より強く、しまりあり。

灰褐色土がプロック状に混入。
7 5Y R4/3禍色シル ト   粘性は2層 より弱 く、しまりをし。

灰褐色上がプロック状に混入。
10Y R%黒 褐色シル ト   粘性 2層 より強 く3層 より弱い。

黄褐色上をブロック状に含む。
10Y R4/8に 基い黄福色シル ト粘性 4層 より強い。

黄褐色上を帯状に含む。
こOY Re/2黒禍色ンル ト   粘性 5層 より強い。
10Y R4/2灰 黄褐色シル ト  粘性、しまりとも5層 より強い。

粒子があらく、黄褐色土を帯状に含む。



器 種

器 形

須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

邦

　

類

口縁音Ь 1 1 2 1 0 1

体  部 0 2 11 4

底 都 0 0 0 l 1

甕

　

類

口縁部 0 1 1 0 0

休  部 1 3 6

底 都 0 0 1 1

計 5 3

立ち上 りをもつU字形で深さはは10Cm程

ある。幅は上面で30～ 40cm、 底面で10～

20cmである。壁は南部では崩壊が著 しい。

底面傾斜方向は北から南である。

唯積土 :埋土は 2層からなり、第 1層 は

黒褐色砂質シル ト、第 2層 は茶褐色粘土

質シル トである。出土遺物は 2層 に多く、

特に土師器片が多い。

ト

黒褐色シル ト   猫性がやや強 く、しまりなし。

黄禍色砂質シル ト 粘性 しまりとも理 1層 より強い。

黄褐色シル ト   粘性は埋2a層 より強 く、しまりはほ |す 同 じ。

表29 第 3号溝出土土器集成
関連遺構 と性格 :第 1号、第 2号濤 と同

一の遺構 を切 り、また平行 して走っていることから同一の性格をもつ濤と考えられる。南端で

一部第 2号濤に切 られてお り、第 1号、第 2号濤よりも古い。

第 4号溝

遺構の確認 i Clt区東吉る、 N15E27、 N12E27、  N9E27、  N18E24、 N15E24、 N15E12の

各区において検出し、第 2層下面で確認 した。

重複 :第 7号濤、第 2号掘立柱建物跡の第 1ピ ット及び第13号濤 (現代濤)に切 られる。

形態 と構造 :第 2号掘立柱建物跡の東か  図33 第 4号溝断面図

ら北 を囲むようにコの字型を呈する。横

断面形は逆台形をなし深さ10Cm程で底面

は平坦である。幅は上面で最大70Cm、 最

小40cm、 底面では最大幅40Cm、 最小幅20

Cm程である。

堆積土 :埋土は 2層 で、第 1層 黒褐色シ

ル ト、第 2層責褐色砂質シル トである。

出土遺物は多く、土器以外に鉄製品片、

鉄滓、焼石などが見られる。出土土器は

土師器が多く、大半は第 1層 より出上 し

ている。

関連遺構 と性格 :第 4号濤は第 2号掘立

柱建物跡の周濤である。しかし方形にま

わるものではなく、当初より東と北だけ

をコ字形に作られたもので、第 7号濤に

引

1 10Y R3 5/3
2■ 10Y R%
2b iOY R%

器種

器 形

須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

郷

　

類

口縁著Б 6 3 7

体 部 8 17 0

底  部 3 9 3

甕

　

類

口縁部 5 1 0

体  音h 2 0

底  部 0 ユ l 0

計

表30 第 4号溝出土上器集成



接する部分はその地点よりも伸びておらず、切 られたというよりも接続させたものであス

面傾斜方向は南を向いているが、水性粘土は見られず、水抜きの性格をもつものである。また

滞の北東コーナーは第 2号掘立柱建物跡のピット1に切 られ、濤の東側も改築の痕が見られる。

掘立柱の改築にともなうものと考えられる。

第 5号溝

遺構の確認 iC地区東部、N9E24、 N

6E24、 N9E21、 N6E21区において

検出し、第 2層下面で確認した。

重複 :第 18号濤、第19号濤、第20号濤、

第22号濤、第22号土墳を切 り、第23号溝

に切 られている。

形態と構造 :南西コーナーが lヶ 所あい

ているが、ほぼ 1辺が 4.4m前後の方形

を呈する。横断面形はU字形で深さ10cm

程、急に立ち上る壁をなす。幅は上面で15～ 35Cm、 底面では5～ 15cmを 測る。

堆積土 :埋土は 1層 で責褐色シル トである。出土遺物は土師器が大半で割合いに多い。

関連遺構とf性格 :第 5号濤は第 3号掘立柱建物跡を方形にめ ぐる周濤である。機能的には自己

完結的な水抜きである。切 り合いより見ると、隣接する第 4号掘立柱建物跡を切 り、第 5号掘

立柱建物跡に切 られている。これらの前後関係は4号→ 3号→ 5号掘立柱建物跡遺構の順 とな

る。

第 6号溝

遺構の確認 :地区東部、N9E27、 N6

E27で検出し、第 2層 下面において確認

した。

重複 :北端 を第13号濤 (現代濤)に切 ら

れ、南端 を第18号、第19号濤に切 られて

いる。

形態と構造 :横断面形はU字形で幅は上

面では35～ 60Cm、 下面では25～ 45cmで、

九味をおびた底面からなだらかに立ち上

器 種

器 形

須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

罫

　

類

口縁部 8 8 0 1 1

体  菩L 5 5 0 43

底  部 3 3 0 2 2

甕

　

類

口縁部 0 1 1 0 2 2

休  部 6 6 0 9

底  都 0 0 0 0 1 1

計 0 0 58

表31 第 5号溝出土土器集成

隠
須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

邦

　

類

口縁部 7 2 9 0 0 0

体  部 6 l 7 6 3

底  部 5 l 6 2 3

甕

　

類

口縁音Ь 0 0 0 3

休  部 2 3 5

底  部 1 1 1 1

計

表32 第 6号溝出土土器集成



図34 第 6号溝断面図

― l

10Y R%

iOY R5/6

1 10Y磁 暗褐色 ンル ト粘性  しまつとも弱い

砂が混入する。

2 10Y眩 褐色  シル トrh t しまつとも埋 1層 よりやや強い。

須恵器洸入.炭化物混入。

る壁をなす。

堆積土 :埋土は基本的には 2層 で、第 1

層は暗褐色シル ト、第 2層 は褐色シル ト

であり、ブロック状の堆積をしている。

第 2層からは須恵器、土師器のよ不片が多

く出上し若子の炭化物が混入している。

関連遺構と性格 :遺構の南北端をそれぞ

れ第18、 19号濤と第13号濤に切 られてい

るが、切 られた位置か らさほど伸びるものではない。埋土中には況代の遺物は混入してお らず

古代の遺構であることは確実であるが、遺構 としての性格は不明である。

第 7号
'毒

遺構の確認 iC地区の東部か ら南部にまたがる中央にあり、東西はN21～ N9、 南北は E21～

E6の地区で検出し、第 2層下面で確認 している。

重複 :第 1号、 2号、 3号、 9号、17号濤に切 られ、また第 3号、 4号、12号土嫉にも切 られ

ている。第 4号濤が接する。

形態と構造 :径約14mの 円形にまわる濤である。横断面形は保存状態によって若千異なるが底

面が平坦な逆台形を呈 し、深さは15～ 20Cm、 幅は上面で40～ 150 Cm、 下面では20～ 90Cmで東部

が幅広 く深い。南部はかなり削平されている。また第 3号土嫉に接する南側は最 も幅が狭 くな

る。幅の広さに大きな差があり、かならず しも同時に作られたものではない。

堆積土 :各位置において異なるがおよそ 2層 に分けられる。第 1層 は褐色砂質シル ト、第 2層

は黄褐色砂質シル トである。各層共多量に遺物を含み、土師器片は1756点 、須恵器片は 390点

を越える出上である。

関連遺構 と性格 :円 形にまわった濤の中に第 2号住居跡があり、それを取 り巻 く周濤である。

濤の作 り方は部分によって異なる。東部は幅広 く濤の壁に段 を有する部分があり何度かの改造

が考えられる。西部の第 3号土飯に切 られる部分は幅狭 く、第 3号土壌に水を流すために付け

たした感がある。

図35 第 7号溝断面図(1)

4 10Y R4/t 褐色ンル ト

5 10Y R% 鶴色ンル ト
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図36 第 7号溝断面図(21

1 10Y R% 褐色シルト  粘性少しあり、しまつぐあいけっこう
しまっている。炭化物lL入。

2 10Y R5/6 黄褐色シルト 枯性 1よ りある。しまりぐあい1よ り悪い。
IFL入物なし。

10Y R5/7 褐色砂質シル ト 粘性あ り、しまりはあまりよくなあ。
iOY R% 偶色砂質シルト 粘性あり、しまりあまりよくない。
10Y R6/6 砂質ンル ト   1 2に くらべ粘性が強い。 しまリカヤ悪い。
10Y R6/7 砂質ンル ト  11こ 比べやや明るい。 しまりに他 と同 じ。

10Y R%   暗偶色砂質シルト 4th性 あり、黒土色のブロンタ含む。
2 10Y R% 褐色砂質シルト  粘性あり、ところどころに小さく地山混入。
① iOYR2/3 黒褐色砂質ンルト I」性ややあり。

隠
須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

郷

　

類

口縁部

体 部

底  部 1 54

甕

　

類

口縁部 1

体  部 39 ユ 1210

底  部 1 0

立
画

373 1634 1688

表33 第 7号溝出上土器集成

以上のことより考えると本濤は当初より円形で

あったのではな く、東側からの流水を止めるた

めに作 られ、その後住居跡の増改築に伴ない円

形になったものと推定される。また南西部の濤

中に第12号土媛 (焼土遺構)があり、滞として

の機能は十分でな く、当初から区画程度のもの

であったと考えられる。

第 8号溝

遺構の確認 :地区内西縁を画するように南北に

長い濤で、N9W3、 N6W3、 N3W3、 S

3 �V 3、  S61V3、  S3WV o、  S6W6、  S9

W6地 区において検出し、第 3層上面において

確認 した。

重複 :第 10号濤と第 1号住居跡西側周濤の一部

を切っている。

第 9号濤

遺構の確認 iC地区西側、第 1号住居跡

と第 2号住居跡の中間に当たるN9E6

N6E6に おいて検出し、第 2層下面に

おいて確認 した。

重複 :第 3号土壊にそそぎ、第 7号薄を

切っている。

形態と構造 :長 さ3,8mの南北に細長い

濤である。南端は浅 く10cn程で第 3号土

嫉に接する地′点で深 くなり30Cmを 測る。

形態 と構造 :南北17m程の濤で横断面形は緩やかなU字形をなし、深さは10cm程 、幅は上面で

35～ 70cm、 下面で20～ 35Cmである。

堆積土 :大部分が腐食上で現在のゴミが多量に温入している。

関連遺構 と性格 :現代のゴミが混入していることより水抜きのための現代濤であろう。地主の

話しでも数年前まで使われていたとのことである。



横断面形は底面が平坦な逆三角形である。

幅は上面が最大幅80Cm、 最小40cm、 底面

で最大55Cm、 最小15Cm程 である。

堆積土 :埋土は 2層か らな り、第 1層 は

にぶい黄褐色上、灰褐色土をブロック状

に含む。第 2層 は明責褐色シル トで炭を

含む。出土遺物は夕く土師器片は 100点

を越えた。

関連遺構 と性格 :濤のある位置は第 1号

住居跡の排水路的性格が考えられる。ま

た濤の中には水′性堆積物はほとんどなく

一時的に第 3号土壌に流したものであろ

う。

第 10号溝

遺構の確認 iC地区の西縁、N6E3、

N3E3、 N3E6地 区において検出し、

第 2層 下面で確認した。

重複 :第 8号濤 (現代濤)に切 られる。

形態 と構造 :東西に 3mの細長い濤で、

横断面形は底面が平坦な逆台形であり深

さは10Cm程である。底面傾斜は南へ向い

ている。幅は上面で15～ 30cm、 底面で10

～20cmである。かなり削平されている。

堆積土 :埋土は 1層 で、褐色土の遺物を

若千含む層である。

関連遺構 と性格 :第 8号濤 (現代濤)に

切 られているが他の遺構 とは接していな

い。第 1号住居跡に関連するかはっきり

しない。

表35 第 9号溝出上土器集成

図37 第 9号溝断面図

1 75YR% 偶色ンルト

2 75YR% 暗偶色ンルト

3 75YR% 明編色砂

図38 第 10号溝断面図

引      ト
K

゛

理 3層 の切 褐 色砂 をブ ロ ンタ状 に 含む。

枯性  しま つとも理 2層 と同 じ。
埋 2層 の暗福 色土 をブ ロ /ク 状 に含 む 。

韻
須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

罫

　

類

口縁音Б 0 2 2 3

休  部 0 2 2

底  部 0 2 2 0 0 0

甕

　

類

口縁苦Ь 0 0 0 0 2 2

体  吉L 0 0 0

底  部 0 0 0 1 1

計 0 6 0

表34 第 8号溝出土土器集成

励ゞ
須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

邦

　

類

口縁吉Ь 0 3 3 0 1 1

休  菩呂 0 0

底  部 0 0 0 1 1

甕

　

類

口縁音Б 0 2 2 0 5 5

傑  苦ト 0 8 0

底  部 0 2 0 2 2

計 0 0

10Y R%褐 色砂質シルト 粘性有り



第 H号濤

遺構の確認 iC地区東南側、東端は S9E30、 西端は S9E18で検出し、第 1層下面で確認した。

重複 :第18号、19号濤を切 る。

形態 と構造 :弧状で東西に11.8m程の長さである。横断面形は緩やかに立ち上るU字形で、深

さは10cm程 である。幅は上面で40～ 80Cm、 底面で10～ 60Cmでかな り不規則な状態で掘られてい

る。

堆積土 :腐 食土に現代のゴミが混入している。

関連遺構 と性格 :現代の水抜き濤と思われる。

第 12号溝

器 種

器形

須 恵 器 土 師 器

確認面 理 土 計 確認面 埋 土 計

雰

　

類

口縁都 0 0 0 0

体 部 0 1 1 0 0

底 部 0 0 0 0 0 0

甕

　

類

口縁部 0 0 0 0 0 0

体 部 0 0 0 0 0 0

底 部 0 0 0 0 0

計 0 1 0 0 0

遺構の確認 iC地区東南都、東端はS9

E24、 西端は S12E18地 区において検出

し、第 1層 下面で確認した。

重複 :第18号濤、第19号濤、第19号土飯

を切っている。

形態 と構造 :東か ら西南へ湾曲して伸び

る6m程の細長い濤である。横断面形は

緩い立ち上 りをもつU字形である。幅は

表36 第 12号溝出上土器集成
上面で25～ 55Cm、 底面で 5～ 35Cmを 測る。

堆積土 :埋土は暗褐色上であるが腐食土 とゴミが多量に混入している。

関連遺構 と性格 :第 11号濤と同一方向へ展開している。第19号土嫉 と接する付近で終ってお り、

第19号土墳を切っているというよりも上層を通過 しているという表現が適当である。第11号濤

同様に現代の濤である。

第 13号溝

遺構の確認 :C地東側中央部、東端はN9E33、 西端はN9E21地区において検出し、第 2層

において確認 した。

重複 :第 4号、 6号濤を切っている。

形態と構造 :東西約1l mで横断面形は緩やかな弧状で深さは10Cm以 内と浅い。幅は不規則で30

～80Cmである。

堆積土 :黒褐色上で現代のゴミを混入している。

関連遺構 と性格 :東端に現代の第12号土域 とピット49があ り、これに関連する現代の濤。



第 14号溝

遺構の確認 iC地区東側、N15E33、 N12E33地区において検出し、第 1層下面において確認

した。

重複 :第 1号掘立柱建物跡南にあるピット8を切っている。

形態と構造 :南北に細長い 35mの滞である。横断面形は急に立ち上るU字形を呈し深さは約

50cmである。底面はわずかに南へ傾いている。幅は上面で15～ 25cm、 底面で5～ 10cmで ある

堆積土 :埋土は黄褐色シル トで若千の須恵器、土師器片を含む。

関連遺構と性格 :ピ ットは濤の底面で確認しており、特に関連する遺構もなく、他の濤と比較

しても類似するものはなく性格は不明である。

第 16号溝

遺構の確認 :c地区東部より東西に伸び、

西部にいたって東西に伸びる。東端は S

6E30、 南端 S9E9、 北端 N3E9地

区において検出し、表上で くぼみが観察

され、第 1層 において確認 した。

重複 :第 1号、 2号、 3号、18号、19号

濤を切る。

形態 と構造 :東西21m、 南北15mの T字

形をしている。横断面は緩やかな弧状を

なし、深さは10cm以 内である。幅は最大で 2.3m、 最小40cmである。底面傾斜方向は東から西

へ、更に南を向いている。

堆積土 :暗褐色の腐食上で現代のゴミが混入している。表土から観察でき水を含み泥状になっ

ている。

関連遺構 と性格 :最近 まで使用されていた現代の濤である。

第 17号溝

遺構の確認 iC地区の南部、東端はN12E9、 西端はN15E3地区にな り、第 1号住居跡 と第

2号住居跡の間において検出し、第 2層 で確認した。

重複 :第 7号濤を切 っている。

形態と構造 :第 1号住居跡側に弓状にまわ り、第 3号土嫉に接 しA地区に落ち込んでいる。横

断面は底面が平坦な逆台形をなし、第 3号土城付近が最 も深 く50cm程である。幅は上面で60～

器 種

器形

須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

邦

　

類

口縁部 0 0 0 0

休 部 0 3 0 6 6

底  部 0 1 1 0 0 0

甕

　

類

口縁部 0 0 0 0

休 部 0 0 5

底 部 0 0 0

計 0 4 4 0 11

表37 第 16号溝出土上器集成



65Cm、 底面では10～ 65Cmで ある。底面傾

斜方向は、中ほどから東が第 3号土壊に

向って傾 き、西側半分が A地区に落ち込

んでいる。

堆積土 :埋土は 3層か らな り、第 1層 は

暗褐色砂質シル ト、第 2層 がにぶい黄褐

色砂質シル ト、第 3層 が責褐色砂質シル

トで若千粘土が混っている。各層 とも多

量の遺物が混入してお り、特に土師器は

多く、第 1層 では 100点 をこえ、総数で

は 400点 を越えた。

関連遺構 と性格 :第 9号濤 と同様第 3号

土嫉に水を集めるように作 られてお り、

一定以上貯水されると西側斜面に排出さ

れるようになっている。集水 と排水を兼

ねた濤である。

第 18号溝

遺構の確認 :C地区東南部、北端がN9

E18、 南端が S12E2地区において検出

され、第 2層 において確認した。

図39 第 17号溝断面図

重複 :第 11、 12、 16号の現代濤に切 られ、さらに第 3号掘立柱建物跡の周濤である第 5号濤、

柱穴であるピット5に切 られている。また第 6、 2、 22号濤を切っている。

形態 と構造 :第 4号掘立柱建物跡の周濤である第21号濤の東をカギ状に囲こみ、屈曲して南ヘ

伸びる全長27.5m程 の濤である。底面は平坦で壁が急に立ち上 り、横断面形は逆台形である。

図40 第 18、 19号溝断面図(|)

引

によ い 黄褐 色 ンル ト 枯牲 少 しあ り しま りぐあい指 あ とつ く 細 か く少 しは い って い る。

偶 色 ンル ト     Ih u:な し、 しま つ ぐあい少 し しよ ぅて い る。 炭化 物 あ つ。

1 10YR/ 暗褐色砂質ンルト しまりはあまりよくない,

石英粒の大きいのが入っている。
2a10Y畷  によい黄褐色砂質シルト 1よ りしまりがある。

2b 10YEK 黄褐色必と同じ砂質ンルト しまりもほぼ同じ。

格性がある。
3 10Y% にお,い砂質ンル ト 12a b に比べるとしまりが悪い。

粘性がある (少 し粘上が入っている)

器種

器 形

須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

罫

　

類

口縁部 0 5 5

体 部 1 0

底  音Б 7 7 0 5 5

甕

　

類

口縁音h 0 0

休 都 1 8 0 269

底  部 0 4 0

計 0

表38 第 17号溝出土土器集成

％
％
％
％
％
％
％



漢
須 恵 器 上 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

邦

　

類

口縁音Б 8

体 部 2 4

底  部 5 1

甕

　

類

口縁都 3 4 7 9

休 部 6

底 部 1 3 4 0 3 3

計 132

表39 第 18号溝出上土器集成

5層 が同一で 3層 に大別できる。遺物は第 1層 に多く

越えた。

関連遺構と性格 :第17号濤に切 られているが、方向、屈曲の仕方が同一であり、第18号滞を掘

りなおしたものであろう。カギ状に屈曲しながらも南北に長 く、濤の南側の遺構群の区画と水

抜きを兼ねたものであろう。

第 19号溝

図41 第 18、 19号溝断面図(2) 遺構の確認 iC地区東部、第18号濤 と重

複するように存在する。北端はN9E27、

南端は S3E21地 区にあり、第 2層 にお

いて確認した。

重複 :第 6号濤と第18号濤の一部を切 る。

形態 と構造 :第 6号濤を切 る地点から始

まり、第18号濤と平行 してヨ字形に湾曲

する南北17mの 細い濤である。横断面形

は底面が平坦な逆台形で深さ15Cm程 であ

る。幅は上面で30～ 50cm、 底面で10～ 20

Cmを 測る。南北の底面傾斜方向は南、東

西は西を向いている。

堆積土 :埋土は水平に 2層堆積 している。

第 1層 は黒褐色シル ト、第 2層 は暗褐色

シル トで夕量の遺物 を含む。土師器は、

100点 を越え、須恵器 も50点 を越えた。第

深さは約40cm、 幅は上面で40～ 50Cm、 底

面で10cm程である。底面傾斜方向は南で

ある。

堆積土 :埋土は 5層 に区分できる。第 1

層は黒褐色シル ト、第 2層 はにぶい黄褐

色シル ト、第 3層 も黒褐色土が混入する

にない黄褐色シル ト、第4層は褐色シル

ト、第 5層 はにぶい責褐色シル トである。

基本的には第 2層 と第 3層 、第4層 と第

、土師器は 200点、須恵器片も100点 を

H彰 盪 オ 欝畿蒙 据手専級

隅骸 妻福色3生 1毒を尋▼言をま裸埠祢益
10Y R% 暗褐色ンルト 荘延手t螢今をもやや強い。

H彰オ奪隻盈援1活漑〕り。
構箋シ々|どま言を注liま 罷せ1能文物な嗅



1層 が特に多い

関連遺構 と性格

たものであり、

ある。

:第18号濤を掘 りなおし

同様の性格をもつ もので

第20号濤

遺構の確認 :C地区東部、第 4号掘立柱

建物跡内、N6E24、 N3E24、 N3E

21地区において検出し、第 2層 で確認し

た。

形態と構造 :南北に 2.8m程の細 く短か

い濤である。横断面形は底面が平坦で壁

が急に立ち上る逆台形をなし、深さ10m

程である。幅は上面で25～ 40Cm、 下面は

10～ 20cmで ある。底面傾斜方向は南へ向

いている。

堆積土 :埋土は暗褐色シル ト1層 で炭化

物 と数′くの遺物を含む。

関連遺構 と性格 :切 り合 う遺構はないが

第 4号掘立柱建物跡の一部をなすものと

考えられる。

第21号溝

遺構の確認 :C地区東部、第19号濤の西

側にある。北端はN3E24、 南端はS3

E21地区において検出し、第 2層 におい

て確認した。

重複 :第 5号、18号、22号濤に切 られて

いる。

形態 と構造 :西に屈曲したコ字形を呈す

る。横断面形は底面が平坦で壁が急に立

ち上る逆台形をなし、深さは約10Cmで ぁ

図42 第20号溝断面図

10Y R豚  暗鵜色シル ト粘性はやや強 く、しまりなし。炭

化物、土師器混入。

図43 第21号溝断面図

5YR% 暗赤褐色シルト
粘性 laく 、しまりややある。
黒色土をブロ ノク状に混入。

10Y R% 褐色砂質シルト
In性  しまりとも理 1層 と
同 じ。
暗褐色砂質ンル トを含む。

3 10YR厖  によい黄福色 ンルⅢ
粘性  しまりとも埋 1層 と

同 じ。
① ユOY良 % 黒擦色砂質ンルト

Ib性  しまりとも埋 1層 と
同じ。

器 種

器 形

須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

雰

　

類

口縁部 0 0

体  音ト 0 1

底  都 0 4 0 7 7

甕

　

類

口縁部 0 6 0 6 6

休  音Б 0 8

底  部 0 5 1 3 4

底計 0 5

表40 第 19号溝出土土器集成

器種

器 形

須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

罫

　

類

口縁部 0 1 l 0 1 1

体  吉ト 0 1 1 0 0

底 部 0 0 0 0

甕

　

類

口縁部 0 0 0 0

クト音卜著L 0 0 0 2

底  部 0 0 0

計 2 0 3

表41 第20号溝出土土器集成



器種

器 形

須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

不

　

類

口縁吉Ь 0 4 0 1 1

体  吉Б 0 6 0 1 1

底 部 0 3 3 0 3

甕

　

類

口縁部 0 0 0 5 5

体 部 0 2 2 0

底 部 0 0 4

計 0

表42 第21号溝出土土器集成

る。幅は上面で 20～ 50cm、 底面で 10～

20cmでぁる。

堆積土 :埋土は 3層 で、第 1層 は暗赤褐

色シル ト、第 2層 は褐色砂質シル ト、第

3層 はにない黄褐色シル トであり各層共

土師器、須恵器片を含む。 ところによっ

ては第 1層 が見られない所 もある。

関連遺構 と性格 :南か ら東へ流れ南へ向

きを変える点で第22号濤 と交わり、第 3

号掘立柱建物跡の東端で第18号濤と接す

る。東側では第18号濤と平行 してお り、なんらかの関連が考えられる。性格は第 4号掘立柱建

物跡の排水濤と考えられる。

第22号溝

遺構の確認 iC地区東部中央、N9E18、

N9E21、 N6E21、 N6E24地 区にお

いて検出し、第 2層 で確認 した。

重複 :第 5号、18号滞に切 られ、第21号

濤を切 る。

形態 と構造 :東西に細長い 8m程の濤で

ある。

堆積土 :埋土は 2層か らなり、第 1層 、

第 2層 ともにぶい黄褐色シル トである。

100点 を越える土師器 と若子の須恵器片

を含む。

関連遺構 と性格 :第21号濤を切 り第18号

濤に切 られているが、第21号濤との関係

は深 く掘 りなおした状態で切 り、第18号

図44 第21、 22号溝断面図

溝にはその拡張によって切 られている。底面傾斜方向も同一であり、順序 としては21号→22号

→18号濤となるが、掘 り下げ、そして拡張したものであり、機能的には同時に働いたもので、

共に排水滞である。第 5号濤が作られた段階で機能を停止したものである。

1 10Y畷 黄褐色ンル ト     粘と しまりとも弱い (18潜 )

炭、上師器混入
2 iOV磁 におfい黄縄色ンル ト 粘性は弱 く、しまりややあ り (18溝 )

洸入物なし
3 10Y眩 福色ンル ト      粘性  しまりとも埋 lRよ り弱い (21藩 )

4 ЮY磁 によい黄褐色シル ト 猛佐島ギⅢ しま りや金 γ昇功亀 )

炭、化物 多少混入

18藩 10Y▽ 責禍色ンル ト

1 10Y咳によい黄褐色シルト
2 ユOY尉イによい黄福色ンルト
3 10YF%褐 色ンルト

薦
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器種

器 形

須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

邦

　

類

口縁部 0 7 7 7 7

体 部 0 5 5 0

底 部 0 3 3 0 3 3

甕

　

類

口縁部 0 ユ 1 0

体 部 0 3 3 0

底  都 0 0 0 0 2 2

計 0 0 162

表43 第22号濤出土上器集成

bは 南北に伸びる。横断面形は共に緩や

かな立ち上 りをもつU宇形で、深さは10

Cm程、幅は15～ 35Cmである。全体的にブ

ル ドーザーの削平をうけ残 りは悪い。

堆積土 :埋土は土師器をわずかに含む黄

褐色シル ト1層 である。

関連遺構 と性格 iaは 第 3号掘立柱建物

跡を切 り、第 5号掘立柱建物跡を囲んで

いる周濤である。 bは第14号土嫉に接 し

ているが、 aと 接合するものか第 5号掘

立柱建物跡に関連するものか不明である。

観察のため観察が十分でない。

第24号溝

遺構の確認 iC地区西南部、東端はN3

E6、 S3E6、 S3E3、 N3E3、

N6E3の 各区において検出し、第 2層

下面で確認した。

重複 :第 8号土嫉によって切 られたまた

第 1号住唇跡の第 2号周濤に切 られてい

る。一部削平のため切 られている。

形態 と構造 :第 8号掘立柱建物跡の北側

を除 く3方 をコ字型に囲む。横断面形は

第23号溝 (a、 b)

遺構の確認 :C地区東部中央、aは N3

E18、 N3E21地区、 bは N3E21、 N

3E18、 S3E18地区において検出し、

第 2層 で確認した。

重複 iaは 第 5号濤と第 3号掘立柱建物

跡の南西コーナー ピットを切 る。 bは 第

14号土嫉に接する。

形態と構造 :aは L字形の平面をもつ。

図45 第24号溝断面図(1)

10Y R% にぶい黄鵜色砂質シルト、粘性、しまりとも弱い酸化鉄を含

む。

Ⅷ
須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

邦

　

類

口縁部 0 0 0 0

休 部 0 0 3

底 部 0 0 0 0

甕

　

類

口縁部 0 0 0 0

体 部 0 0 0 1 l

底  部 0 0 2

計 0 0 0 6 6

表44 第23号溝出上上器集成

隠
須 恵 器 土 師 器

確認面 埋 土 計 確認面 埋 土 計

罫

　

類

口縁部 0 0 0 0

休 部 0 0 0

底 都 0 0 0 0

甕

　

類

口縁部 0 0 0 1 l

体  著凸 0 0 2

底 部 0 0 0 0 0

計 0 0 0

表45 第24号溝出土土器集成



ЮYR%褐色シルト

柱建物跡の周濤である。

字形に作 られたもので、

図46 第24号溝断面図(2) 緩やかなU字形をなし、深 さ 5 Cmで底面

は平坦である。幅は上面で30～ 50C血 であ

る。

堆積土 :埋土は 1層 でやや粘性のある褐

色シル トである。遺物 もほ とんど見 られ
粘性・ しまりな し、混入物なし。

ない。

関連遺構 と性格 :第24号濤は第 8号掘立

しか し方形に回ったものではな く、当初 より北側を除 く3方だけをコ

第 8号土墳に接する部分はその地点より伸びていない。

(5)ビ ッ ト群

ピット群はC地区東端中央、N12E36、 N12E33、 N9E36、 N9E33、 N6E36、 N6E

33、 N6E30、 N6E21地区と、西著焉南西、S9E3、 S9W3、 S6E3、 S6W3地 区に

おいて検出した。確認面は共に地山であった。

前者の堆積土は責褐色砂質シル トで、掘 り方が見られるものもあったが組み合 わせが不明で

建物の構造は明らかにできなかった。

後者の堆積土は黄褐色砂質シル トないし褐色砂質シル トで、大部分のものは掘 り方が見られ

なかった。少数遺物を含むピットもあったがその性格は不明である。

4.D地 区の概 要

D地区はA、 B、 C区と異なり遺構が確認されなかった。その理由としては、天地がえし等

の耕作もさることながら、それ以前にこの地が削平されたためと思われる。それはA地区の沢

の西斜面に削平を受けた窯跡 1基 (第 1号窯跡)が確認されたことによる。それを見れば、そ

の部分とD地区は与兵衛沼からの用水路で切 られているがかつては一体 となってお り、A地区

西側を含むD地区は小丘陵端部であったと思われるからである。



Ⅵ.出 土遺 物 につ いて

今回の調査で出土した遺物は、瓦類、土器類、鉄製品、土製品、木製品、石製品等がある。

そのうち瓦類が最も多く全体の 7割 を占めている。遺物の総量は平箱で 200箱にも達した。出

上した全量に対して資料化を試みたが、あまりの多量のため詳部にいたるまでの十分な観察を

行なうことが出来なかったので資料化した遺物は遺構房Uに できうる限り、掲載することとして、

図表として後述した。

そこで、ここにおいては、出上した主要な遺物を器種ごとに略述し、本遺跡における遺物の

概略を検討して見たい。

1.瓦 類

瓦はA地区、B地区の窯跡、灰原よりの出上が多く、C地区では住居跡、濤、土坂等におい

て、若千見られるが量的には少ない。種別は、軒九瓦、軒平瓦、鬼瓦、道具瓦類かあり、その他

に刻印文字瓦、ヘラ書文字瓦、簿が見られた。

(1)軒 丸 瓦

!)重弁蓮華文軒丸瓦

直径26セ ンチの8葉の重弁蓮華文で、直径 4.4セ ンチの中房上に1+4の蓮子があり、中央

の蓮子は円形であるが周囲の4個の蓮子は視棒形に近い。蓮子の延長は、間弁に一致する。胎

土に若千の小石粒を含む焼成は緻密で灰 白色を呈する。

出上状況 :主 としてB地区の灰原、AB地区の窯跡より出土しているが、C地区にも若千見

られる。枡江窯跡の主要軒丸瓦である。

2)細弁連華文軒丸瓦

外区珠文と細弁が観察できるが、出上した 2点共、小片の為、蓮子の配置、弁数、珠文類は

不明である。推定直径は19セ ンチ前後である。

出土状況 iC地区において4点出上しただけである。 2点は第 2住居跡付近より出土してい

るが、他の 2′ミは遺構外の第 1層 より出上している。



(2)軒 平 瓦

単 Elk文軒平瓦

真直に 1本の弧線がヘラ書きされ、顎には縦方向に縄叩目が施 こされている。

出土状況 :本遺跡より出土した唯―の軒平瓦で、B地区灰原より出上 している。

(3) 鬼   板

重弁蓮華文鬼板の中房破片と考えられる。直径 5。 7 cm、 厚 さ 3.3 Cmの 破片で裏側は指ナデ状

の痕跡が見 られる。中房上の蓮子の配置は 1+4で あ り、その形態は中央の 1個が円形で周囲

の 4個は視棒形である。前記の軒丸瓦 と共通す る意匠である。

出土状況 :A地区において 1点だけ出上 した。

(4)道 具 瓦

1)隅瓦

焼成前に平瓦の隅を切 りおとしたものである。凹面はほとんどす り消すか、わずかに布 目が

表46 文様瓦、文字瓦等出土表

種 別

遺 構

軒 九 瓦 軒平瓦 鬼 板 文 字 瓦 そ の  他

重弁蓬華文 細弁蓮華文 単 51K文 重弁蓮華文 亥J Fロ ヘラ書 隅  瓦 戻斗瓦 埓

A

l号窯跡 1
1

(鳴比 )

11 l

嫉
外吐

構
第
遺

2

7
1 1 5 1

2号窯跡 利
ω

物
ω

3号窯跡 3
丸
③

4号窯跡 1 利
ω

物
ω

5号窯跡

灰   原 5
脚
ｍ
　
利
②

占
③
　
矢
ω

物
①
　
丸
ω

3

そ の 他 1

C

1号住居 2

2号住居 3

第 3土城 1

そ の 他 2

計 5 1 1 l 2

注 :小破片も1点 と数えたため、かならずしも表の数字は個体数を表わしているものではない。



見られる。糸切痕が見 られるものもある。凸面は一部す り消されているか縄 目叩きが見られる。

少数であるが凸面に布 目痕の見られるものもある。

出土状況 :第 1号窯跡よりの出上が多く、他にA地区遺構外、B地区灰原よりも出土してい

る。

2)焚斗瓦

幅は上弦13.5cm、 下弦14.5Cm、 厚さ 2.5 Cmの 幅の狭い瓦で奥斗瓦と思われる。凹面は布 目が

見られ、凸面には横方行の縄 目叩きが見 られる。

出上状況 :第 1号窯跡より1点だけ出上した。

(5)文  字 瓦    ィ

1)ヘラ書文字瓦

平瓦の凸面にヘラ書 きで「鳴比」 と二字が書かれている。前の文字は「鳴」であるが、後の□

文字は「比」 とも「治」 とも見えるが不明である。凸面は全面にす り消 しされているが、縦方

向の縄 目叩きが確認できる。凹面はす り消されて布 日は見 られない。

出土状況 :第 1号窯跡より1点だけ出土 した。

2)刻印文字瓦

3 cm程の方形の枠内に文字―字を表わしたもので、スタンプの手法によって刻印されている。

刻印には「九」、「物」、「伊」、「占」、「矢」、「田」の 6種類があり、判読不明の物もある。九瓦

に刻印されていたのは「田」、「伊」、「占」、平瓦に刻印されていたのは「物」、「矢」、「丸」であ

る。最 も多いのが「物」で 5′点、次が「丸」の 4′点、「占」の 3点、「伊」、「矢」、「田」各 1点

不明 4点である。

出上状況 :第 2号窯跡から「物」 1点、不明 1点、第 3号窯跡から「九」が 3点、第 4号窯

跡か ら「物」が 1点、不明 1点、灰原からの出土は最 も多く、「物」が 3点、「占」が 3点、

「伊」、「田と、「丸」、「矢」が各 1点、不明 2点 出土 している。第 1号窯跡と未使用の第

5号窯跡を除 く各窯跡 と灰原より出上している。第 2号、 3号、 4号窯跡で焼成された可能性

がある。

(6)平   瓦

本遺跡における出土量は数万点を越える量が出上 し、全ての瓦について観察することができ

なかったので製作技法に基づいた詳細な分類は後 日に機 し、ここにおいては主として完形品を



基にした若千の分類 と特色を述べ、本遺跡出土平瓦の概略をあげて見たい。

現在までの観察では粘土板の合せ 目や明確な枠板痕は見 られず、ほとんどが一枚作 り技法に

よったもの と考えられるので、主 として凹面と凸面の観察によって分類 した。

|)I類

凹面 :全体的にヘラ削 りあるいはナデによってす り消されている。一部す り消しが不十分な

部分に布 目や粘土塊より粘土板を切 り取った糸切痕が観察できる。

凸面 :組 目叩きが縦方向あるいは斜め方向に見られる。一部がす り消されているものや、凹

面同様糸切痕が観察できるものもある。

出土状況 :刻 印文字瓦がこの類にあたる。主 として窯跡ならびに灰原よりの出土量が多い。

法量 :上弦幅は広端で23Cm、 狭端で21cm、 下弦幅は広端で24.5Cm、 狭端で22.2Cm、 厚さ 2 Cm、

長 さ33Cm程で、焼成はややあまく、色調は灰 白色で胎土に砂粒を少々含む。

2)2類

凹面 :精布の布 目が見られる。明確な糸切痕 を残 しているものが多い。す り消しは行なわれ

ていない。

凸面 :組 目叩きが維方向に施されている。 2次調整は行なわれていない。

出土状況 iC地区第 1住居跡施設瓦として使用されているのが 目立つ。

法量 :上弦幅は広端で25Cm、 狭端で20Cm、 下弦幅は広端で27Cm、 狭端で21cm、 弧深 2 Cm、 厚

さ 2.3 Cm、 長さ38Cm程である。焼成は良好で色調は灰 白色ないし灰色で胎上に砂粒を少々含む。

3)3類

凹面 :す り消されているが、わずかに布 目が見られる。

凸面 :組 目叩きが縦方向に見られる。 2次調整は行なわれていない。

出土状況 :灰原に多く見られる。完形品は見 られない。

法量 :不明。焼成は良好で堅い。色調は灰色で小色、砂粒 を含む。

4)4類

凹面 :全面にす り消 しを受けている。わずかに布 目が見 られるものもある。

凸面 :全面にす り消 しが行なわれ、叩き目が見えない。糸切痕が見られるものもある。

出土状況 :B地区の窯跡、灰原に見られる。

法量 :不明。焼成は良好で堅い。色調は灰色で胎土に砂粒 を含む。

5)5類

凹面 :精布の布 目が見られる。

凸面 :太い縄 目叩痕 を 2次調整として板状のもので叩き凹凸をつぶしている。



出上状況 :灰原に多いがほとんどが破片である。焼成は良 く堅い。色調は灰色で胎土に砂粒

を含む。

以上 5類に大男Uし たが、さらに細分できよう。また特異なものとしては凸面にも布目痕がわ

ずかに見られるもの、凸面に叩き板の側面で叩いた痕が見られるものがある。さらにかなり多

数のものの凸面にも糸切痕が見られた。

(7)丸   瓦

出上した丸瓦は全て玉縁付の有段丸瓦で、粘土紐巻作 りによる。玉縁部は回転を利用して、

削り、ナデ調整を行なっている。筒部は縄目叩きで全体を叩き締め、ナデで成形している。回

転を利用した痕跡が明確に残るものもある。

出土状況 :B地区の窯跡、灰原で多量に出上した。C地区でも多数出上しているが、住居跡

の内部で施設瓦として使用されていたのが目立った。

法量 :B地区出土九瓦は全長35.5～ 30Cmである。玉縁長は全長の1/6程で6.5～ 6 Cmで ある。

第 2住居跡出土丸瓦は全長41,7Cm～ 38.2Cm、 玉縁長11.5～ 1lCmで、玉縁長が全長の1/3程を占め

る。前者に比べてやや大きい。

(8)導

小破片のため全様を知ることはできないが布目痕が観察できるものもあり、レンガ状の形態

になるものであるが一定の規格は把握できなかった。焼成は悪 く、色調は黒色で胎土には多く

含む。

出土状況 IB地区灰原、C地区第 3号土坂等から数点出上している。

2.土器類

(1)須 恵 器

I )士下

全て平底であり、底部の切 り離し並びに再調整によって分類できる。



第 1類 :ロ クロを回転させた状態で糸切 り技法によってロクロより切 り離し、再調整を全 く

行なわない。

第 2類 :1類 と同様回転糸切 り技法によってロクロか ら切 り離しを行なったのちく底部の中

央音卜を残 してヘラ削 り再調整を行なっている。

第 3類 :ロ クロを静止した状態で糸切 り技法で切 り離し、再調整を行なわないものである。

破片の場合は第 1類 と判別 しに くいものもある。 1類 としたものの中に混入している可能 隆も

ある。

第 4類 :回転ヘ ラ切 りによってロクロから切 り離し、再調整を行なわないものである。

第 5類 :回転ヘラ切 りによってロクロから切 り離 し、回転ヘ ラ削 りを行なっている。

第 6類 :回転ヘ ラ切 りによってロクロより切 り離 し、手持ちヘラ削によっ再調整を行なう。

第 7類 :切 り離 し技法は不明で、底部全体に手持ちヘラ削を行なっている。

第 8類 :第 7類同様切 り離し技法は不明で、底部 を回転ヘラ削 りしているものである。

出土状況 :lThは 出上した土器類の中でも最 も多量に出上したもので、A、 B、 C地区の全域

より出土 している。第 1類は各遺構か ら出上し、量的にも最 も多い。特にB地区焼土遺構にお

いて一括して出土 している。第 2類は第 1類 と共伴する出土状態が多く、B地区焼土遺構にお

いては明確に共伴 している。第 3類は各地区より出上 しているが量的には少ない。第 4類は各

遺構 より出上しているが第 1類よりは多くない。第 5、 第 6類は切 り離し技法を確認できたも

のは少なかった。第 7、 8類は各地区で検出された。 B地区の灰原、焼土遺構ではほとんどの

類が一括して出上 した。

2)蓋

全体の形のわかるものはない。つまみは退化 した宝珠形をしたものだけであった。天丼部は

ロクロ回転のヘラ削 りをし、口縁部は短 く下方に反 り、断面三角形に近いものが大部分であっ

た。

出土状況 iC地区で比較的多く見られたが、いずれも小破片であり全体の器形は判然としな

い。

3)台付ユ不

体部下端に稜 をもって内湾しつつ広がるもので、休部はロクロによって整形され高台が付 く。

ロクロか らの切 り離 しは不明である。

出土状況 :B地区灰原より完形に近いものが出上しているが、あまり多くない。

4)長顎壺

口縁部か ら頸部の破片が大部分で、器形の判然としたものはない。口縁部が断面三角形状に

外側に折 り返 しされているものが分い。甕の底部 としたものに混入している可能性がある。



出土状況 :出土量はきわめて少ない。A地区、C地区でわずかに見られた。

5)甕

全てが破片であり、器形の判然としたものはない。国縁部は外側に断面三角形状に折 り返す

のと、大きく外反 し口縁端に稜 をもつ ものが多い。体都外面は平行叩きによって整形され、内

面はナデ調整を受けている。底部は平底で、ほとんどがヘ ラ削 りを受けているが、少数回転糸

切 り痕を観察できるものもある。

出土状況 :A、 B、 C地区共、割合いに多量に出土 しているが、個体数 としては比較できな

かった。

6)硯

いわゆる風字硯 と呼ばれるものと高台の付 く円面硯の 2種類がある。さらに風字硯は頂部が

まる味をもつ ものと方形になるものがある。円面硯は小片のため分類できなかった。

出土状況 iC地区に多く大部分が遺構に伴なわず、確認より上層で出土した。

7)そ の他

(1)破片のため形態は不明であるが、叩きとヘラ削 りで整形された、大型の風字硯状 を呈す

るものである。焼成は割合いに硬いが、色調はにぶい橙色で、胎上に若千の砂粒 を含む。

(動 底部 を焼成前に穿孔し、ヘラ削 りで整形した大型甕の底部状のものであ り、焼成は割合

いに硬 く、色調は橙色で胎土は緻密である。

出土状況 :共に第 1号住居跡の床面より出上 している。炉や鉄滓 と関連するものだろうか。

(2) 上 師 器

出土量は多く、A、 B、 C各地区より出上している。特にC地区では調査地域全域より出土

している。しかしその大部分が細片であり、形態のわかるものも磨減が著しいものが多い。

|)土不

土師器の

れなかった

第 1類

第 2類

第 3類

第 4類

内では最も出土量の多いものである。ほとんどが平底であり、九底は1点 しか見ら

。底部のロクロから切り離し、調整技法によって分類すると4類に分類できる。

回転糸切りによってロクロから切り離し、再調整を行なわないもの。

回転糸切 りによってロクロから切り離し、底部周縁だけをヘラ削りするもの。

ロクロから切り離しは不明であるが手持ちヘラ削りによって再調整を行なう。

ロクロからの切り離しは不明であるがヘラ削りによって再調整し丸底にしているも

フう 。
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1類～ 3類 までは平底で内面を黒色処理 したものもある。口縁部、体部のあり方により更に

細分化が可能である。第 4類は磨減が著しく、ロクロの使用については問題がある。

出土状況 :第 1類は各地区に見られたが、特にC地区に多 く、第 1号住居跡、第 2号住居跡

でも検出できた。第 2類はB地区、 C地区で見られた。 B地区焼土遺構にも若千混入している。

第 3類は各地区に見られるが、特にC地区土嫉で出上 している。第 4類はB地区灰原で 1点だ

けの出土である。

2)磐

完形は少な く形態は判然としない。大型器形は口縁部は外反し、口縁端が立ち上るものが多

い。体部は削 り調整されている。底部はヘラ削 り調整を受けているものが大部分である。形態

は長胴の甕 と考えられる。

小型器形は口径が 8 cm、 器高が 5,5 Cm程 の
´
もので、口縁部は外反している。体部は再酸化を

受けているものが多く不明であるが、おそらくナデ調整であろう。底部 も磨減が著しく判然と

しないものが多いが、回転糸切 り無調整のものがある。

出土状況 :大型器形、小型器形共にC地区に多く、濤、土城中か ら多量に出上 した。

3)贈

晴 の取手 と思われるものが見られた。コ字形をした取手でヘラ削 りによって器形を整えてい

る。

出土状況 :C地区第 2号住居跡から1点だけ出土した。

4)異形土製品

(1)小形手捏ね土器

器形は皿形、甕形、主形などの種類がある。成形技法は体部外面がヘ ラ削 りされ、内面は指

でおさえながら器形を整えている。

(2)土鈴

楕円形の体部に把手が付いた形態をしてお り、体部は中空である。把手の部分に糸を通す穴

が見 られ、体部に 1つの穴が観察できた。破片のため確かではないが、休部の穴は複数あった

ものであろう。

0 土製斧

台形をし、一方を厚 くし他方を薄 くして刃の形を作 り斧形にしている。胎土は荒 く、焼成も

良 くないが、割合いに硬い。色調はにぶい橙色で部分的に赤褐色、黒色 となっている。

に)土玉

円形の上玉で糸を通す穴があいている。胎上に砂を含み、色調は橙色であり割合いに堅い。

全体 をみがいている。



(0 その他

前記以外にもコ字形を呈するものや分銅形を呈するものなどがあり、形態、性格共不明な

ものである。

出土状況 :全てC地区から出土しており、濤、土嫉をはじめ、C地区の各遺構より出土して

いる。特に第 1号住居跡より(1)、 (3)、

“

)、 第 2号住居跡からは(1)、 に)が出土し、層位的にも住

居跡に伴うことは確実であるが、特にまとまった出かたはしていない。

(3)灰 和 陶 器

高台の付 く浅いナ示形を呈し、口縁は軽く内湾し、内側に沈線をもつ口唇部に至る。外面、内

面共にミガキないしはナデによって丁寧に調整されている。胎上は緻密で、色調は灰白色を呈

し焼成は堅い。推定口径 4.4 Cm、 器高 2.5 Cm程 の小砂片である。灰釉陶器の可能性がある。

出土状況 iC地区第 2号住居跡より1点だけ出上している。

3.鉄 製 品

鉄製品は保存状態が悪 く形態が完全に判明したものはない。種類の判別できたものとしては、

鉄鏃、刀子、カマ (?)な どがある。

出土状況 :全てC地区の第 1、 第 2号住居跡より出土している。

4.木製品

(1)漆   器

高台が付 く椀が数点見られた。いずれも小片で形・態は不明であるが内外共黒色を呈してい

る。

(2)割 り 材

製品として作ったものかは不明であるが、木材を縦方行に割って板状にしたものが多数出土



した」

出土状況 :漆器、割 り材共にB地区の灰原の沢跡から出上している。

5。 石製品

(I)磨 り 石

大型精円形の磨り石で中央部に擦痕が観察できる。C地区第2号住居跡に捉えてあつたもの

である。このほかに河`形のものが数点見られた。

(2)砥   石

砂岩質の自然石を使用したもので長方形に近い形をしており、かなり使いこまれ両面が山型

に磨 りへっている。C地区第 1号住居跡で出土した。

(3)石  器

C地区において石器が若千見られた。器種 としては石斧、石鏃、縦形石匙などがある。

6。 その他

(1)鉄   滓

鍛冶のさいに出たと思われる鉄滓で、ほとんど力Ⅵ 塊ヽである。

(2)輔 火 口

数点の破片を発見した。全て高温を受け、自然釉が見られるものもある。

出土状況 ic地区第 1号住居跡において出上した。炉の存在も考え合わせると小鍛冶を行な

っていたと判断できる。



Ⅶ.総 括 と 考 察

1.遺構について

今回の調査において発見できた遺構は、窯跡 5基、焼土遺構 1基、竪穴住居跡 2棟、掘立柱

建物跡 8棟、土坂21基、濤24本、ピット群であった。ここでは遺構のまとめを行ない、個々の

遺構 と遺跡全体の性格 を考えてみたい。

(I)宗 跡について

宗跡の分布 :窯跡は第 1号窯跡がA地区、第 2、 3、 4、 5号窯跡が B地区の 2ヶ 所におい

て発見した。A地区は南東向きの斜面である。発見できたのは 1基だけであったが沢中の出土

遺物よりみて更に数基存在 した可能性があるが、地形の改変が著しく確認できなかった。

B地区は南向き斜面で 4基発見できた。第 2、 3、 4号窯跡においては瓦焼成を行なってい

るが第 5号窯跡は窯を作 りながら火入れの作業は一切行なわれていない。

宗跡の構造 :窯跡は地山を掘 り下げ、スサ入り粘上で天丼を構築 した半地下式無階無段登窯

であった。同様の構造をもつ窯跡は台原・小田原窯跡群中には比較的多く、近接するものとし

ては安養寺下窯跡、安養寺中囲窯跡があげられる。未調査であるが同一の旧河川沿いにある与

兵衛沼窯跡も同様の構造を持つ ものと思われる。

宗跡の単位 :A地区においては窯跡は 1基しか発見できなかったが、 B地区では 4基の同一

構造の窯跡が発見できた。これらの窯跡は同一の斜面に構築され、灰原の観察によると若子の

前後関係はあるが、ほぼ窯跡の分布範囲に対応する同一の灰原を共有 している。

以上のことより発見した 4基の窯跡は一つの単位であった可能性がある。第 5号窯跡は構築

後に湧水等のため使用できず放棄 したものではないだろうか。

(2) 建物跡群について

遺構の分布 iC地区の平場は地形的に見て南側にはわずか しか伸び得ないものであ り、分布

する遺構のほぼ全様を調査できたと言える。

遺構の配置 :中 央部に第 2号住居跡があり、その東側に 7棟の掘立柱建物跡群があり、西側

に第 1号住居跡と第 8号掘立柱建物跡が位置する。
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遺構の重複 :第 1号住居跡は 2時期 1回の増改築があり、そのさい第 8号掘立柱建物跡の

一部を切っている。第 2号住居跡は 3時期 4回の増改築がある。その東側に位置する掘立柱建

物群の中では第 2号掘立柱建物跡は 1回の重複があり、第 3号、第 4号、第 5号掘立柱建物跡

は互いに重複してお り、第 4号 を第 3号が切 り、更に第 3号が第 5号によって切 られている。

この掘立柱建物群の重複は第 2号住居跡の増改築に対応する可能性があるが、どの時期に対応

するかは判然としない。しか し第 1号住居跡、第 2号住居跡は共に拡大するかたちで増改築さ

れてお り、掘立柱建物跡群 も同一基調で増改築が進行 したと考えられる。

(3)遺 構群の性格

本遺跡において発見された遺構群は遺構内出土遺物から考えて一つのまとまりを示す遺構群

であると考えられる。すなわちC地区で発見した遺構群が住居跡 2棟、掘立柱建物跡 8棟 とい

う組み合わせであり、通常の集落 としては不 自然である。つまり掘立柱建物跡群は居住すると

いう性格のものではなく、住居跡に附属し、貯蔵、保管的性格を持つと考えられる。住居跡は

第 1号住居跡が住居内に鍛治の施設をもつなど工房的色合いが強く、各住居内をはじめC地区

全体から多量の瓦を出土し、かつ使用している。

また今回発見した瓦窯跡群に最も近接する唯―の平場に立地する遺跡であることを考えると、

瓦作 りに密接に関連する遺構群 といえる。「瓦屋」ないしは「造瓦所」 と呼ばれる瓦製作を行

なった工房遺跡という性格を考えることができる。

2.出土遺物について

瓦をはじめ各種の遺物が多量に出上 してお り、個々の遺物に対する検討は後 日行なうことと

し、ここでは主 として文様瓦、文字瓦、須恵器について検討し、遺跡の年代的位置付けを行な

ってみたい。

文様瓦 :枡江遺跡において出上 した文様瓦は重弁蓮華文軒丸瓦、細弁蓮華文軒丸瓦、単弧文

軒平瓦であった。この中で重弁蓮華文軒丸瓦と単弧文軒平瓦は窯跡においてセットとなること

が確認されている。

出土した重弁蓮華文軒九瓦に近似するものとしては多賀城跡出上の 250と される重弁蓮華文

がある。これは現在までの例では多賀城跡よりわずかに出土するもので、弁の形や胎上が 210

重弁蓮華文 と極めて類似 してお り、多賀城第H期の瓦文様 と考えられている。 (「 多賀城跡」

108



昭和52年度発掘調査概報 )

細弁蓮華文軒九瓦は、夕賀城跡では 310と 分類され、多賀城第Ⅲ期の瓦文様 とされている。

(「 多賀城跡」昭和45年度発掘調査概報 )

単弧文軒平瓦は夕賀城分類では 640と されるもので多賀城第Ⅱ期の文様である。

文字瓦 :一字刻印の文字瓦は多賀城跡をはじめ、同附届寺院、陸奥国分寺、同尼寺より出土

している。時期的には多賀城第H期 に位置付けられている。

須恵器 :東北地方における須恵器の編年はまだ確立していないが、すヽ形土器の底部技法によ

って一つの試論がなされている。これによると①ロクロからの切 り離しはヘラ切 りで、再調整

としてヘラ削り、まれに静止糸切 りを行なうもの。②ヘラ切 りで再調整を行なわないもの。③

回転糸切 りで再調整をほとんど行なわないもの。と変遷すると考えられ、①は多賀城の第 I期

を中心とし、②は多賀城の第Ⅲ期を中心とし、③は多賀城第Ⅳ期を中心とする位置付けがされ

ている。 (岡 田、桑原「多賀城周辺における古代杯形土器の変遷」1974、 桑原「東北地方の 8、

9世紀を中心とした土器編年」1979)

しかしこれは資料が十分と言い難 く、若千の問題点を含んでいる。多賀城第H期の瓦を生産

した仙台市蟹沢中窯跡では回転手切 り無調整の罫が出土しており、同様に多賀城第Ⅲ期の瓦を

焼成した仙台市安養寺下窯跡においても回転糸切 りの界が出土している。今後再検討の必要を

感じる。

枡江遺跡出上の界については、前記の①、②、③の全ての技法をもつlThが確認でき混在して

いる。

遺物の年代 :瓦より見た上限は、重弁蓮華文軒丸瓦 と単弧文軒平瓦ならびに文字瓦は多賀城

の第H期に相当し奈良明代後半に位置付けることができる。細弁蓮華文軒丸瓦は多賀城第Ⅲ期

に相当し平安時代初期に位置付けることができる。

須恵器は各種の底部技法があり、若子の問題もあるが、奈良時代後半より平安初期を中心 と

するものと考えられる。

3。 ま とめ と問題 点

枡江遺跡は瓦窯跡と瓦作 りを行なった工房 とが一つの単位、すなわち瓦屋 としての性格を持

つものである。しかし平場の遺構群は枡江窯跡が使用されなくなったのちにも、況在与兵衛沼

となっている旧河川の北側沿いに近接する蟹沢中窯跡、与兵衛沼窯跡の工房 としての性格を持

ち続けたものと考えられる。蟹沢中窯跡は重圏文軒九瓦と単弧文軒平瓦をセットする瓦窯跡



であり、与兵衛沼窯跡は細弁蓮華文軒九瓦と偏そ子唐草文軒平瓦をセットとする窯跡である。枡

江窯跡が使用停止したのち、蟹沢中窯跡、次いで与兵衛沼窯跡が造営されたものであり、C地

区平場の建物跡群はそれらの工房 として活動を続けたものであろう。遺物の出土状況もこれを

裏付けている。

このほかに工房的性格をもつ遺跡としては、この台原・小日原窯跡群中では前田遺跡、二の

森遺跡等があり、今後の検討が望まれる。

4. おわ りに

台原・小日原窯跡群の調査もようやく進展し、これまで行なわれていたような瓦ないしは土

器だけを取りあげるやり方より、遺跡の性格並びに各種出土遺物をも含めた総合検討を行なう

時期がきたようである。今後は前記のような見方で今までの調査、研究を見なおし、更に進展

させていきたい。

追記 。この報文を作製中に茨城県勝田市で瓦屋の性格を持つ遺跡が発見されているが、その

詳細については知ることができなかった。

1979年 12月 28日 脱稿
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図版33 C地区出土遺物(7)
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A地 区 出 土 遺 物 観 察 表

版

号

図

番

種  類

遺物番号

遺  構

層
特 徴 備 考

1-1 平 瓦 第 1窯 跡

敷   瓦

凸面 縄 目叩、維方向

凹面 布 目 6× 6、 糸切痕、大部分ス リケシ

焼成堅い、色調赤褐色、胎土砂粒含む、

写真図版 1-1

1-2 平   瓦

ヘラ書文字瓦

Nα628

第 1窯 跡

敷   瓦

凸面 縄 目叩、縦方向、一部ス リケシ

ヨーナー端に「鳴比 (?)Jのヘ ラ書 き

凹面 全面ス リケシ

焼成堅い、色調褐灰色、胎土砂粒含む

写 真 図 版 1-3

1-3 平 瓦

Nα30

第 1窯 跡 凸面 縄 目叩、斜方向

凹面 布 目 7× 6、 大部分ス リケシ

焼成堅い、色詞褐灰色、胎土雲母含む

写真図版 1-2

1-4 道 具 瓦

No l

第 1窯 跡 凸面 縄 目叩、斜方向

凹面 布 目6× 5、 幅が狭 く愛斗瓦か、

焼成堅い、色調明赤灰色、胎土小石含む

写真図版 1-4

1-5 道 具 瓦

Nα21

第 1窯 跡 凸面 縄 目叩斜方向、端 を切 りとってある。

凹面 布 目8× 6、 英斗瓦か

焼成堅い、色調褐灰色、胎土砂粒含む

1-6 平 瓦 第 1窯 跡 凸面 組 目叩斜方向、一部縦方向に布 目痕

凹面 布 目6× 5、 ヘ ラケズ リ痕有 り

焼成堅い、色調褐灰色、胎土砂粒含む

1-7 平 瓦 第 1窯 跡 凸面 縄 目叩斜方向、縄 目の上 に一部布 目痕

凹面 布 ロス リケシ

焼成堅い、色詞にぶい橙色、胎土砂粒含む

1-8 道 具 瓦

No 12

第 1窯 跡 凸面 縄目叩斜方向、端を切 りとってある。

凹面 布目大部分スリケシ

焼成堅い、色調にぶい橙色、胎土砂粒含む

写真図版 2-4

1-9 道 具

No179

瓦 第 1窯 跡 凸面 縄 目叩斜方向、端 を切 りとってある。

凹面 布 目大部分ス リケシ

焼成やや もろい、色調浅黄橙、胎土雲母・小肩含む。

2-1 道 具 瓦

Nα 5

第 1窯 跡 凸面 縄 目叩維方向、一部ス リケシ・ナデ

凹面 布 目6× 5、 一部 ス リケシ、糸切痕

娩成堅い、色調淡赤橙色、胎土砂粒含む。

2-2 平 瓦 第 1窯 跡 凸面 紀 目叩縦方向

凹面 布 目7× 6、 全面ス リケシ、わずかに布 目有 り。

焼成 もろい、色調淡赤橙色、胎土雲母含む。

写真図版 2-5

2-3 平 瓦 第 1窯 跡 凸面 組 目叩紐方向

凹面 布 目6× 7

焼成堅い、色調にぶい橙色、胎土少々砂含む。

2-4 平 瓦

No 2

第 1窯 跡 凸面 紀 目叩斜方向、一部 ス リケシまたはナデ

叩板の側面で叩いた様な痕 あ り。

凹面 布 目6× 5、 一部 ス リケシ、布 目の他に斜線

焼成堅い、色調にぶい橙色、胎土砂粒含む。

2-5 道 具 瓦

Nα150

第 1窯 跡 凸面 縄 目叩斜方向、一部布 目痕 6× 7

凹面 布 目5× 5、 一部 ス リケシ、え斗瓦か

焼成堅い、色調淡橙色、胎土砂粒含む。

2-6 道 具 瓦

No56

第 1窯 跡 凸面 紀 目叩斜方向、端 を切 りとってある。

凹面 全面ス リケシ布 目見えず、英斗瓦か

焼成 もろい、色調灰赤褐色、胎土雲母含む。

179



版

号

図

番

種  類

遺物番号

遺  構

層
徴特 考備

2-7 平 瓦

Nα41

第 1窯 跡 凸面 縄 目叩斜方向

凹面 布 目全面ス リケシ

焼成 もろい、色調にぶい橙色、胎土尋f母含む。

2-8 芭 具 瓦

Nα 34

第 1窯 跡 凸面 紀目叩斜方向、端を切 りとってある。

凹面 布目全面スリケシ

焼成もろい、色調にぶい橙色、胎土雲母含む。

2-9 道 具 瓦

No 3

第 1窯 跡 凸面 紀 目叩方向、端 を切 りとってある。

凹面 布 目6× 5、 糸切痕あ り、戻斗瓦

焼成堅い、色詞明褐灰色、胎土砂粒含む。

写真 図 版 2-1

2-10 道 具 瓦

Nα29

第 1窯 跡 凸面 縄 目叩斜方向、端 を切 りとってある

凹面 布 ロス リケシ、英斗瓦か

焼成堅い、色調にぶい桂色、踏土砂粒含む

2-ll 道 具 瓦

Nα 26

第 1窯 跡 凸面 紀 目叩斜方向、一部布 目痕 あ り。

凹面 布 ロス リケシ

焼成堅い、色調赤褐色、胎土砂粒含む。

写真図版 2-2

2-12 道 具 瓦

No23

第 1窯 跡 凸面 紀 目叩斜方向、端を切 りとってある。

四面 布 ロス リケシ、ヘ ラケズ リ痕 あ り。

焼成堅い、色調淡赤橙色、胎土砂粒含む。

写真図版 2-3

2-13 道 具 瓦

Nt124

第 1窯 跡 凸面 縄 目叩斜方向交叉、端 を切 りとってある。

凹面 布 目6× 6、 ス リケシ、戻斗瓦か

焼成堅い、色調褐灰色、胎土砂粒 多し。

8-1 軒 九 瓦

No682

A― HbH
12 層

重文蓮華文。中房の連子の配置は 1+4。

蓮子は中央が円形、周囲が視棒形。蓮子の延長は蓬弁にほぼ一致I

焼成堅い、色調灰白色、胎土緻密、雲母砂粒含む。

写真図版 5-3

3-2 軒 丸 瓦

No22

A― H2 重弁蓮華文。蓮弁の大きさは、No682と 同様。

焼成堅い、色調灰白色、胎土緻密

3-3 道 具 瓦

Nα676

区

採

地

表

Ａ

沢

重弁蓮華文鬼板か。中房上の蓮子は 1+4で 中央が円形、周囲

が視棒形。

焼成堅い、色調灰白色、胎上砂粒・雲母含む。

写真図版 2-6

3-4 軒 九 瓦

Nl1693

A -  1

表   採

重弁蓮華文。間弁が観察できる。

焼成ややもろい、色調にぶい責橙色、胎土石英小石粒含む。

3-5 硯

風 字 硯

No l

A― Hも 9

5 層

全体ケズリによって調整海は研磨

二脚か。

焼成堅い、色調灰色、胎土緻密

3-6 硯

風 字 硯

A― I18

3 層

全体ケズ リによって調整、海は研磨

焼成堅い、色調暗緑灰、胎土緻密

8-7 須 恵 器

ナ不

Nα 6

A― ■ 8

3 層

日縁外反 しながら内湾、体部 ロクロナデ、底部回転ヘラ切 り、

回転ヘラ調整、火だす きあ り。

焼成堅い、色調褐灰色、胎土砂粒含む。

3-8 須 恵 器

邦

Noll

A一 H8
3 層

日縁外反、体都 ロクロナデ、底部回転ヘ ラ切 り

回転ヘラ調整

焼成堅い、色調灰白色、胎土石英砂粒含む。

4-1 須 恵

ナ不

Nα16

器 A― I18

6層上面

回縁外反、体部 ロクロナデ、底都切 り離 し不明。

手持ヘラケズリ調整、内面外面に黒斑 あ り。

焼成堅い、色調にぶい褐色、胎土砂粒含む。 No 5接合

4-2 須 恵

ナ不

Nα 13

器 A― 18
3 層

日縁外反し、上下に稜をもつおりかえし端部となす。

体部ロクロナデ、休部下端より底部周縁を手持ヘラケズリ、

底部静止糸切 り

焼成堅い、色調橙色、一部黒褐色、胎土砂粒・石英を若干含む。



凶  麒

番 号

種  叙

遺物番号

遺  構

層
徴特 考偏

4-3 須 恵

17N

No314

器 A― H8
3層上面

口縁外反、体部ロクロナデ、底部回転ヘラキリ。

黒はんが、内面、外面に見られる。

焼成堅い。色調灰白色。胎土砂粒石英を多量に含む

4-4 須 恵 器

17N

Nα 8

A― ■ 8

3層上面

口縁外反し立上る。体部ロクロナデ、底部回転ヘラ切 り調整な

し、ややあげ底。

焼成堅い。色調にぶい黄橙。胎土万英砂粒若干含む。
4-5 須 恵

ナ不

Nl1 152

器 A― I b9

6 層

日縁外反。体部ロクロナデ。底部手持ヘラケズリか。

焼成竪い。色調灰色。胎± l mm程 の小石を含む。

4-6 A― ■ 6

1Th

No291

A― ■ 6

3  )冒

口縁朴反。体部ロクロナデち底部不明。火だすき痕あり。

内面・外面とも磨滅。

焼成ややもろい。色調灰白色。胎土小さい砂粒を多量に含む。
4-7 須 恵 器

l不

Nα240

A― I18

3 層

口縁外反。体部ロクロナデち底部不 IIB。 外面に火だすき痕あり

内外に黒はんあり。

焼成堅い。色調淡責色。胎土小石を含むが均質。
4-8 須 恵 器

雰

No 130

A― ■ 8

8 層

口縁外反。休部ロクロナデ。底部不明。

焼成堅い。色調にぶい黄橙。胎土砂粒を多量に含む。

4-9 須 恵 器

lTN

No292

A― ■ 6 日縁外反。体部ロクロナデ。底部不明。

焼成堅い。色調灰色。胎土少量砂粒を含むが均質。

4-lo 須 恵 器

lTN

No239

A― ■ 8

3 層

日縁外反。体部 ロクロナデ。底部不明。

内面・外面に黒はんあ り。

焼成やや もろい。色調灰白色。胎±0.lmmの 小砂 を含む。

4 -11 須 恵 器

士不

No208

A― H8
3 層

口縁外反。休部ロクロナデ。底部不明。

焼成堅い。色調褐灰色。胎± l nm程 の小石粒を含む。

4-12 須 恵 器

邦

Nα75

A― ■ 2

8  '冒

口縁外反。体部長 く、ロクロナデ。底部不明、あるいは高台が

付 くものか。

焼成堅い。色調暗灰色。胎土砂粒わずかに含む。

4-13 須 恵 器

小 形 壺

No234

A― H

3層上面

8 口縁不明。体部ロクロナデ、内部凹凸力Чよげしい。

底部静止糸切調整なし。

焼成堅い。色調灰白色。胎± l mm以下の砂粒含む。
4-14 須 恵 器

長 頸 壺

Nol14

A― H3
表   土

口縁外反し端部で内反し、上下に稜をもつおりかえし状の日縁

をなす。頸部にロクロナデ。長頸壺の頸部である。

焼成堅い。色調暗青灰色。1 5mm以 下の万英粒多量に含む。
4-15 須 恵 器

蓋

Nl1 9

A― Hl
4  '膏

口縁部不明。天丼部端ロクロナデ、中央ヘラケズリ。

擬宝珠のつまみがつく。

焼成堅い。色調体部黄灰色、つまみ灰白色。胎土石英・砂粒を

多量に含む。

4-16 須 恵

甕

No12

器 A― ■ 8

6  )習

口縁大きく外反してかるいおりかえし口縁をなす。

体部外側ロクロナデ、内側かるいロクロナデ。底部不明。

焼成堅い。色調浅黄橙色。胎± l mm以 下の砂粒が多量に含む。
4-17 須 恵 器

甕

A― ■ 6 日縁外反し、端部は直立しかるいおりかえし。体部ロクロナ∴

外面に自然釉がみられる。

焼成堅い。色調外側黒色、内側黄灰色。胎±0.7nm程 の砂泣を多

量に含む。

5-1 須 恵 器

甕

A― ■ 8

5 層

日縁外反し、上下に稜を持つおりかえし回縁をなす。

日縁部に自然釉がみられる。休部ロクロナデ。底部不明。
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5-1 Nα 128 焼成堅い。色調灰褐色。胎土大粒の砂粒、多量の石英砂粒を多

量に含む。

5-2 須 恵

甕

No174

器 A― H8
5 層

口縁外反し、にぶい稜をもつおりかえし口縁をなす。

体部内外共にロクロナデ。底部不明。

焼成堅い。色調黒褐色。胎±0,7nm程 の砂粒を多量に含む。

5-3 須 恵 器

甕

No76

A一 H2
8  '習

日縁外反し、端部で内側に折り返している。

体都はまるみをおびる。内外共にロクロナデ。底部不明

焼成堅い。色調外側暗灰色、内側灰色、断面赤色。胎土砂粒多

量に含む。

5-4 須 恵 器

甕

No232

A一 Ⅱ 8

5 層

日縁外反し、端部 を内側に折 り返 している。

体部 まるみをおび、内外共にロクロナデ。

焼成堅い。色詞外側黒色、内側灰色。胎土小砂粒 を多量に含む。

5-5 須 恵 器

甕

Nα67

A― H6 口縁外反し、上下に稜を持つおりかえし口縁をなす。

体部はまるみをおび、内外共にロクロナデ。

焼成堅い。色調外側紫黒色α内側灰色。胎土砂粒を含む。

5-6 土 師 器

甕

Nl1111

A― H8
5 層

日縁外反し、端部はかるいおりかえしをなす。

体部内外共磨減。

焼成やや堅い。色調黄橙色。胎± l mm程の′Jヽ石粒を含む。

5-7 土 師 器

甕

Nl1121

A一 H8
5層

口縁大きく外反し、端部がたちあがる。

体部まるみをおびた長胴。底部不明。

焼成もろい。色詞浅黄橙。胎± l nm程の小石粒を含む。

5-8 土 師 器

Nα28

A― H b9 口縁不明。体部 ロクロナデ。底部回転ヘ ラ切 りか。

体部から底部に火だす きらしきものあ り。

焼成堅い。色調にぶい責橙色。胎± l mm程 の小石粒を含む。

5-9 土 師 器

甕

Ne1288

A-16 日縁外反 し、かるいお りかえしをなす。

休部内外共にロクロナえ

焼成 もろい。色調浅黄橙色。胎± l mm以下の石英粒 を含む。

B地 区 出 土 遺 物 観 察 表

版

号

図

香
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特 徴 備 考

6-1 平 瓦

No362

第 2窯 跡

2  '詈

凸面 縄目叩斜方向

凹面 布目5× 6、 大部分スリケシ

焼成堅い。色調暗灰黄色。胎土砂粒を含む。

6-2 平 瓦

No500

第 2窯 跡

2  垢雪

凸面 縄 目叩縦方向

凹面 布 目7× 5、 糸切痕

焼成堅い。色調灰白色。胎土万英小石粒 を含む。

6-3 平 瓦

No338

第 2窯 跡

床 面 直 上

凸面 組 目叩斜方向

凹面 全面ス リケシ

焼成 もろい。色調褐灰色。胎土小石砂粒 を含む。

6-4 平 瓦

2 層

No353

第 2窯 跡

2 層

凸面 縄 目叩斜方向

凹面 布 目6× 5、 ス リケシ、糸切痕

焼成堅い。色調明褐灰色。胎土砂、小石粒 を含む。

6-5 平 瓦

Nα504

第 2窯 跡

2  )詈

凸面 縄 目叩縦方向

凹面 布 目7× 5、 大部分 ス リケシ、糸切痕

焼成堅い。色調にぶい赤褐色。胎土砂粒 を含む。

6-6 平 瓦 第 2窯 跡

床 面 直 上

凸面 組目叩斜方向、糸切痕

凹面 布目7× 7、 大部分スリケシ、糸切痕

182
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6-6 Nα371 焼成堅い。色調にぶい黄橙色。胎土雲母を含む。

6-7 平 瓦

Nα560

第 2窯 跡

床 面 直 上

凸面 紀 目叩維方向、糸切痕。

凹面 布 目7× 7、 一部ス リケシ、糸切痕。

焼成堅い。色調にぶい黄褐色。胎土小石粒砂 を含む。

6-8 平   瓦

文 字 瓦

Nα639

第 2窯 跡

3 層

凸面 紀 目叩斜方向、叩きをかるくナデている。

凹面 布 目9× 8、 大部分ス リケシ、糸切痕。

「物」の刻印有 り。

焼成堅い。色詞灰色。胎土小石 を含む。

6-9 平   瓦

文 字 瓦

Nc1634

第 2窯 跡

2 層

凸面 縄 目叩斜方向、叩きをナデている。

凹面  目6× 7、 ス リケシ、糸切痕。

「行」 ?の刻印有 り。

焼成堅い。色調灰責色。胎土小石粒 を含む。

7-1 平 瓦

Nl1659

第 3窯 跡

2 層

凸面 組 目叩縦方向、一部斜、部分的にナデ。

凹面 布 目大部分ス リケシ。

焼成堅い。色調灰色。胎土砂粒少々含む。

写真 凶 版 3-2

7-2 平 瓦

No612

第 3窯 跡

1 層

凸面 紀 目叩維方向、一部ナデ。

凹面 布 ロス リケシ、糸切痕。

焼成堅い。色調灰責色。胎土小看粒 を含む。

7-3 平 瓦

No556

第 空 跡

層

凸面 縄 目叩縦方向、一部ナデあ り。

布 目8× 6、 かるいス リケシ、糸切痕。

焼成堅い。色調橙色。胎土雲母砂粒 を含む。

7-4 平 瓦 第 3窯 跡

2  )膏

凸面 縄 目叩縦方向、ナデによるス リケシ、糸切痕。

凹面 布 目全面ス リケシ。

焼成堅い。色調灰色。胎土小石 を含む。

7-5 平   瓦

文 字 瓦

No635

第 3窯 弥

1 層

凸面 紀 目叩維方向、ナデによリスリケシ。

凹面 布 目7× 7、 ス リケシ。

「丸」の刻印有 り。

焼成堅い。色調灰色。胎土小石 を含む。

7-6 平   瓦

文 字 瓦

Nl1698

第 3窯 跡

1 層

凸面 紀 目叩、大部分ナデス リケシ。

凹面 布 目全面ス リケシ。

「丸」の刻印有 り。

焼成堅い。色調灰色。胎土は砂粒 を含む。

7-7 平   瓦

文 字 瓦

Nα631

第 3窯 跡

2 層

凸面 縄目叩縦方向、糸切痕

凹面 布目6× 7、 スリケシ、糸切痕。

「丸」の刻印有り。

焼成堅い。色調にぶい橙。胎土小石粒を含む。

7-8 平 瓦

No477

第 3窯 跡

床 面

凸面 縄 目叩縦方向、部分的に黒釉。

凹面 布 目全面ス リケシ。

焼成堅い。色調暗灰色。胎土小石 を含む。

7-9 平 瓦

No503

第 3窯 跡

2 層

凸面 叩きを全面ス リケシ

凹面 布 目全面ス リケシ。

焼成堅い。色調暗赤褐色。胎土小万 を含む。

8-1 平 瓦

Nl1624

第 4 室 跡

焚 ロ

凸面 紐 目叩縦方向。

凹面 布 目3× 7、 かるいス リケシ、糸切痕。

焼成堅い。色調灰色。胎土砂粒 を含む。

8-2 平   瓦

文 字 瓦

No534

第 4窯 跡

層

凸面 紀 目叩縦方向。

凹面 布 目6× 6、 一部ケズ リ。

「田」の刻印有 り。

焼成堅い。色調灰色。胎土砂粒 を含む。
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8-3

Nα513

瓦平 第 4窯 跡

3 層

凸面 縄 目叩縦方向。

凹面 布 ロス リケシ。糸切痕。

焼成堅い。色調にぶい橙色。胎土砂粒 を含む。

8-4 平   瓦

文 字 瓦

Nα638

第 4窯 跡

3 層

凸面 縄 目叩縦方向。

四面 布 目6× 6、 ス リケシ。

「物」の刻印有 り。

焼成堅い。色調灰責色。胎土小石 を含む。

8-5

Nα537

瓦平 第 4窯 瑯

3 層

凸面  縄 目叩維方向ナデ。

凹面 布 目7× 6、 ス リケシ、糸切痕。

焼成堅い。色調灰色。胎上砂粒 を含む。

8-6

No586

瓦平 第 4窯 跡

3 層

凸面 紐 目叩斜方向、×じるしあ り。

四面 布 ロス リケシ。糸切痕。

焼成堅い。色調灰白色。胎土小石、砂粒 を含む。

8-7 平 瓦 第 4窯 跡

3 層

凸面 縄 目叩縦方向。

凹面 布 目6× 6、 ス リケシ。

焼成堅い。色調灰色。胎土小石 を若干含む。

8-8

Nl1611

瓦平 第 4窯 跡

たき回

凸面 縄 目叩維方向ナえ

凹面 布 目4× 5、 大部分ス リケシ。

焼成堅い。色調灰責色。胎土雲母小石 を含む。

8-9

NIJ562

瓦平 第 4窯 跡

3 層

凸面 縄 目叩斜方向、黒釉一部あ り。

凹面 布 目6× 5、 ス リケシ、黒釉一部あ り。

焼成堅い。色調暗灰色。胎土小石 を若干含む。

8-10

Nα557

瓦平 第 4窯 跡

3 層

凸面 縄 目叩縦方向、一部ナデ。

凹面 布 目7× 7、 ス リケシ、糸切痕。

焼成堅い。色調灰色。胎土砂粒 を含む。

9-] 須 恵 器

ナ不

Nl1231

焼 土 遺 構

2 層

日縁かるく内湾ぎみに外反。体部ロクロナ∴ 底部ヘラ切 り。

手持ちヘラケズリ調整。

焼成堅い。色調1夫黄橙色。胎± l mm以下の砂粒を多く含む。

写真図版14-2

9-2 須 恵 器

土不

No 3

焼 土 遺 構

2 層

日縁外反し非常にうす くなる。体部ロクロナデ。底部回転ヘラ

切、手持ちヘラケズリ調整。

焼成ややもろい。色調灰白色。胎土多量の石英粒、砂粒を含む。

写 真 図 版 13-7

9-3 須 恵 器

邦

No232

焼 土 遺 構

2  '膏

口縁外反。体部ロクロナデ。底部磨減。

焼成もろい。色調灰白色。胎土砂粒を多量に含む。

写真図版14-5

9-4 須 恵 器

ナ不

No245

焼 土 遺 構

2 層

口縁外反。体部 ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

手持ちヘラケズリ調整。

焼成 もろい。色調浅黄橙色。胎土砂粒混入のためあらい。

写真図版13-6

9-5 須 恵

雰

No167

器 焼 土 遺 構

2 層

口縁外反、体部 ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

手持ちヘラケズリ調整。全体的に二次焼成 をうけている。

焼成 もろい。色調灰白色。胎±0 5mm程 の砂粒 を含む。

写真図版13-2

9-6 須 恵

}不

No198

器 焼 土 遺 構

2 層

日縁外反、体部ロクロナデ。底部ヘラ切か。

手持ヘラケズリ調整。体都下端をケズリかるい稜をなす。

焼成堅い。色調浅責橙色。胎± l mm程の砂粒を含む。

写真 図 版 14-12

9-7 須 恵 器

ナ示

Nl1238

焼 土 遺 構

2 層

日縁外反。体部にロクロナデ。底部切 りはなし不明。

手持ちヘ ラケズ リ調整。休部下端ケズ リかるい稜 をなす。

焼成堅い。色調浅黄橙色。胎土砂粒 を多量に含む。

写真図版14-9

9-8 須 恵 器

士不

Nl1249

焼 土 遺 構

3 層

日縁外反、体部 ロクロナデ。底部切 りはたし不明。

手持 ちヘラケズリ調整。器面の磨減がはげ しい。

焼成 もろい。色調浅責橙色。胎土砂粒を多量に含む。

写真図版12-1
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9-9 須 恵

好

Nα199

器 焼 土 遺 構

1 層

日縁外反、体部 ロクロナデ。底都ヘラ切か。手持 ちヘ ラケズ リ

焼成堅い。色調浅黄橙。胎± l mn程 の小石粒 を含む。

9-10 須  恵 器

ナ不

山o37

焼 土 遺 構

1 層

口縁内湾 ぎみに外反。体部 ロクロナデ。底面切 りはなし不明、

手持 ちヘラケズリ。器面磨滅。

焼成やや もろい。色調淡黄色。胎土砂粒 を含む。____十 一

9-11 須 恵 器

邦

No205

焼 土 遺 構

2 層

口縁外反。体部 ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

手持ヘ ラケズリ。。器面磨減。

焼成 もろい。色調浅責橙。胎土砂粒 を多量に含む。

9-12 須 恵

lTN

Nα139

器 焼 土 遺 構

1 層

口縁外反。体部 ロクロナデ。底部不明。

器面磨減。

焼成 もろい。色調灰 白色。胎土砂粒 を多量に含む。

10- 1 須 志 器

士不

No254

焼 土 遺 構

5 層

口縁内湾 ぎみに外反。体部 ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

手持ちヘ ラケズ リ調整。

焼成堅い。色調浅黄橙色。胎土砂粒 を多量に含む。    _

写真図版12-9

10-2 須 恵 器

ナ不

No93

焼 上 遺 構

2 層

口縁内湾 ぎみに外反。体部 ロクロナデ。底部不明。

再焼成 をうけている。

焼成やや もろい。色調浅責橙色。胎土砂粒 を多量に含む。

10- 3 須 恵

TTN

Nαl19

器 焼 土 遺 構

2 層

口縁内湾ぎみに外反。体部ロクロナデ。 底部不明。

再焼成をうけている。

焼成堅い。色調浅黄橙色。胎土砂粒を含む。

10-4 須 忘 器

ナイ

No203

焼 土 遺構

3 層

口縁内湾ぎみに外反。休部ロクロナデ。底部切 りはなし手持ち

ヘラケズリ調整。

焼成 もろい。色詞浅責橙色。胎±0.5mm以 下の砂粒 を含む。

10-5 須 恵

17h

No260

器 焼 土 遺 構

2 層

日縁外反。体部ロクロナデ。底部不明。

焼成もろい。色調浅黄橙色。胎土砂粒を多量に含む。

10- 6 須 恵 器

ナ不

Nαl14

焼 土 遺 構

3 層

口縁外反。体部 ロクロナデ、ヘラキズあ り。

底部不明。再焼成 をうけている。

焼成やや もろい。色調浅黄橙色。胎土砂粒 を多量に含む。

10-7 須 恵 器

↓不

No200

焼 土 遺 構

2 層

口縁外反。体部 ロクロナデ。底部回転ヘ ラ切 り。

手持 ちヘラケズ リ。

焼成やや もろい。色調浅黄橙色。胎土砂粒 を多攀

10- 8 須 恵 器

ナ不

No273

焼 土 遺 構

2 層

口縁外反。体部 ロクロナデ。底部不明。

再焼成 をうけている。

焼成やや もろい。色調淡橙色。胎土砂粒 を多量に含佳

10-9 須 恵

ナ不

Nc1132

器 焼 土 遺 構

3 層

口縁外反。体部ロクロナデ。底部不明。

器面磨滅。再焼成をうけている。

焼成もろい。色調浅責橙色。胎土砂粒を多量に含む。

10--10 須 恵 器

士不

Nl1239

焼 土 遺 構

2 層

口縁内湾ぎみに外反。体部ロクロナデと底部も切 りはなし不明(

手持ちヘラケズリ。

焼成もろい。色調にぶい橙色。胎土砂粒を多量に含む。   _

写真図版13-1

10-H 須 恵 器

l不

No296

焼 土 遺 構

2 層

日縁外反。休部ロクロナデ。底部不明。

再焼成をうけている。

焼成もろい。色調淡橙色。胎土砂粒を多量に含む。

10-12 須 恵 器

lT・

No243

焼 土 遺 構

2 層

口縁外反。休部 ロクロナデ。底部不明。

再焼成 をうけている。

焼成やや もろい。色調浅責橙色。胎± l mm程の小

「

を含む。 No261接 合

1310- 須 恵 器 焼 土 遺 構 口縁内湾 ぎみに外反。体部 ロクロナデ。底部不明。
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10--13 ITN

No94

2  )琶

院成堅い。色調浅黄橙色。胎土砂粒を多量に含む。
11- 1 須 恵 器

rFh

Nα204

焼 土 遺 構

2  )冒

口縁外反、休部ロクロナデ。底部不明。

再焼成をうけている。

焼成もろい。色調浅貢橙色。胎土砂粒を多量に含む
11-2 須 恵 器

17N

Nα235

焼 土 遺 構

1層
口縁外反。体部ロクロナデち底部不明。

再焼成をうけている。

焼成ややもろい。色調浅責橙色。胎土砂粒を含む

11-3 須 恵

17N

Nαl16

器 焼 土 遺 構

2 層

口縁外反。体部ロクロナえ 底部不明。

黒はんあり。

焼成堅い。色調灰自色。胎土砂粒を多量に含む。
11-4 須 恵 器

lTh

No228

焼 土 遺 構

2 層

口縁外反。体郡ロクロナデ。底部不明。

一部ハクリ。

焼成もろい。色詞にぶい橙色。胎土砂粒を多量に含む。
11-5 須 恵 器

17h

No234

焼 土 遺 構

2 層

口縁外反。体部ロクロナデ。底部不明。

焼成ややもろい。色調淡橙色。胎土砂粒を多量に含む。
11-6 須 恵 器

lTN

No215

焼 土 遺 構

2 層

口縁外反。体部ロクロナデ。底部不明。

焼成堅い。色調浅責橙色。胎土砂粒を含む。

11--7 須 恵 器

17N

No246

焼 土 遺 構

2 層

口縁外反。体部ロクロナデも底部不明。

焼成堅い。色調浅黄橙色。胎土砂粒を多量に含む。
11-8 須 恵 器

lTN

No95

焼 土 遺 構

2 層

日縁外反。体都ロクロナデ。底部不明。

焼成堅い。色調浅責橙色。胎土砂量を多量に含む。
11-9 須 恵 器

邦

Nl1220

焼 土 遺 構

2 層

日縁外反。体部ロクロナデ、粘土紐状のものが見られる。

底部不明。再焼成をうけている。

焼成堅い。色調灰白色。胎土砂粒を多量に含む。
11-10 須 恵 器

邦

Nl1237

焼 土 遺 構

2  '詈

口縁外反。体部ロクロナデ、体部下端内湾。

底部不明。

焼成堅い。色調浅責橙色。胎土砂粒を多量に含む。
■-11 須 恵 器

lTN

No323

焼 土 遺 構

2 層

口縁外反。体部 ロクロナデ、つみあげ状の痕跡あ り。

底部不明。

焼成堅い。色調灰白色。胎土砂粒 を多量に含む。

11-12 須 恵

ユ不

Nl1157

器 焼 土 遺 構

2 層

口縁外反。体部 ロクロナデ。底部不明。

焼成堅い。色調浅責橙色。胎土砂粒 を含む

■-13 須 恵 器

郵

No224

焼 土 遺 構

2 層

口縁外反。体部ロクロナデ。底部不明。

焼成もろい。色調灰白色。胎土砂粒、小石を含む。
11-14 須 恵

好

No241

器 焼 土 遺 構

2 層

日縁外反。体部ロクロナデ。底部不明。

焼成堅い。色調浅黄橙色。胎土砂粒を多量に含む。
11-15 須 恵 器

邦

焼 土 遺 構

2 層

日縁外反。色調灰白色。胎土石英含むが密。

焼成堅い。色調灰白色。胎土石英粒 を含むが密。

皿-16 須 恵 器

士不

焼 土 遺 構

2 層

日縁外反。休部 ロクロナデ。底部不明。

186
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H-16 No138 焼成ややもろい。色調にぶい橙色。胎土砂粒を多量に含む。

11-17 須 恵 器

郷

No4 2

焼 土 遺 構

3 層

日縁外反。休部ロクロナデ。底部不明。

焼成堅い。色調浅黄橙色。胎土砂粒を含む。

11-18 須 恵 器

邦

Nt1256

焼 土 遺 構

2 層

日縁外反。体部ロクロナデ。底部不明。

焼成もろい。色調浅責橙色。胎土砂粒を含むが密。

11-19 須 恵

lTh

Nol15

器 焼 土 遺 構

2  '冒

日縁外反。体部ロクロナデ。底部不明。

再焼成をうけている。

焼成もろい。色調浅黄橙色。胎土砂粒を含む。

11-20 土 師 器

不

No266

焼 土 遺 構

2  )冒

日縁内湾ぎみに外反。体部ロクロナデ。底部穿孔のため不明。

穿孔は焼成前にくりぬかれたもの、径 5～ 5空n。

焼成もろい。色調にぶい黄橙色。胎土緻密。

11-21 土 師 器

好

Nl1334

娩 土 遺 構 日縁外反。体部 ロクロナデ、一部ケズリ。底部不明。

小型灯明皿か。

焼成やや もろい。色調灰白色。胎土砂粒 を含むが均質。

12- 1 須 恵 器

邦

No131

焼 土 遺 構

2  )習

口縁不明。体部 ロクロナデ。底部ヘ ラ切。

手持ちヘラケズ リ調整。一部ナデ。

焼成堅い。色調灰 白色。胎土小石粒 を含むが密。

12-2 須 恵 器

邦

No186

焼 土 遺 構

3 層

日縁不明。体部ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

手持ちヘラケズリ。再焼成をうけている。

焼成堅い。色詞灰白色。胎土砂粒を多量に含む。

12-3 須 恵

邦

Nα173

器 焼 土 遺 構

2  )冒

日縁不明。体部 ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

手持 ちヘ ラケズ リ調整。体部下端ヘ ラケズリ。

焼成堅い。色調浅責橙色。胎土砂粒 を多量に含む。

12-4 須 恵 器

邦

No201

焼 土 遺 構

2 層

日縁不明。体部ロクロナデ。下端ヘラケズリ。

底部回転糸切 りのち周縁。手持ちヘラケズリ調整。

焼成堅い。色調浅黄橙色。胎土砂粒を多量に含む。

12-5 須 恵

邦

No141

器 焼 土 遺 構

2 層

口縁不明。体部ロクロナデ。底部手持ちヘラケズリ調整。

休部下端より底部にかけて段あり。

焼成もろい。色調浅黄橙色。胎土砂粒を多量に含む。

12-6 須 恵

邦

Nl1123

器 焼 土 遺 構

2 層

日縁不明。体部ロクロナデのち下端ヘラクズリ

底部切 りはなし不明。手持ちヘラケズリ調整。

焼成もろい。色調浅責橙色。胎土砂泣を含む。

12-7 須 恵 器

lTN

Ne1202

焼 土 遺 構

2 層

日縁不明。体部ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

手持ちヘラケズリ。

焼成堅い。色調浅黄橙色。胎土小石粒を含む。

12-8 須 恵 器

士不

Nl110

焼 土 遺 構

1 層

日縁不明。体部ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

手持ちヘラケズリ。

焼成もろい。色調浅責色。胎土砂粒を含む。

孔2-9 須 恵 器

ナ不

Nl1183

娩 土 遺 構

2層
回縁不明。体部 ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

手持ちヘ ラケズ リ。一部ハ クリ。

焼成 もろい。色調浅黄橙色。胎土石英粒を含む。

12-10 須 恵 器

17N

Nα140

焼 土 遺 構

2 層

口縁不明。休部ロクロナデ、体部下端ケズリ。

底部回転糸切 り調整なし。

焼成竪い。色調浅黄橙色。胎土砂粒を含む。

12-11 土 師 器

罫

Nl1303

焼 土 遺 構

1層
口縁不明。体部 ロクロナデ。底部回転糸切 り、周縁ヘラケズリ

内面内黒。

焼成やや もろい。色調浅黄橙色。胎土均質で密。______



番  号 遺物番号 層
徴特 考備

12- 須 恵

17N

No154

器 焼 土 遺 構

3層
口縁不明。体部不明。底部回転糸切 り。

手持 ちヘ ラケズ リ。

焼成堅い。色調灰 白色。胎土砂粒 を含む。

12- 13 須 恵 器

邦

No165

焼 土 遺 構

2 層

口縁不明。体部下端ケズリ。底部回転糸切 り、一部ケズリ調整(

焼成もろい。色調淡責色。胎土砂粒を含む。

12--14 須 恵

士不

No155

器 焼 土 遺 構

2 層

口縁不明。体部不明。底都回転糸切 り、一部ヘラケズリ。

焼成堅い。色調淡責色。胎土砂粒を多量に含む。

12-15 須 恵 器

lTh

Nα 16

焼 土 遺 構

2  )冒

口縁不明。体部下端ケズリ。庭部回転糸切 り。

手持ちヘラケズリ調整。

焼成もろい。色調にぶい橙色。胎土砂粒を多量に含む。

12-16 須 恵

士不

No171

器 焼 土 遺 構

2 層

口縁不明。体部不明。底都回転糸切 り、一部ケズリ

焼成もろい。色調浅黄橙色。胎土砂粒を含む。

12-17 須 恵 器

lTN

NIJ104

焼 土 遺 構

4 層

回縁外反。休部 ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

手持ちヘ ラケズ リ。黒はんあ り。

焼成堅い。色調灰 白色。胎土均質で密。 SWYハミル ト

12-18 須 恵

邦

Nα172

器 焼 土 遺 構

2 層

口縁不明。体部 ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

手持ちヘラケズ リ。

焼成 もろい。色調浅責橙色。胎土砂粒 を多量に含む。

12-19 須 恵

l不

No158

器 焼 土 遺 構

2層
日縁不明。休部ロクロナデ。底部回転糸切 り調整なし。

焼成もろい。色調灰白色。胎土砂粒を含む。

12-20 須 恵

ナ不

No 135

器 焼 土 遺 構

2 層

日縁不明。体部 ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

手持 ちヘ ラケズ リ調整。

焼成 もろい。色調灰 白色。胎土砂粒 を含む。

13- 1 須 恵 器

17N

No133

焼 土 遺 構

2 層

日縁不明。体都ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

手持ちヘラケズリ調整。

焼成もろい。色調浅黄橙色。胎上砂粒を多量に含む。

13- 須 恵 器

ナ不

Nl1152

焼 土 遺 構

2 層

日縁不明。体部 ロクロナデち 底部切 りはなし不明。

手持 ちヘ ラケズ リ調整。

焼成 もろい。色調灰 白色。胎土砂粒を多量に含む。

13- 3 須 恵

士不

Nt1136

器 焼 土 遺 構

2 層

口縁不明。体部 ロクロナデ、下端ケズ リ。

底部回転糸切 り。手持 ちヘ ラケズ リ調整。

焼成 もろい。色調浅責橙色。胎土砂粒 を含む

13-4 須 恵

士不

Nl1177

器 焼 土 遺 構

2 層

口縁不明。体部 ロクロナデ、下端ケズ リ。

底部切 りはなし不明。手持 ちヘ ラケズ リ調整。

焼成 もろい。色調灰 白色。胎土砂粒を多量に含む

13- 5 須 恵

士不

Nl1 168

器 焼 土 遺 構

2 層

日縁不明。休部 ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

手持 ちヘ ラケズ リ調 t_k。

焼成 もろい。色調浅責橙色。胎土砂粒 を多量に含む。

13-6 須 恵

ナ不

No180

器 焼 土 遺 構

2 層

日縁不明。体部 ロクロナデ、下端ケズ リ。

底部切 りはなし不明。手持ちヘラケズ リ調整。

焼成 もろい。色調浅責橙色。胎土砂粒 を多量に含む

13-7 須 恵 器

17N

Nl1180

焼 土 遺 構

2 層

日縁不明。体部ロクロナデ、下端ケズリ。

底部手持ちヘラケズリ調整。

焼成もろい。色調浅黄橙色。胎土砂粒を多量に含む

813- 須 恵 器 焼 土 遺 構 日縁不明。体部 ロクロナデ。



版

号

図

番

種  類

遺物番号

遺  構

層
徴特 考備

13-8 l不

Nα164

2 層 底部回転ヘラ切 り。手持ちヘラケズリ調整。

焼成堅い。色調浅黄橙色。胎土砂粒を多量に含む。

13- 9 須 恵 器

甕

Nl1 9

焼 土 遺 構

2 層

口縁外反 し、上下に稜 をもつお りかえし回縁 をなす。

体部 ロクロナベ、底部不明。

い。色調ひぶい橙色。胎土石英粒 を多量に含む。

13-10 須 恵 器

甕

焼 土 遺 構

2 層

口縁外反、端部がたち上ると体部ロクロすべ合底部不明。

焼成堅い。色調暗灰色。胎土砂粒を多量に含む。

13-H 須 恵 器

甕

No257

焼 土 遺 日縁外反し端部内反。体部ロクロナデ。底部不明。

焼成ややもろい。色調灰白色。胎土砂粒を含む。

13-12 土 師 器

甕

No47

焼 土 遺 構

4  )詈

日縁外反し、端部に至って内湾。体部 ロクロナデと思われるが

激 しく脆弱化、底部 も観察できない。

焼成 もろい。色調淡橙色。胎土砂粒 を含む。   ______

写真図版15-1

13-13 土 師

甕

Nol17

器 焼 土 遺 構

2 層

口縁不明。体部ロクロナデ。底部ヘラケズリ。

体部外面に黒はん。

焼成もろい。色調外側灰白色、内側浅黄橙色。胎土石英粒多量

に含む。                        __
14- 1 軒 丸 瓦

No667

5 層

重弁遵華文。 8葉の重弁で中房上の蓮子の配置は 1+4である

連子は中央が円形で周囲が混棒形。連子の延長が問弁にほぼ一

致する。

焼成堅い。色調灰白色。胎土小石粒を含むが緻密。_____

写真図版 4-7

14-2 軒 九 瓦

Nα674

N89E12
5 層

重弁蓮華文。 8葉の重弁で中房上の連子は中央に円形のものが

1個みられただけで、連子はつぶれている。焼成前につぶれた

ものである。

焼成堅い。色調灰白色。胎土小石粒を含むが緻密。

663、  681、  680、

接合

15-1 軒 九 瓦

Nα666

N36E12 重弁蓮華文。 8業の重弁、中房上の蓮子は 1+4で、中央が円

形で周囲が視棒形。蓮子の延長力ヽ atF間弁に一致する。 666、 668接合

15-2 軒 丸 瓦

Nl1677

N39E12
4  )琶

重弁蓬華文。 8葉の重弁、中房上の連子は前述品にくらべてや

や小さい。 1+4で 中央円形、周囲視棒形。蓮子の延長は間弁

に一致。

焼成堅い。色調灰色。胎土小石粒を含むが級密。

15-3 軒 九 瓦

Nα665

N39E15
11 層

重弁蓬華文。 8葉の重弁 と思われる。

焼成堅い。色調灰色。胎土雲母小石粒を含むが緻密

写真図版 4-8

15-4 軒 丸 瓦

Nl1664

N39E12
3 層

重弁蓬華文。 8葉の重弁 と思われる。

焼成やや もろい。色調灰 白色。胎土雲母小石粒を含む。

写真図版 4-4

16- 1 軒 九 瓦

Nl1675

N39E18
4  )琶

重弁蓬華文。 8葉の重弁 と思われる。

焼成ややもろい。色調灰白色。胎土雲母小石粒を含む。

写真図版 5-1

16-2 軒 丸 瓦

No683

N39E12
2 層

重弁蓬華文。 8葉の重弁 と思われる。

焼成堅い。色調淡赤橙色。胎土石英小石粒 を含む。

写真図版 4-2

16-3 軒 丸 瓦

No689

N39E15
2 層

重弁蓮華文。 8葉の重弁 と思われる。

擁成やや もろい。色調灰色。胎上石英小石粒 を含む。

16- 4 軒 丸 瓦 N39E15 重弁蓮華文。 8葉の重弁 と思われる。
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16-4

No688

3 層

焼成やや もろい。色調灰 白色。胎土小石砂粒 を含む。

16-5 軒 丸 瓦

No663

N39E15
5 層

重弁蓮幸文。 8業の重弁 と思われる。

焼成堅い。色調灰白色。胎土小石砂粒を含む。

写真図版 4-5
681、 680、 674と

接合。

16-6 軒 丸 瓦

No678

N39E15
■ 層

重弁蓮華文。 8葉の重弁 と思われる。

焼成堅い。色調灰白色。胎土右英砂粒を含むが級密。

写真図版 4-6

16-7 軒 丸 瓦

Nα681

N39E15
5 層

重弁連華文。 8葉の重弁 と思われる。

焼成堅い。色調灰白色。胎土小石、石英粒を含むが緻密。

663、 680、 674と

接合。

16-8 軒 丸 瓦

Nl1680

N39E9
3  )琶

重弁蓮華文。 8葉の重弁 と思われる。

焼成ややもろい。色調灰色。胎土雲母小石粒を含む。

681、 663、 674と

結合。

17-1 軒 平 瓦

Nα647

N39E15
5 層

単弧文。凸面 縄目叩維方向、顎画線あり。

凹面 布目6× 8、 一部スリケシ。

焼成堅い。色調灰色。胎土ガヽ石粒を含むが緻密。

写真図版 5-5

648と 接イ|。

17-2 軒 平 瓦

Nl1661

N39E15
5 層

単弧文。凸面 組 目叩縦方向、顎画線あ り。

凹面 布 目8× 8、 一部 ス リケシ、糸切痕あ り。

焼成やや もろい。色調灰色。胎土小石粒 を含む。

写真図版 5-4

18- l 軒 平 瓦

Nα648

N86E12
5 層

単弧文。凸面 縄目叩維方向、顎画線あり。

四面 布目6× 7、 一部スリケシ、系切痕あり。

焼成堅い。色調灰色。胎土小石粒を含む。

写真図版 5-6

647と れ吉モゝ。

218- 軒 平 瓦

Nα657

N39E15
5層

単凱文。凸面 縄 目叩縦方向、顎画線あ り。ヘ ラキズあ り。

凹面 布 目6× 8、 一部 ス リケシ。

焼成堅い。色調灰色。胎土小石粒 を含むが緻密。

写真図版 5-8

318- 軒 平 瓦

No650

N39E9
3 層

単弧文。凸面 組目叩縦方向、顎画線あり。ヘラキズあり。

凹面 布目8× 7、 一部スリケシ。

焼成ややもろい。色調灰色。胎土雲母砂粒を含む。

写真図版 5-7

119- 軒 平 瓦

No647

N39E15
5  '膏

註記 17-1、 18-1と 同様。

648と 接そ半

20-1 丸   瓦

文 字 瓦

Nl1643

N39E21
5 層

凸面 縄 目叩ス リケシ・ナデ、「伊Jの刻印有 り。

凹面 布 目7× 8

焼成堅い。色調灰色。胎土小石粒 を含む。

20-2 九   瓦

文 字 瓦

No642

N39E12
5 層

凸面 縄 目叩ス リケシ・ナデ、「伊J?の刻印有 り。

凹面 布 目8× 8

焼成堅い。色調灰色。胎土雲母小石粒 を含む。

20-3 平   瓦

文 字 瓦

No636

N36E21
5 層

凸面 紀 目叩縦方向

凹面 布 ロス リケシ、「物」の刻印有 り。

焼成堅い。色調灰白色。胎土小石粒を含む。

20-4 平   瓦

文 字 瓦

No637

N36E15
6  '冒

凸面 紀 目叩縦方向

凹面 布 目7× 5、 大部分ス リケシ。「矢」の刻印有 り。

焼成堅い。色調灰色。胎土小石 を含む。

20-5 九   瓦

文 字 瓦

Nα645

N39E9
3 層

凸面 一部縄目叩きスリケシ。「田」の刻印有 り。

凹面 布目7× 7

焼成堅い。色調灰色。胎土小石粒を含む。

20-6 九   瓦

文 字 瓦

N39E18
4  '冒

凸面 スリケシ、「占」の亥1印 有 り。

凹面 布目7× 6
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20-6 No644 焼成堅い。色調灰 白色。胎土雲母 を含む。

20-7 丸   瓦

文 字 瓦

Nα632

N39E9
2 層

凸面 縄 目叩ス リケシ。

凹面 布 ロス リケシ、「行」の刻印有 り。

焼成堅い。色調褐灰色。胎土小石粒 を含む。

21-1 平   瓦

文 字 瓦

No640

N39E15
2  )琶

凸面 縄 目叩縦方向

凹面 布 目7× 7、 ス リケシ、「物」の刻印有 り。糸切痕。

焼成堅い。色調灰色。胎土小石 を含む。

21-2 平   瓦

文 字 瓦

Nl1641

N39E15
6 層

凸面 縄目叩斜方向、一部ナデ。

凹面 布目6× 6、 スリケシミ「尺」の刻印有り。糸切痕。

焼成堅い。色調暗灰色。胎土小石を含む。

21-3 平 瓦

Nl1610

N39E15
2 層

凸面 紀 目叩縦方向、長方形の凸出部あ り。

凹面 布 ロスリケシ。

焼成堅い。色調にぶい橙色。胎土小石粒 を含む。

22-1 平   瓦

文 字 瓦

Nα725

N39E9
2窯北 2層

凸面 縄目叩維方向ナデ。

凹面 布目7× 7、 スリケシ、「丸」の刻印有り。

焼成堅い。色調灰白色。胎土雲母砂粒を含む。

22-2 平 瓦 第 5窯 跡

確 認 面

凸面 紀 目叩維方向ナ∴

凹面 布 目5× 4、 ス リケシ、糸切痕。

焼成堅い。色調灰白色。胎土雲母 を含むが密。

写真図版 3-1

22-3 平 瓦

No163

N89E15
2 層

凸面 純 目叩斜方向。

凹面 布 目6× 5、 ス リケシ。糸切痕。

焼成堅い。色調灰 白色。胎土小石雲母 を含む。

22-4 平 瓦

No160

N39E15
6 層

凸面 縄 目叩維方向。

凹面 布 目6× 5、 ス リケシ、糸切痕。

焼成やや もろい。色調灰白色。胎土小石 を含む。

22-5 平 瓦

Nl1312

N86E18
4  )冒

凸面 紀 目叩斜方向ナデ、糸切痕。

凹面 布 目7× 8、 ケズリ、糸切痕。

焼成堅い。色調責灰白。胎土雲母小石 を含む。

22-6 平 瓦

Nl1219

N36E12
2 層

凸面 縄 目叩斜方向ナデ。

凹面 布 ロス リケシ。

焼成堅い。色調灰色。胎砂粒 を含む。

22-7 平 瓦

Nα625

N21E24
2 層

凸面 紀 目叩縦方向、一部ナデ、黒釉あり。

凹面 布 目6× 5、 ス リケシ、、沈線による区画あ り。

焼成堅い。色調灰色。胎土雲母小石粒 を含む。

22-8 平 瓦

Nc1626

N36E12
7 層

凸面 縄 目叩ナデ。

凹面 布 ロス リケシ、角をもつ凹部あ り。

焼成堅い。色調褐灰色。胎土小石粒 を含む。

22-9 平 瓦

Nα 151

N34S15
5 層

凸面 縄 目叩ス リケシ、糸切痕。

凹面 布 目4× 4、 ス リケシ。

焼成堅い。色調赤褐色。胎土小石 を含む。

23-1 平 瓦

No224

N39E15
5 層

凸面 縄 目叩斜方向ナえ

凹面 布 目7× 5、 ス リケシ、糸切痕。

焼成堅い。色調灰白色。胎土雲母 を含む

23--2 平 瓦

No174

N33E9
3 層

凸面 組 目叩縦方向ナデ。

凹面 布 目7× 6、 ス リケシ。

焼成堅い。色調灰白色。胎土雲母小石 を含む

323- 平 瓦

No472

N39E15
5 層

凸面 縄 目叩縦方向ナえ

凹面 布 目5× 5、 ス リケシ。

焼成堅い。色調暗灰色。胎土小石 を含む。
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23--4 平 瓦

No4 72

N39EE
5 層

凸 面 紀 目叩

凹面 布 目10× 9、 ス リケシ、糸切痕。

焼成やや もろい。色調灰 白色。胎土雲母小石粒 を含む。

23-5 平 瓦

No310

N36 E18
4  )冒

凸面 縄 目縦方向ナデ。

凹面 布 目8× 6、 ス リケシ、糸切痕。

焼成堅い。色調灰白色。胎土小石雲母 を含む。

23-6 平 瓦

Nt1241

N39E15
4  )膏

凸面 縄 目叩維方向。

凹面 布 目8× 7、 ス リケシ。

焼成やや もろい。色調褐灰色。胎土小石 を含む。

23-7 平 瓦

No193

N39E12
2  )膏

凸面 縄 目叩縦方向ナデ。

凹面 布 目6× 7、 ス リケシ、糸切痕。

焼成堅い。色調灰白色。胎土雲母砂粒 を含む

23-8 平 瓦

Nα294

N39E12
2  )冒

凸面 縄 目叩維方向。

凹面 布目6× 6、 ス リケシ、糸切痕。

焼成やや もろい。色調灰色。胎土砂 、小石 を多量に含む。

23--9 平 瓦

No214

N39E12
2  )冒

凸面 紀 目叩縦方向。糸切痕。

凹面 布 目7× 8、 ス リケシ、糸切痕。

焼成やや もろい。色調暗灰色。胎土砂粒 を含む。

23-10 平 瓦

Nl1614

N37E30
2  '詈

凸面 縄 目叩斜方向。

凹面 布 目Ⅸ 5、 ス リケシ、糸切痕。

焼成堅い。色調にぶい黄橙色。胎土小石粒 を含む。

24-1 平 瓦

No4 96

N39E15
4 層

凸面 縄目叩縦方向。

凹面 布目6× 5、 大部分スリケシ。

焼成堅い。色調灰褐色。胎土小石を含む。

24--2 平 瓦

No188

N36E18
5 層

凸面 縄 目叩維方向ナデ。

凹面 布 目6× 7、 ス リケシ。

焼成堅い。色調暗灰色。胎土砂粒 を含む。

24--3 平 瓦

No482

N39E15
5 層

凸面 縄 目叩縦方向ナデ、糸切痕。

凹面 布 目9× 8、 ス リケシ。

焼成堅い。色調明褐灰色。胎土雲母 を含む。

24--4 平 瓦

Nt1250

N36E15
3  )習

凸面 縄 目叩ス リケシ。黒釉あ り。

凹面 布 目8× 8、 ス リケシ、糸切痕。

焼成堅い。色調灰色。胎土小石雲母 を含む

28-5 丸 瓦 N36E18
5 層

凸面 縄目叩一部、全面スリケシ。

凹面 布ロヘラナデ、全体に黒釉あり。

焼成堅い。色調灰白色。胎土小石粒を含む

24-6 平 瓦

No253

N39E9
3層

凸面 縄 目叩縦方向。

凹面 布 目6× 8、 ス リケシ、糸切痕。

焼成堅い。色調灰色。胎土雲母小石 を含む

24-7 平 瓦

No576

第 5窯 跡

1 層

凸面 縄目叩縦方向。

凹面 布目6× 6、 スリケシ、糸切痕。

焼成堅い。色調にぶい黄橙色。砂粒を含む

24-8 丸 瓦

Nα84

第 2窯 跡

床 面

凸面 縄目叩一部、全面スリケシ。

凹面 布ロナ元

焼成堅い。色調浅責橙色。胎砂粒を含む

25-1 須 恵 器

ナ不

Nc134

N39E15
9 層

日縁内湾ぎみに外反。体部ロクロナデ。

底部回転糸切。回縁手持ちヘラケズリ。

焼成堅い。色調灰白色。胎土砂粒を含む。 No33接合

25-2 須 恵 器 N89E15 口縁内湾ぎみに外反。体部ロクロナデ。 写真図版14-6
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図
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層
徴特 考備

25-2 jITh

Nα87

3 層 底部回転糸切、周縁手持ちヘラケズリ。

焼成堅い。色調黒褐色。胎土石英粒を多量に含む。

25-3 須 恵 器

ナ不

Nα38

N39E12
2  )冒

口縁不明。体部 ロクロナデ、下端ケズ リ。底部切 りはな し不明(

手持ちヘ ラケズ リ。

焼成堅い。色調にぶい黄橙色。胎土砂粒 を含む。

25-4 土 師 器

罫

Nα29

N39E15
5 層

日縁外反。体部磨減、わずかにミガキあり。

底部磨減のため不明。

焼成もろい。色調浅責橙色。胎土砂粒を含む。

写真 図版 12-■

25-5 須 恵 器

」7N

Nα67

B 地 区

表 土

口縁外反。体部 ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

手持 ちヘ ラケズリ調整。

焼成堅い。色調灰白色。胎土石英粒、砂粒 を多量に含む。

25-6 須 恵 器

ナ不

Nα39

N39E15
3  )雷

口縁内縁 ぎみに外反。体部 ロクロナデ、庭

底部回転ヘ ラ切 り。

焼成やや もろい。色調灰 白色。胎土砂粒 を含む。

25-7 須 恵 器

雰

Nl161

N36E12
2  )詈

口縁外反。体部 ロクロナデ、下端ケズ リ。

底部切 りはなし不明。手持 ちヘラケズ リ調整。

焼成堅い。色調青灰色。胎土砂粒 を多量に含む

25--8 須 恵 器

高 台 付 杯

Nα l

N39E15
9 層

口縁直立ぎみに外反。休部ロイロナデ、高台ロクロナ汎

底部切 りはなし不明。回転ヘラナデ調整。

焼成堅い。色調青灰色。胎土石英粒、砂粒を多量に含む。

25-9 土 師 器

士示

No25

N39E18
5 層層

日縁外反。休部ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

ヘラナデ調整。再焼成をうけている。

焼成もろい。色調褐灰色。胎土砂粒を含む。

25-10 土 師 器

17N

No23

N39E15
5 層

口縁不明。体部ロクロナデ。底部回転ヘラ切、調整なし。

全体に磨減。

焼成もろい。色調淡責色。胎土砂粒を多量に含む。

25-11 土 師

ナ不

Nl1 14

器 N86 E2
4  )膏

口縁外反。体都ロクロナズ 下端ケズリ。内側 ミガキ内黒。

底部切 りはなし不明、手卓 ちヘラケズリ調整。

焼成堅い。色調色灰色。胎土砂をを含むが均質。

25-12 土 師 器

甕

No23

N39E15
5 層

日縁不明。体部 ロクロナデ、下端ケズ リ。

底部回転ヘラケズ リ。

焼成ややよろい。色調灰白色。胎土砂粒 を含む。

25--13 土 師 器

甕

No24

N89E18
5 層

口縁不明。体都 ロクロナデち 底部手持 ちヘ ラケズ リ。

全体磨滅。

焼成 もろい。色調灰白色。胎土砂粒 を含む。

写真図版15-6

26-1 須 恵 器

甕

No45

N42E18
3  )膏

日縁外反し端部直立。休部ロクロナデ。底部不明。

焼成堅い。色調灰色。胎土均質。

26-2 土 師 器

甕

Nα85

N86E21
2 層

日縁外反、体部ロクロナデ、底部不明。

焼成ややもろい。色調 責橙色。胎土石英砂を含む。

26-3 須 恵 器

甕

Nα 15

N39E12
4  )習

日縁不明。休部外側タタキの上 を手持 ちヘ ラケズ リ、内側ロク

ロナデの上 をおきえ。底部切 りはなし不明、ヘ ラケズ リ調整。

焼成堅い。色調黄灰色。胎土砂粒 を多量に含む。

26-4 土 師 器

甕

Nl170

N89E12
7 層

回縁外反 して端部直立。体部 ロクロナデ。

底部不明。

娩成堅い。色調灰白色。胎上砂 を含む。

26-5 須 恵 器

甕

N36E18
6層

口縁不明。体部外側 タタキ・ナデ、内側指ナデ。

底部切 りはなし不明。ヘ ラナデ詞整。

写真図版15-7
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26-5 焼成堅い。色調灰色。胎土砂粒 を多≦tに 含む

26-6 土 師 器

甕

Nα 8

N39E12
5 層

口縁外反して端部直立。体部ロクロナデ。

焼成堅い。色調灰白色。胎土石英粒を 多量に含む。

26-7 土 師 器

甕

No40

N39E9
8 層

口縁外反。休部外側ケズリ、内側ハケナデ。

底部不明。

娩成もろい。色調灰白色。胎土砂粒含む。

写真図版15-9

26-3 土 師 器

No26

N39E18
5 層

口縁不明。休部外側ヘラケズ リ、内側ロクロナデ。

底部切 りはなし不明。ヘラケズ リ調窪ξ。

焼成 もろい。色調灰白色。胎土砂粒 を多量に含む

26-9 ト 石

No103

N39E16
2 層

C地 区 出 土 遺 物 観 察 表
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層
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27-1 平 瓦

Nα63

居

瓦

住

設

１

施

凸面 紀 目叩縦方向。

凹面 布 目6× 5、 かるいス リケシ。糸切痕。

焼成堅い。色調灰色。胎土雲母 を含む。

写真図版 7-2

27--2 平 瓦

No64

居

瓦

住

設

１

施

凸面 縄 目叩維方向。

凹面 布 目7× 6、 糸切痕Ь

焼成堅い。色調灰色。胎土雲母 を含む。

27-3 平 瓦

Nl165

居

瓦

住

設

１

施

凸面 縄 目叩維方向。

凹面 布 目7× 6、 糸切痕。

焼成堅い。色調灰色。胎土雲母 を含む

写真図版 7-3

28-1 平 瓦

Nα68

居

瓦

住

設

１

施

凸面 縄 目叩縦方向。

凹面 布 目7× 6、 糸切痕。

焼成堅い。色調灰白色。胎土小石 を含む。

写真図版 7-〕

28-2 平 瓦

No71

居

瓦

住

設

１

施

凸面 組 目叩縦方向。

凹面 布 目8× 8、 かるいス リケシ。糸切痕。

焼成堅い。色調灰色。胎土小石 を含む。

写真図版10-3

28--3 平 瓦

No72

居

瓦

住

設

１

施

凸面 組目叩縦方向、かるいナえ

凹面 布目7× 6、 スリケシ、糸切痕、T字形のヘラ書あり。

焼成堅い。色調灰白色。胎土小石を含む。

写真図版 8-3

29-1 平 瓦

Nl174

居

瓦

住

設

１

施

凸面 組目叩縦方向。

凹面 布目7× 5、 かるいスリケシ、糸切痕。

焼成堅い。色調灰色。胎土小石雲母を含む。

写真図版 8-1

29-2 平   瓦

No81

居

瓦

住

設

１

施

凸面 組 目叩縦方向。

凹面 布 目6× 8、 全体的にス リケシ。糸切痕。

焼成堅い。色調灰色。胎土砂粒 を含む。

写真図版 9-3

29-3 平 瓦

Nα90

居

瓦

住

設

１

施

凸面 縄目叩縦方向、かるいスリケシ。

凹面 布目7× 8、 全体的にスリケシ。

焼成堅い。色調黒色。胎土砂粒を含む。

写真図版 6-2

30-― ] 平 瓦

No105

居

瓦

住

設

１

施

凸面 組 目叩縦方向、黒釉あ り。

凹面 布 目7× 6、 かるいス リケシ、糸切痕。

焼成堅い。色調黄黒色。胎土小石 を含む。

写真図版10-2

30-2 平 瓦 1住 居 組 目叩維方向、一部ナ云
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層
徴特 考備

30-2
Nαl16

施 設 瓦 凹面 布 目7× 7、 ス リケシ、糸切痕。

焼成堅い。色調によい橙色。胎土小石 を含む。

30-3 瓦平

Nt1120

居

瓦

住

設

１

施

凸面 組 目叩縦方向。

凹面 布 目6× 6、 全体的にス リケシ。

焼成堅い。色調にぶい橙色。胎土小石 を含む。

写真図版 6-3

31-1 瓦平

No132

居

瓦

住

設

１

施

凸面 組 目叩縦方向。

凹面 布 目7× 6、 かるいス リケシ。

焼成堅い。色調灰色。胎土小石粒 を含む。

31-2 瓦平

Nl170

居

瓦

住

設

１

施

凸面 縄 目叩縦方向。

凹面 布 目6× 5、 全体的にス リケシ。

焼成堅い。色調灰色。胎土雲母 を含む。

写真図版 8-2

31-3 丸 瓦 居

瓦

住

設

１

施

凸面 全面ス リケシ。縄 目叩痕 あ り。

凹面 布 目7× 8

焼成堅い。色調灰色。胎土小石粒 を含む。

31-4

No83

瓦九 居

瓦

住

設

１

施

凸面 全面スリケシ。紀 目叩痕 あ り。

凹面 布 目7× 7、 布 じわ。

焼成堅い。色調にぶい橙色。胎土小石粒 を含む。

32-1 須 恵 器

ユ不

No4 3

1住 居

ピ ッ ト 4

回縁外反、外部 ロクロナデ。底部不明。

焼成堅い。色調浅責橙色。胎土砂粒 を含む。

32-2 須 恵

士不

No194

器 1住 居

ピ ッ ト 4

日縁外反。休部 ロクロナデ。底部不明。

焼成堅 い。色調浅責橙色。胎土砂粒を含む。

32-3 土 師 器

ナ不

No47

1 住 居

ピ ッ ト 4

回縁外反。休部ロクロナデ。底部不明。

焼成もろい。色調灰白色。胎土砂粒を多量に含む。

32-4 土 師

ナ不

No 4

器 1住 居

カマ ド付近

口縁外反。体部 ロクロナデ。底部回転糸切 り。

周縁 ケズ リ。

焼成 もろい。色調橙色。胎土大粒の砂 を含む。

写真図版12-3

32-5 土 師 器

ナ不

No 7

1住 居 日縁外反。体部 ロクロナデ。底部回転糸切調整なし。

全体的に磨減。

焼成 もろい。色調灰黄色。胎土砂 を含む。

写真図版12-4

32-6 土 師 器

高 台 付 ナ不

No 6

1 住 居

表   採

口縁外反。体部内側ヘラミガキ黒色処理。外側ロクロナえ

底部磨減がはげしい。高台が付 く。

焼成ややもろい。色調にぶい橙色。胎土均質。

32-7 土 師 器

ナ不

No 7

1住 居

ピ ッ ト 25

口縁外反。体部内側ヘラミガキ黒色処理、外側 ロクロナえ

底部切 りはなし不明。回転ヘ ラケズリ調整。

焼成堅い。色調にぶい橙色。胎土均質。

32-8 土 師 器

高 台 勺 lTh

Nα 150

1住 居

ざ ッ ト 9

日縁外反。体部内側ヘ ラ ミガキ黒色処理、外側ロクロナえ

底部磨減、高台が付 く。

焼成 もろい。色調浅黄橙色。胎土小石粒 を含む。

32-9 須 恵 器

甕

No 2

居

穴

住

蔵

１
　
貯

口縁外反し、上下に稜 をもつお りかえし口縁 をなす。

頸部 ロクロナデ。体部平行叩き。

焼成堅い。色調灰色。胎土砂粒、石英粒 を含む。

写真図版15-H

32-10 須 恵 器

甕

No68

1住 居

表   採

裏面 同′とヽ円文あり

表面 平行叩き

焼成堅い。色調橙色。胎土小石粒 を含む。

32-■ 須 恵 器

甕

1 住 居

2  )習

口縁外反し、お りかえし口縁 をなす。休部 ロクロナ元
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Nl1179 焼成堅い。色調灰色。胎土砂粒 を含む。

32-12 土 師

甕

No13

器 1住 居

ピ ッ ト 8

口縁外反し、おりかえし日縁をなす。体部ロクロナデ。

全体的に磨減。

焼成もろい。色調橙色。胎土砂粒を含む。

32--13 土 師

甕

No173

器 1住 居

カマ ド付近

日縁外反し端部が内反。体都ロクロナえ

全体的に磨減。

焼成もろい。色調浅黄橙色。胎土砂粒を含む

33-1 土 師 器

甕

No l

居

部

住

道

１

煙

口縁外反し端部が直立する。体部ロクロナデ。

一部にヘラケズリ。

焼成堅い。色調淡橙色。胎土砂粒を多量に含む。

33-2 土 師 器

甕

No49

1住 居

ピ ッ ト 1

口縁外反し端部が直立する。体部ロクロナデ。

焼成もろい。色調にぶい橙色。胎土砂粒を多量に含む。

33-3 土 師 器

甕

Nl148

1住 居

ピ ッ ト 1

口縁外反。体部 ロクロナデ。

磨減がはげ しい。

焼成 もろい。色調にぶい褐色。砂粒 を含む。

33-4 上 師

甕

No121

器 l仁 居

1 層

日縁外反。体部磨減のため観察できず。

焼成もろい。色調にぶい橙色。胎土砂粒を含む。

33-5 土 師 器

甕

No171

1住 居

3  )詈

口縁不明。体部内側ミガキ、外側磨滅がいちじるしい。

焼成もろい。色調浅責橙色。胎土砂粒を含む。

33-6 土 師 器

甕

Nα23

1住 居

ピ ッ ト 7

日縁外反。体部ロクロナデ七底部回転糸切り調整なし。

焼成もろい。色調黒褐色。胎土砂粒を含む。

33-7 須 恵 器

異 形 土 器

Nl183

1住 居

床 面

口縁不明。体部ケズリ。底部焼成以前に穿穴されている。

焼成堅い。色調橙色。胎土砂粒を含む。

33--8 須 恵 器

具 形 土 器

No90

1住 居

床 面

口縁不明。体部ナデ、一部ケズリ。底部焼成以前に穿穴されて

いる。

焼成堅い。色調橙色。胎上砂粒を含む。

34-1 土 製 品

Nα99

1住 居

4 層

斧形土製品

焼成堅い。色調にぶい橙色。胎土砂粒を含む。

34-2 土 製 品

輔 火 ロ

No97

1 仁 居

2 層

火●日、黒色の釉が表面にみられる。

焼成ややもろい。色調灰白色。胎土砂粒を多量に含む。

写真図版16-17

34-3 土 製 品

土   玉

Nα10o

1住 居 穿穴されている。

焼成堅い。色調灰責褐色。胎土砂粒を含む。

写真図版16-9

34--4 上 師 器

手 捏 上器

Nt198

1 住 居

3 層

全体的に凸凸。指ナデをしている。

焼成やや もろい。色調浅黄橙色。胎土砂粒 を含む。

34-5 土 製 品

輔 火 口

Nl196

1住 居

2  )冒

外面磨減している。指ナデをしている。

焼成もろい。色調浅黄橙色。胎土砂粒を含む。

84-6 石 製 品

磨   石

Nol10

l住 居

床 面

長軸方向に磨かれている。
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34-7 土 製 品

輔 火 ロ

Nl149

l住 居

ピ ッ ト 1

上部は黒 く硬質であるが、下部は磨滅。

焼成ややもろい。色調灰褐色。胎土砂粒を多量に含む

34-8 ト 石

Nα130

1住 居

3濤
ほぼ長方形

34-9 土 製 品

No85

1住 居

2 層

大形の風字硯状の土製品。外側にタタキ痕あり。

全体をヘラケズリで調整。

焼成堅い。色調にぶい橙色。胎土砂粒を含む。

34--10 ト 石

Nl154

1住 居

2 層

大型。弓状に磨がかれている。

使用面は二面。

35-1 平 瓦 居

瓦

住

設

１

施

凸面 紀目叩縦方向。

凹面 布 目9× 8、 スリケシ。糸切痕。

焼成堅い。色調灰色。胎土雲母小石粒を含む。

写真図版 6-1

35-2 平 瓦

Nl1618

2住 居

施 設 瓦

1号カマ ド

凸面 縄 目叩縦方向、黒釉あ り。

四面 布 ロス リケシ。

焼成堅い。色調黒色。胎土小石粒 を含む。

35-3 平 瓦

Nl1601

2住 居

施 設 瓦

1号カマ ド

凸面 紀目叩縦方向、かるいスリケシ。

四面 布目6× 5、 スリケシ。

焼成堅い。色調責灰色。胎土小石粒、雲母含む。

35-4 平 瓦

No716

2住 居

床 面

(2次 )

凸面 縄 目叩斜方向。

凹面 布 目6× 5、 ス リケシ、糸切痕。

焼成堅い。色調灰色。胎土雲母小石粒 を含む。

35-5 平 瓦

No722

2住 居

1 層

凸面 組目叩維方向。

凹面 布目6× 5、 スリケシ。

焼成 もろい。色調浅責色。胎土砂粒を含む。

36-6 平 瓦

Nα723

2住 居

施 設 瓦

1号カマ ド

凸面 縄 目叩全面ス リケシ。。糸切痕。

凹面 布 目7× 7、 ス リケシ。

焼成堅い。色調灰責色。胎土小石粒 を含む。

35-7 平 瓦

No599

2住 居

施 設 瓦

1号カマ ド

凸面 縄目叩斜方向、スリケシ。

凹面 布目7× 6、 スリケシ。

焼成堅い。色調黄橙色。胎土雲母小万粒を含む。

35--8 平 瓦

No720

2住 居

施 設 瓦

2号カマト2層

凸面 組 目叩ス リケシ。

四面 布 目7× 7、 ス リケシ、糸切痕。

焼成堅い。色調暗赤灰色。胎土小石粒、雲母 を含む。

35-9 平 瓦

No602

2 住 居

施 設 瓦

1号カマ ド

凸面 縄目叩スリケシ。

凹面 布目5× 6、 スリケシ。

焼成堅い。色調暗赤灰色。胎土小万を含む。

36-1 軒 丸

No714

瓦 2住 居

1層
細弁連華支。周縁 と瓦当面のみ残存。

凸面 スリケシ。 四面 布目7× 7、 スリケシ

焼成堅い。色調灰色。胎上小石粒を含む。

写真図版11-4

36-2 軒 丸 瓦

Nα488

2住 居

l 層

細弁蓬華文。周縁と瓦当面残存。

焼成堅い。色調黄灰色。胎土砂粒を含む。

写真図版■-2

36-3 軒 九 瓦

No672

居

内

住

濤

２

周

細弁連華文。珠文があり、細弁蓮華文と思われる。

焼成ややもろい。色調灰黄色。胎土小石粒を含む。

36-4 灰 釉 陶 器 2住 居 口縁外反 し、かる (内湾 し、まるみのある端 をなす。
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No270

2 層 休部ナデ。底部高台が付 く。灰釉か。

焼成堅い。色調灰白色。胎土均質で緻密。

36-5 須 恵 器

l不

Nα 8

2 住 居

2  '冒

日縁外反。体部 ロクロナデ、下端回転ヘラケズ リ。

底部回転糸切 り。手持 ちヘラケズ リ調整。

焼成堅い。色調灰 白色。胎土砂粒 を含む。

写真図版 12-8

36-6 須 恵 器

lTh

No429

3土 破

7 層

口縁外反。体部ロクロナデ。底部回転糸切 り、調整なし。

焼成堅い。色調明褐灰色。胎土砂粒を多く含む。

写真 図 版 14-10

86-7 須 恵 器

ナ不

Nl1266

2住 居

1 層

口縁外反。体部ロクロナデ、下端ケズリ。

底部回転糸切 り。周縁手持ちヘラケズリ。

焼成堅い。色調灰白色。胎土砂粒を多量に含む

36-8 須  恵  器

ナ不

Nα272

2 住 居

ピ ッ ト70

日縁外反。体部ロクロナデ。底部回転糸切 り、調整なし。

焼成堅い。色調灰白色。胎土砂粒を含む。

写真図版 14-2

36-9 須 恵 器

ナ不

Nα268

2 住 居

1層
口縁外反と休部 ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

手持 ちヘ ラケズ リ調整。

焼成堅い。色調灰 白色。胎土砂粒 を多量に含む。

36-10 須 恵 器

ナ不

Nl1274

2住 居

4濤 2層

口縁外反。体部 ロクロナデち 底部切 りはなし不明。手持 ちヘラ

ケズ リ。火グスキあ り。

焼成堅い。色調灰色。胎土砂粒 を含む。

写真図版 12-7

36--11 須 恵 器

郷

Nl125

2 住 居

同溝 1層

日縁外反。休部 ロクロナデ、下端ヘラケズリ。

底部切 りはなし不明。手持 ちヘ ラケズ リ。

焼成堅い。色調浅責桂色。胎土砂粒 を多量に含む。

写真図版12-5

36-12 須 恵 器

17N

Nt1267

2住 居

ピ ッ ト 1

日縁不明。体部ロクロナデ。底部切 りはなし不明、手持ちヘラ

ケズリ、×じるしあり。

焼成堅い。色調灰白色。胎土砂粒を多量に含む。

36-13 須 恵 器

ナ不

No 9

2仁 居

ピ ッ ト 28

日縁直立 ぎみに外反。体部 ロクロナデ。

底部回転ヘ ラ切 り調整なし。

焼成堅い。色調灰色。胎土砂粒 を含む。

36-14 須 恵

士不

No194

器 2 住 居

ピ ッ ト 25

回縁外反。体部 ロクロナデ。底部不明。

焼成堅い。色調緑灰色。胎土砂粒 を含む。

37-1 土 師 器

ナ不

No275

居

溝

住

周

1 層

口縁外反。体部磨滅力寸まげしい。

底部切 りはなし不明、ケズリか。

焼成ひじょうにもろい。色詞橙色。胎土砂粒を多量に含む。

37-2 土 師 器

ナ不

Nl125

2 住 居

1 層

日縁不明。休部 ロクロナデ。底部回転糸切 り調整。

焼成堅い。色調浅黄橙色。胎上砂粒を含む。

写真図版14-7

37-3 土 師 器

ナ不

Nα26

2 住 居

2次 床 面

口縁外反。体部内側ヘ ラミガキ黒色処理、外側ロクロナデ。

底部切 りはなし不明。休部下端より手持ちヘラケズ リ。

焼成やや もろい。色調浅黄橙色。胎土均質である。

37-4 土 師 器

1不

No52

2 住 居

第 2カ マ ド

口縁不明。体部 ロクロナデ七底部切 りはなし不明。

体部下端 よ り手持 ちヘ ラケズ リ。

焼成堅い。色調浅黄橙色。胎土砂粒 を含む。

写真図版14-1

37-5 土 師

l不

Nα 18

器 2 住 居

1号 周 薄

日縁不明。体部 ロクロナデ。底部切 りはなし不明、手持 ちヘラ

ケズ リ。

焼成堅い。色調淡責色。胎土砂粒 を多量に含む。

37-6 土 師 器

予不

2住 居

1層
日縁外反。休部内側 ミガキ、外側ロクロナデ。

底部回転糸切 り、周縁ヘラケズ リ。

198
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No265 焼成堅い。色調橙色。胎土砂粒 を含む。

37-7 須 恵 器

長 頸 壷

Ne1259

居

溝

住

周

口縁不明。頸部ロクロナデ。体部とのさかいに凸待をめ ぐらす

焼成堅い。色調灰白色。胎土石粒を多量に含む。

写真図版15-12

37-8 須 恵 器

霊

No46

居

濤

住

周

口縁かるく外反し、外側に沈線がめ ぐる。体部ロクロナ鳥

底部不明。

焼成堅い。色調黄灰色。胎土砂粒を多量に含む。

37-9 土 師 器

甕

Nl1236

2住 居

2 層

口縁大 きく外反 し、端部直立。体部 ロクロナデ。

底部不明。

焼成 もろい。色調浅責橙色。胎土砂粒 を含む。

37--lo 土 師 器

甕

Nc143

2 住 居

2号カマ ド

煙 道

日縁かるく外反し、端部直立。体部まるみをおびる、ロクロナ

デ。底部不明。

焼成もろい。色調橙色。胎土砂粒を多量に含む。

37--11 土 師

甕

No175

器 2住 居

2次 床 面

口縁外反。体部ロクロナデ。底部不明。

焼成もろい。色調橙色。胎土砂粒を多量に含む。

37--12 土 師 器

甕

Nl1 4

2住 居

ピ ッ ト93

1層

日縁大きく外反、端部直立。体都ロクロナデ。

焼成もろい。色調浅責橙色。胎土砂粒を含む。

37-13 土 師 器

甕

Nl1271

ピ ッ ト 19

柱 穴 埋 土

居住 日縁外反して端部直立。体部ロクロナデ。

焼成もろい。色調橙色。胎上砂粒を多量に含む。

38-1 土 師 器

甕

Nt1205

2住 居

1 層

日縁かるく外反して端部直立する。体部ロクロナデ。

焼成堅い。色調にぶい橙色。胎土砂粒を多量に含む。

38-2 土 師 器

甕

No 6

2住 居

ピ ッ ト77

1層

体部内側指ナデ、外側ヘラケズ リ。

底部ケズ リ。

焼成堅い。色調浅黄橙色。胎土細かい秒粒 を含む。

38-3 土 師 器

甕

Nc137

居

濤

住

周

口縁外反し、端部直立する。体部ロクロナデ。

焼成堅い。色調橙色。胎土砂粒を含む。

38-4 ス リ 石

Nl1127

2住 居

2次 床 面

床面にすえてあったものである。

表面に使用痕 あ り。

38-5 硯

円 面 硯

No278

2住 居

2 層

体部に三条の沈線。周縁端部の破片。

焼成堅い。色調赤灰色。胎土砂粒を含む。

38-6 硯

円 面 硯

No65

2住 居

2 層

体部に円穴と長方形のスカシをもつ。

焼成堅い。色調灰色。胎土均質。

38-7 硯

円 面 硯

No14

2住 居

2 層

体部に円穴と長方形のスカシをもつ。

焼成堅い。色調灰色。胎土均質。

38-8 土 師 器

手 捏 土 器

No20

2住 居

2  '冒

口縁内湾ぎみに外反。体部から底都指ナデあり。

焼成もろい。色調浅黄橙色。胎土砂粒多い。

38-9 土 師 器

手 捏 土 器

Nl113

2住 居

2 層

全体的に磨滅。体部指ナえ

焼成もろい。色調褐灰色。胎土砂粒多し。

写真図版16-1
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38--10 土 師 器

手 上 土 器

No276

2 住 居

2次 床 面

日縁かるく外反。全体的に指ナデ。

焼成 もろい。色調浅責橙色。胎土石英粒 を含む。

写真図版16-2

38-11 土 師 器

手 捏 土 器

No105

居

濤

住

周

1層

全体的に磨滅。指ナデ。

焼成もろい。色調にぶい黄橙色。胎土均質。

38--12 土 師 器

手 捏 土 器

No21

2住 居

ピ ッ ト 22

2 層

全体的に磨減。

焼成もろい。色調浅黄色。胎上砂粒を含む。

38--13 土 師 器

手 捏 土 器

No280

2住 居

2 層

口縁大きく外反。皿型を呈する。

焼成ややもろい。色調淡黄色。胎土石英砂粒を含む。

写真図版16-3

38--14 土 師 器

手 捏 土 器

No184

2住 居

4 濤

全体的に磨減。

焼成 もろい。色調浅黄橙色。胎土砂粒を含む。

38--15 須 恵 器

具 形 土 器

No174

居

濤

住

周

形態不明。

焼成堅い。色詞黒褐色。胎土砂粒 を含む。

写真図版16-16

38--16 土 製 品

土   玉

Nl1176

居

溝

住

周

土玉穿穴されている。

焼成もろい。色調浅責橙色。胎土砂粒を含む。

38--17 土 製 品

土   玉

No297

2住 居

ピ ッ ト60

穿穴されている。

焼成ややもろい。色調橙色。胎土均質。

38--18 鉄 製 品

鉄   鍬

No48

2住 居

2次 床 面

2号カマ ド

三角形の長い矢鍬と長い矢柄をもつ。

酸化が者るしい。

写真図版16-19

39-1 須 恵 器

lTh

No431

第 3土 嫉

7  )冒

口縁外反。体部ロクロナデ。底部不明。

焼成堅い。色調暗青灰色。胎土石英砂粒を多量に含む。

39-2 須 恵 器

ナ不

Nα44

第 12土 嫉

1 層

口縁内湾 ぎみに外反。体部 ロクロナデ、底部切 りはなし不明。

手持ちヘ ラケズ リ調整。

焼成堅い。 色調灰白色。胎土砂粒 を含む。

39-3 須 恵

l不

No41

器 第 13土 嫉

1層
日縁内湾。体部 ロクロナデ。底部切 りはな し不明。

手持ちヘラケズ リ調整。

焼成堅い。色調灰 白色。胎土砂粒 を含む。

39-4 須 恵

士不

Nl1126

器 第 14土 坂 口縁内湾。体部 ロクロナデ。底部回転ヘラ切 りか ?

手持ちヘ ラケズ リ調整。

焼成堅い。色調灰白色。胎± 1～ 2 mm程度の砂粒 を含む。

39-5 須 恵 器

I17N

No4 25

第 14土 壌

2 層

日縁外反。休部 ロクロナデ。底部切 りはな し不明。

焼成堅い。色調灰 白色。胎土砂粒 を少量含む。

39-6 須 恵 器

ナ不

No50

第 19土 壊

1 層

口縁外反。体部 ロクロナデち 底部切 りはな し不明。

焼成堅い。色調明褐灰色。胎土砂粒 を含む。

39-7 須 恵

士不

Nα 5

器 第 19土 嫉

1 層

口縁不明。体部ロクロナデ。底部回転糸切 り。

焼成堅い。色調灰色。胎土均質。

写真図版12-2

39-8 須 恵 器 第 14土 嫉 口縁内湾。体部 ロクロナデ。底部切 りはな し不明。
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lTh

Nl1423

2 層

焼成堅い。色調灰白色。胎土砂粒を多量に含む。

39-9 須 恵 器

罫

No123

第 14土 嫉

10 層

口縁不明。体部ロクロナデ。底部回転ヘラ切 り。

手持ちヘラケズリ調整。

焼成堅い。色調灰白色。胎土少量の砂粒を含む。

39-10 須 恵 器

士不

No57

第 14土 嫉

2 層

日縁不明。休部ロクロナデ。底部回転糸切 り。

焼成堅い。色調灰白色。胎± l mm程 の砂粒を含む。

39-■ 須 恵 器

JTh

Nαlo5

第 19土 墳

■ 層

口縁内湾ぎみに外反。体部ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

回転ヘラケズリ調整。

焼成堅い。色調青灰色。胎土砂粒を含む。

39-12 須 恵 器

士不

No354

第 14土 嫉 日縁外反。体部 ロクロナえ 底部切 りはなし不明。

回転ヘ ラケズ リ調整。

焼成堅い。色調灰 白色。胎± 3 mm程 の砂粒 を含む。

39--13 須 恵 器

17N

Nl1390

第 3土 飯 日縁軽い折り返しが見られる。体部ロクロナデ。

底部切 りはなし不明。

焼成堅い。色詞にぶい橙色。胎±0.5mm以 下の砂粒を含む。

39--14 須 恵 器

ナ不

Nl1167

第 14土 城

7 層

口縁不明。体部 ロクロナデ。底部回転糸切 り。

焼成堅い。色調褐灰色。胎土砂粒 を含む。

39-15 須 忘 器

好

No343

第 14土 嫉

1 層

日縁外反。休部ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

手持ちヘラケズリ調整。

焼成堅い。色調灰白色。胎土石英を含む。

写真図版14-8

39-16 須 恵

邦

No351

器 第 13土 嫉

7 層

口縁外反。体部ロクロナデ。底部回転糸切 り。

焼成堅い。色詞灰白色。胎土砂粒含む。

写真図版12-10

39-17 須 恵 器

士不

Nα355

第 14土 壊

9 層

口縁外反。体部 ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

手持ちヘ ラケズ リ調整。

焼成やや もろい。色調灰 白色。胎土石英 を含む。

写真図版14-■

39--18 須 恵 器

士不

No262

第 14土 茨

1層
日縁外反。体部 ロクロナデ。底部回転ヘラ切 り。

手持ちヘ ラケズ リ調整。

焼成堅い。色調灰 白色。胎土砂粒 を含む。

39-19 須 恵

邦

No17

器 第 16土 壊

1層
口縁やや内湾。体部 ロクロナデ也底部回転ヘ ラ切 り。

焼成堅い。色調灰 白色。胎土砂粒 を含む。

39--2o 須 恵 器

17N

Nα357

第 13土 嫉

9層
回縁外反。体部ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

手持ちヘラケズリ調整。

焼成堅い。色調灰黄色。胎土砂粒を含む。

39-21 須 恵

l不

No135

器 第 14土 茨

5 層

日縁外反。体部ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

手持ちヘラケズリ調整。

焼成もろい。色調灰白色。胎土砂粒を含む。

39--22 須 恵 器

高 台 付 ナ不

Nα142

第 14土 嫉 日縁不明。休部ロクロナデ。底部回転ヘラ切 り。

焼成堅い。色調にぶい褐色。胎土秒粒を含む。

写真図版13-9

40-1 土 師 器

ナ不

Nl180

第 13土 嫉

5 層

日縁外反。体部 ロクロナデ、内面黒色辺理。

底部切 りはなし不明。手持 ちヘ ラケズ リ調整。

焼成堅い。色調橙色。胎土砂粒 を含む。

40-2 土 師 器

邦

第 14土 瑛

3～ 4層

口縁外反。体部 ロクロナデ、内面ヘ ラミガキ黒色処理。

底部切 りはなし不明。



版

号

図

呑

種  類

遺物番号

遺  構

層
徴特 考備

No247 焼成 もろい。色調にぶい橙色。胎土砂粒 を含む。

40-3 土 師 器

ナ不

Nl1246

第 14土 渡

D3～ 4層

口縁外反。体部 ロクロナデ、内面ヘラ ミガキ黒色処理。

底部切 りはなし不明。

焼成 もろい。色詞浅黄橙色。胎土砂粒 を含む。

40-4 土 師 器

ナ不

No22

第 13土 渡

2  )膏

口縁外反。体部ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

焼成堅い。色詞浅黄橙色。胎土少量の砂粒を含む。

40-5 土 師

ナ不

No212

器 第 14土 渡 口縁外反。休部ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

手持ちヘラケズリ調整。

焼成堅い。色調淡黄色。胎土均質。

40-6 須 恵 器

甕

No327

第 8土 嫉

2 層

日縁お り返し。体部 ロクロナデ。底都不明。

焼成堅い。色調灰色。胎土粗砂粒 を含む。

40-7 須 忘 器

長 頸 壺

Nα38

第 13土 嫉

1層
口縁お り返 し。体部不明。底部不明。

焼成堅い。色調灰白色。胎土砂粒 を含む。

40-8 須 恵 器

不   明

Nl1256

第 14土 嫉

1 層

口縁凸常有り。体部不明。底部不明。

焼成堅い。色調灰白色。胎土砂粒を含む。

40-9 土 師 器

甕

Nα238

第 14土 躾

3～ 4層
回縁外反し、口唇部に至り直立。体部ロクロナデ、一部ケズリ

有り。底部不明。

焼成ややもろい。色調淡橙色。胎土砂粒を含む。

40-10 須 恵 器

甕

Nα 6

第 19土 墳

1 層

日縁おり返し。体部叩き目有 り。底部不明。

焼成堅い。色調灰白色。胎土砂粒を含む。

40--11 土 師 器

甕

Nα386

第 14土 嫉 口縁外反し、口唇部に至って直立する。体部ロクロナデ。

底都不明。

焼成ややもろい。色調浅黄橙色。胎土砂粒を含む。

40-12 土 師 器

甕

Nα330

第 14土 壌 日縁外反し、日唇部直立。体部ロクロナデ。底部不明。

焼成もろい。色調橙色。胎± 2 mm程 の砂粒を含む。

40-13 土 師 器

甕

Nl1318

第 14土 嫉

12 層

日縁外反。体部ロクロナデ。底部不明。

焼成堅い。色調橙色。胎土微砂粒を含む。

40--14 土 師 器

甕

No270

第 13土 嫉

3 層

口縁外反。体部ロクロナデ。底部不明。

焼成もろい。色調浅貢橙色。胎土石英を含む。

40-15 土 師 器

Nc1341

第 13土 嫉

床 面

口縁外反。再焼成を受けている。休部磨減のため不明。

底部磨滅のため不明。

焼成もろい。色調口縁部黒色、体部橙色。胎土砂粒を含む。

写真図版15-8

40--16 土 師 器

ナ不

No70

第 19土 嫉

2 層

日縁不明。体部ロクロナデ。底部回転糸切 り。

焼成ややもろい。色調橙色。胎土微砂粒を含む

40-17 土 師 器

甕

No232

第 14土 渡

3～ 4層
口縁外反し、日唇部において直立する。休部 ロクロナデ。

底部不明。

焼成やや もろい。色調淡橙色。胎土砂粒 を含む。

41- l 土 師 器

甕

No71

第 19土 嫉

3 層

口縁外反。体部ロクロナデ。底部不明。

焼成もろい。色調橙色。胎土砂粒を含む
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41-2 須 ,恵 器

甕

No352

第 3土 嫉 口縁不明。体部 ロクロナデ、下端ヘ ラケズ リ

底部ヘラケズリの後、ナデ。

焼成堅い。色調灰白色。胎土砂粒 を含む。

写真図版15-5

41-3 土 師 器

手 捏 土 器

Nl110

第 3号掘立

1層
口縁直立。体部指による整形。底部不明。

焼成もろい。色調橙色。胎土少量の砂粒を含む

写真図版16-8

41-4 土 師 器

手 捏 土 器

No342

第 19土 嫉

床 面

日縁直立。体部指による整形。底部丸底、指による整形。

焼成ややもろい。色調黒色。胎土少量の砂粒を含む。

41- 5 土 師 器

手 捏 土 器

Nα358

第 14土 嫉 口縁外反。体部指による整形。底部不明。

雄成もろい。色調にぶい橙色。胎土若子の砂粒を含む。

写真図版16-4

41-6 土 師 品

土   玉

Nl1866

第 13土 渡

5 層

直径 l mn程 の穿穴がなされている。全体に丹を塗った可能性が

ある。

写真図版16-文 0

41-7 硯

風 字 硯

No373

第 19土 嫉

2 層

陸部は上 ,下方向に磨かれている。周縁はヘ ラケズ リがなされ

ている。

焼成堅い。色調灰色。胎土均質。

41-8 蜂

No362

第 14土 茨 残存する一面に布目痕がある。

堆成ギ】ろい。色調にぶい橙色。砂粒を含む。

写真図版17-3

41-9 蜂

No363

第 14土 鍍 焼成堅い。色調灰色。胎土砂粒を含む。 写真図版17-2

42-1 須 恵

ナ不

No419

器 7号 濤

1 層

口縁外反。体都 ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

手持 ちヘラケズ リ調整。

嫌成 もろい。色調灰 白色。胎土砂粒 を含む。

写真図版14-3

42-2 須 恵 器

J7h

No299

4 号 濤 口縁外反。体部ロクロナえ 底部切 りはなし不明。

手持ちヘラケズリ調整。

焼成堅い。色調灰白色。胎土多量の砂粒を含む。

42-3 須 恵 器

土不

No378

19 号 濤

1 層

口縁外反。体部ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

手持ちヘラケズリ調整。

焼成堅い。色調灰褐色。胎土石英を含む。

42-4 土 師 器

雰

No4 80

19 号 濤

1 層

口縁外反。体部ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

手持ちヘラケズリ調整。

焼成ややもろい。色調浅責橙色。胎土砂粒を含む。

42-5 須 恵 器

ナ不

Nα420

7号 濤

2  )琶

口縁外反。体都 ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

手持 ちヘラケズ リ調整。

焼成堅い。色調灰白色。胎土若子の砂粒 を含む。

写真図版12-6

42-6 須 恵 器

士不

No475

18 号 濤

2 層

日縁外反。体部ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

手持ちヘラケズリ調整。

焼成堅い。色調灰白色。胎土砂粒、小石を含む。

写真図版13-4

42-7 須 恵

士不

No421

器 7号 濤

2 層

回縁外反。休部ロクロナデち底部切 りはなし不明。

回転ヘラケズリ調整。

焼成堅い。色調灰白色。胎土石英砂粒を含む。

42-8 須 恵

lTN

No434

器 7号 濤

1層
口縁外反。体部ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

回転ヘラケズリ調整。

樺 歳 感 ぃ ^魯 認 F魯 ^胎 十 砂 対 を 含
=F^

42-9 須 恵 器 7号 濤 日縁外反。体部 ロクロナデ。底部切 りはなし不明。
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士不

No4 10

1層 手持ちヘ ラケズリ調整。

焼成堅い。色調灰白色。胎土砂粒 を含む。

42-lo 須 恵 器

罫

No285

18 号 濤

l 層

日縁外反。体部ロクロナデも底部切 りはなし不明。

手持ちヘラケズリ調整。

焼成堅い。色調責灰色。胎土若干の砂粒を含む。
42-H 須 恵

士不

No4 13

器 7号 溝

2 層

口縁不明。体部ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

手持ちヘラケズリ調整。

焼成堅い。色調にぶい橙色。胎土砂粒を含む。

42-12 須 恵 器

好

Nα 97

7号 溝

1層
日縁外反。体部ロクロナデ、下端ヘラケズリ。

底部切 りはなし不明。手持ちヘラケズリ調整。

焼成堅い。色調淡黄色。胎土多量の砂粒を含む。
42--13 須 恵 器

士不

Nα251

22 号 濤

1層
日縁外反。体部 ロクロナデ。底部回転ヘ ラ切 り。

手持 ちヘラケズリ調整。

焼成堅い。色調灰白色。胎土若子の砂粒 を含む。

43- 1 土 師 器

好

No4 22

7号 濤

2 層

日縁外反。体部ロクロナテ上底部回転ヘラ切 り。

その後ナデ調整。

焼成堅い。色調灰白色。胎土石英、砂粒を含む。
43-2 須 恵 器

士不

No476

22 号 濤

1層
日縁外反。体部ロクロナデ七底部回転ヘラ切 り調整なし。

焼成堅い。色調青灰色。胎土若干の砂粒を含む。

写真図版13-5

43-3 須 恵 器

ナ不

No4 64

7号 濤

2  )冒

日縁若干内湾 している。体部 ロクロナデ。底部回転糸切 り。

調整なし。

焼成堅い。色調灰色。胎土少量の砂粒 を含む。

43-4 須 恵 器

lTN

No408

7号 溝

1 層

口縁不明。体部ロクロナデ。底部回転糸切 りの後、手持ちヘラ

ケズリ調整。×のヘラ書き有 り。

焼成堅い。色調灰白色。胎土均質。

43-5 須  恵  器

ナ不

No471

18号 溝

確 認 面

口縁外反。体部ロクロナえ 底部回転糸切 りの後、手持ちヘラ

ケズリ調整。

焼成堅い。色調灰白色。胎土石英、砂粒を含む。
43-6 須 恵 器

17N

No4 70

18 号 濤

確 認 面

口縁外反。体部 ロクロナデ。底部回転糸切 りの後、回転ヘラケ

ズ リ調整。

焼成堅い。色調灰色。胎土 多量の砂粒 を含む。

写真図版13-3

43-7 須 恵 器

ナ不

No434

7号 濤

1 層

口縁外反。体部ロクロナデ、下端にヘラケズリ有り。

底部切 りはなし不明。手持ちヘラケズリ調整。

焼成堅い。色調灰色。胎土若子の砂粒を含む。

43-8 須 恵

ナ不

No131

器 7号 溝

1層
日縁不明。体部ロクロナデ。底部回転糸切 り。無調整。

焼成堅い。色調灰色。胎± l mn程 の砂粒を含む。
43-9 須 忘 器

lTh

No82

7号 溝

l層
口縁不明。体部ロクロナデ。底部回転糸切 りの後、手持ちヘラ

ケズリ調整。

焼成堅い。色調灰白色。胎土若干の砂粒を含む。
43--10 須 恵 器

17N

No261

6号 濤 口縁外反。体部 ロクロナデも底部切 りはなし不明。

焼成やや もろい。色調灰白色。胎土砂粒 を含む。

43-1] 須 恵

lTh

Nα154

器 7号 濤

2  )詈

口縁外反。体部ロクロナデち底部切 りはなし不明。

焼成堅い。色調灰白色。胎土多量の砂粒を含む。
43-12 須 恵 器

lTh

1号 濤

2層
日縁外反。体部ロクロナえ 底郡切 りはな し不明。
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Nα58 焼成堅い。色調灰白色。胎土砂粒を含む。

43-13 須 恵

ナ不

No106

器 7号 溝

1層
日縁外反。体部ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

焼成堅い。色調灰白色。胎土多量の砂粒を含む。

43--14 須 恵 器

士不

No486

1 号 濡

2  )膏

口縁外反。体部ロクロ調整。底部切 りはなし不明。

焼成堅い。色調灰責褐色。胎土若子の砂粒を含む。

焼成堅い。色調灰黄褐色。胎土若子の砂粒を含む。

43--15 須 恵 器

lTh

No538

濤

面

号

認

４

確

日縁外反。体部 ロクロナデ。底部切 りはな し不踊。

手持 ちヘラケズ リ調整。

焼成堅い。色調灰白色。胎土多量の砂粒 を含ぬ。

43-16 須 恵 器

士不

No153

7号 濤

2 層

口縁外反。体部ロクロナデ。底部切 りはなき不明。

焼成堅い。色詞灰白色。胎土多量の砂粒を含む。

43--17 須 恵

士不

No281

器 4号 濤 口縁外反。体部ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

焼成堅い。色調灰白色。胎土多量の砂粒を含む。

43-18 須 恵 器

17N

No286

18 号 濤

1 層

口縁不明。休部ロクロナデ、下端ヘラケズリ。

底都切 りはなし不明。手持ちヘラケズリ調整。

焼成堅い。色調青灰色。胎土石英、砂粒を含む。

43--19 須 恵 器

ナ不

Nα354

1号 濤

1 層

口縁若千内湾する。休都ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

焼成堅い。色調灰色。胎土若子の砂粒を含む。

43--20 須 恵 器

士不

Nl1187

濤

面

号

認

７

確

日縁 くの字形に内湾する。体部 ロクロナデ。

底部切 りはなし不明。

焼成堅い。色調にぶい責橙色。胎土微砂粒 を含む。

43--21 須 恵 器

高 台 付 17N

Nt1451

1号 濤

1 層

口縁外反。体部ロクロナデ、下端輪積痕有 り。

底部切 りはなし不明。

娩成堅い。色調橙色。胎土多量に砂粒を含む。

43-22 須 恵 器

士不

No523

19 号 濤

2 層

日縁外反。体部ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

焼成堅い。色調灰黄色。胎土多量に砂粒を含む。

43--23 須 恵 器

甕

No445

1号 濤

1 層

口縁軽い折り返し、日唇部は丸みを帯ている。体部ロクロナデ

中心に近い部分回転ヘラケズリ。つまみ不明。

焼成堅い。色調灰色。胎土石英、砂粒を含む。

44- 1 須 恵

士不

No473

器 21 号 濤

床 面

口縁外反。体部 ロクロナデ、内面ヘ ラミガキ。下端ヘラケズリ

底部切 りはなし不明。手持 ちヘ ラケズ リ調整。

焼成堅い。色詞明褐灰色。胎土砂粒 を含む。

44-2 土 師 器

士不

No338

18 号 溝

1 層

口縁外反。体部ロクロナデ。底部切 りはなし不明。

焼成もろい。色調橙色。胎土多量に砂粒を含む。

44-3 土 師 器

士不

No4 77

20号 溝

1 層

日縁外反。体部 ロクロナデ、内面ヘ ラミガキ黒色処理 c

底部切 りはなし不明。手持 ちヘ ラケズ リ調整。

焼成堅い。色調浅責橙色。胎土若千の砂粒 を含む。

写真図版13-10

44-4 土 師

士不

Nα243

器 2号 溝

1 層

口縁外反。体部 ロクロナデ。底部回転糸切 り。無調整。

焼成堅い。色調橙色。胎土微砂粒含む。

44-4 土  師

士不

Nα313

器 13 号 溝

1層
日縁不明。体部 ロクロナデ。内面ヘ ラ ミガキ黒色処理。

底部切 りはなし不明。手持 ちヘ ラケズ リ調整。

焼成堅い。色調浅黄橙色。胎土砂粒含む。
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44-6 土 師 器

ナ不

No382

17 号 濤 口縁外反。体部・底部磨減のため不明。

焼成もろい。色調橙色。胎土若干砂粒を含む。

44-7 土 師 器

士不

Nα268

21 号 濤

l 層

口縁外反。体部ロクロナデ。内側ヘラ三ガキ黒色処理。

底都切 りはなし不明。手持ちヘラケズリ調整。

焼成もろい。色調浅責橙色。胎土微砂粒を含む。

44-8 土 師

甕

No170

器 7号 溝

2 層

日縁不明。体部ロクロナデち底部磨減のため不明。

娩成ややもろい。色調黄橙色。胎土小石粒含む。

44-9 土 師 器

ナ不

No579

18 号 濤 日縁外反。体部ロクロナデ。底部磨滅のため不明。

焼成ややもろい。色調橙色。胎土若干砂粒を含む。

44--10 須 恵 器

長 頸 壺

Nα297

18 号 濤 口縁折 り返 し。体部不明。底部不明。

頸部 ロクロナデ。

焼成堅い。色調灰色。胎土砂粒 を含む。

44--11 須 恵 器

ナ不

No404

7号 濤

2  )冒

口縁内湾 しながら直立。体部 ロクロナデ。底部回転ヘ ラ切 り、

無調整。

焼成堅い。色詞灰白色。胎土石英 を含む。

写真図版15-3

44--12 須 恵 器

甕

No 6

3号 掘 立

1層
口縁折 り返し。頸部ロクロナデ。体部・底部不明。

焼成堅い。色調灰赤色。胎土石英多量に含む。

44-18 須 恵 器

甕

Nα504

2号 濤

2層 上 面

日縁若千の折り返し、ロクロナデ。体部・底部不明。

外面に自然釉有 り。

焼成堅い。色調灰色。胎土若子の砂粒を含む。

44-14 須 恵 器

士不

No324

18 号 溝

1 層

日縁不明。体部ロクロナデ、下端ヘラケズリ

底都回転糸切 り。手持ちヘラケズリ調整。

焼成堅い。色調灰白色。胎土砂粒を含む。

44--15 土 師 器

甕

Nl1479

19号濤 と 18
号 濤 の 接 点

1 層

口縁外反。体部 ロクロナデ、下端ヘラケズ リ。

底部回転糸切 り、無調整。

焼成堅い。色調淡橙色。胎土多量の砂粒 を含む。

写真図版15-2

44--16 土 師 器

甕

No440

7号 溝

1 層

口縁不明。体部ロクロナデB底部回転糸切 り、無調整。

焼成堅い。色調浅黄橙色。胎土石央を含む。

44--17 須 恵 器

Nl1252

22 号 濤

1 層

日縁不明。体部ロクロナデ。底部不明。

焼成堅い。色詞灰白色。胎土若子の砂粒を含む。

44--18 土 師 器

甕

No4 o9

7号 濤

1層
口縁不明。体部内面ロクロナデ、外面ヘ ラケズ リ

底都切 りはなし不明。手持ちヘ ラケズ リ調整。

娩成堅い。色調浅黄橙色。胎土砂粒 を含む。

44f-19 土 師 器

甕

No362

9号 溝

1 層

日縁外反し、日唇部は直立する。体部ロクロナデ。

底部不明。

焼成もろい。色調黄橙色。胎土多量の砂粒を含む。

44--20 土 師

甕

No478

器 22 号 濤

1層
日縁不明。体部内面ロクロナデ、外面ヘ ラケズ リ

底部切 りはなし不明。手持ちヘ ラスズリ調整。

焼成やや もろい。色調橙色。胎土石英 を含む。

写真図版10-8

44--21 器師

甕

斜配

土 7号 濤

1層
口縁不明。体部 ロクロナデ、下端ヘラケズ リ。

底部磨減のため不明。

焼成堅い。色調淡赤橙色。胎土若千砂粒 を含む

45-― J 上  師  器 1号 濤 口縁部は大 きく外反し、口唇部で直立。頸部は細 くしめ られて
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甕

N0384

2 層 いる。体部はロクロ痕あ り。ナデか。 ロクロ回転不明。

45-2 土 師

甕

Nt1149

器 7号 濤

1 層

内外面ともロクロナデ。口縁部外面と内面が再酸化されて黒色

になっている。非常に磨減が激しい。色調は橙色。

45- 3 土 師 器

甕

No282

18号 濤

1 層

内外面ともロクロナデ。色調は外面が浅黄橙色、内面が灰白色

である。胎上には砂粒を多量に含み、焼成は良好で堅い。

45-4 土 師 器

甕

No349

2号 濤 B

2  )冒

頸部から外反し、日唇部で内反する。頸部 との境を細 くして、

沈線をなしている。体部内外面ともナデがみられる。色調は暗

褐色で、胎土には小石を含み、もろい。

45-5 土 師 器

甕

Nl1438

7号 濤 C

2 層

体部内外面ともロクロナデち焼成はあるていど良好であるが

保存が悪 く、もろい。胎上には、砂粒を多く混入する。

45-6 ト 石 7号 濤 C

l 層

浅黄橙色 写真図版16-13

45-7 土 師

甕

No169

器 2号 濤 B

2 層

内外面 ともロクロナデ。内面浅黄橙色、外面橙色。胎土は均質

の粘上で焼成良好で堅い。

45-8 土 師 器

甕

Nc165

7号 濤 A
l 層

全体に内外面ともロクロナデ。胎土は 0.5mm以下の砂粒が多量

に混入している。焼成は良好である。

45-9 土 師 器

異 形 土 器

No467

17号  濤

層

用途不明。底部付近外面は横、斜めの指ナデ。内面は指ナデ、

ヘラ削 りされている。

45-10 土 師 器

手 捏 上 器

Nα381

19 号 濤

1 層

色調は浅責橙色。胎上に砂粒含み、もろし

45-■ 土 師 器

手 捏 土 器

No423

7号 溝 A
2 層

色調は浅黄橙色。胎上にやや砂粒が混り、焼成は堅し 写真図版16-6

45-12 土 師 器

手 捏 土 器

No207

4号 濤

埋  1
色調は浅黄橙色。胎上に若千の砂粒含み、堅い。

45-13 土 師 器

手 捏 土 器

No502

8号 濤

1 層

胎土に若干石英粒含む。色調はにぶい橙色。

焼成 もろい。色調浅黄橙色。胎土砂粒含む。

45-14 土 師 器

手 捏 土 器

No4 53

1号 濤

南部拡張部下

色調は浅黄橙色。胎上に石英粒含み、堅い。

45-15 土 師 器

手 捏 土 器

No452

1号 濤

1 層

色調は浅黄橙色。胎上に若干石英砂粒含み、堅し

45-16 土 製 品

No454

1号 濤

1 層

色調は橙色。胎土に砂粒多く、ややもろい。 写真図版16-12

45-17 土 製 品 17 号 濤 色調は灰白色。胎土に砂粒 多く、もろい。 写真図版16-H
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45--18 土 製 品

把 手 ?

No437

7号 濤 C

l 層

色調は浅責橙色。胎上に若干砂粒含み、もろい。 写真図版16-18

45-19 鉄 製 品

工 具  ?
No459

4 号 濤

2  '冒

ヲト1考 1こ もろし

46-1 軒 九 瓦

No23

遺 構 外

部

層

北

２

重弁蓮華文。色調は灰白色であり、焼成は良好で堅い。

46-2 軒 九 瓦

Nl1547

遺 構 外

I-3
細弁蓮華文。

焼成堅い。色調灰白色。胎土均質。

46-3 軒 九 瓦

Nα713

遺 構 外 細弁蓮華文。色調は灰白色。胎土は均質な粘上であり、焼成良

好で堅い。

46-4 須 恵 器

罫

Nα51

遺 構 外

地  山

体部内外面 ともロクロナデ。底部は回転ヘ ラ切 りの後にヘ ラ削

りされている。色調は灰白色、胎上には 2 mm程 の砂粒 を含み、

もろい。

46-5 土 師 器

甕

No506

遺 構 外 内外面ともロクロナデ。色調は灰白色、胎上にはごく細い砂粒

が混入し、焼成不良で磨減が激しい。

46-6 須 恵 器

甕

No82

遺 構 外

4 層

内外面ともロクロナデ。胎上には0 5mm以 下の砂粒が多量に混

入している。

46-7 土 師

Noll

器 遺 構 外 体部内外ともロクロナデ。底部は手持ちヘラ削り。色調は内面

が淡橙色。胎上に l mm程の砂粒含み、焼成は堅めである。

46-8 須 恵

甕

No123

器 遺 構 外 頸吉Бが外反し、日縁部は折 り返 している。内外面 ともロクロナ

デされている。内面は灰白色、外面は灰色である。胎上には砂

粒 を若千含み、焼成良好で堅い。

46-9 須 恵 器

鉢

No 4

遺 構 外 内外面ともロクロナデされている。底部は回転糸切 りである。

内外面に火だすき跡が見られる。胎上には l mm程 の砂粒を含む

色調は青灰色で堅い。

写真図版18-3

46--10 須 恵

甕

Nα517

器 遺 構 外

層

体部内外面ともロクロナデ。底部は手持ちヘラ削り。

娩成堅い。色調明褐灰色。胎土砂粒を含む。

46-H 土 師 器

甕

No 9

遺 構 外

5 層

口縁部から口唇部にかけて、わずかに直立している。全体的に

剰離していて、細い調整は不明。胎土は均―でなく、もろい。

色調は明黄褐色である。

46-12 須 恵 器

蓋

Nt181

遺 構 外

地  山

回転ヘラ削り、そして調整。胎上には 0,7 mm程 の砂粒を多く含

む。外面は明赤褐色、内面はによい褐色で、焼成良好にして堅

写真図版18-8

46--13 鉄 製 品

カ    マ

No10

遺 構 外

地 山

腐食が激 しい。 写真図版19-5

46-14 土 師 器

手 捏 土 器

Nα43

遺 構 外

] 層

体部に沈線文様あり。胎土は比較的均質な粘上で、色調が淡赤

橙色である。
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46-15 土 師 器

手 捏 土 器

No40

遺 構 外 色 調 は 浅 黄 橙 色 。

46--16 土 師 器

手 捏 土 器

No177

遺 構 外

東 部 斜 面

焼成もろい。色調浅黄橙色。胎土砂粒を含む。

46-17 土 師 器

手 捏 土 器

Nl127

遺 構 外 色調は浅責橙色。胎土に砂粒多▼≒ 写真図版18-7

46-18 土 製

Nl112

遺 構 外 8角形で先がまるい。

焼成堅い。色調柴灰色。胎土砂粒を含む。

写真図版16-15

46--19 土 製 品

土   鈴

No13

遺 構 外

東西ベル ト

胎土に砂粒含む。色調は浅責橙色。 写真図版 19-〕

47-1 晩

円 面 硯

No31

遺 構 外

東西ベル ト

色調は禍灰色で内面に黒色の自然釉が見られる。

胎土には l mm程度の砂粒を含み、焼成は良好で竪い。

47-2 硯

円 面 硯

Nl172

遺 構 外

東西ベル ト

西 部

接地部が鋭角で端部で折 り返える。体部にヘラ書縦方向沈線が

見られる。色詞は外面灰褐色、内面黒灰色。透しの一部が見ら

れる。胎土に若干の石英を含み、焼成良好で堅い。

47-3 硯

円 面 硯

No48

遺 構 外

1 層

脚部の小破片で透しが 1個、ヘラ書き縦線が 2本見られる。

脚は外湾して端部で折り返える。色調は外面が灰色、内面黒色

であり、胎上に若子の石英を含む。非常に堅い。

47-4 硯

風 字 硯

No20

遺 構 外

南 側 拡 張

外面はヘラ削り、内面はミガキの調整をうけている。

胎土は良好であり、色調は灰色。堅く焼きしまっており、保存

状態は一番良い。

写真図版19-3

47-5 硯

風 字 硯

No 7

遺 構 外

5 層

全体にヘラ削りの調整が行なわれている。胎土は均質な粘上で

あり、灰白色で、堅い。

写真図版19-2

47-6 硯

風 字 硯

No l

ピ ッ ト 2

1  層

土師器風であり、もろい。現 としての使用は疑問あり。

色調は浅責橙色であり、胎土には砂粒を多く含む。

写真図版 17-〕

47-7 硯

風 字 硯

No47

遺 構 外 周縁部は平である。比較的均質な粘度で、灰白色。焼成は良好

で堅い。

47-8 硯

風 字 硯

No509

遺 構 外 周縁部が平である。外面はヘラ削りとミガキ調整されている。

胎土には砂粒が少々含まれ、青灰色で堅い。

47-9 硯

風 字 硯

No44

遺 構 外 周縁部は平である。底部はヘラ削りされている。内面に一部黒

斑が見られる。胎上には砂粒が多く、褐灰色で、堅い。
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仙台市文化財調査報告書刊行 日録

策 1集 天然記念物霊屋下セコイヤ化石林調査報告書 (昭和39年 4月 )

策 2集  仙台城 (昭和42年 3月 )

憂 :雹 牲Fを蚤患哲票E鞄 ことB籍琵号こと曇巨越 堅liそ鳥aと 3月 )

策 5集 仙台市南小泉法領塚古墳調査報告書 (昭和47年 8月 )    ′

策 6集 仙台市荒巻五本松窯跡発掘調査報告書 (昭和48年 10月 )

策 7集  仙台市富沢裏町古墳発掘調査報告書 (昭和49年 3月 )

策 8集 仙台市向山愛宕山横穴群発掘調査報告書 (昭和49年 5月 )

策 9集  仙台市根岸町宗禅寺横穴群発掘調査報告書 (昭和51年 3月 )

策10集 仙台市中国町安久東遺跡発掘調査概報 (昭和51年 3月 )

策11集 史跡遠見塚古墳環境整備予備調査概報 (昭和51年 3月

策12集 史跡遠見塚古墳環境整備第二次予備調査概報 (昭和52年 3月 )

策13集 南小泉遺跡一範囲確認調査報告書― (昭和53年 3月 )

策14集 栗遺跡発掘調査報告書 (昭和54年 3月 )

策15集 史跡遠見塚古墳昭和53年度環境整備予備調査概報 (昭和54年 3月 )

策16集 六反田遺跡発掘調査 (第 2・ 3次 )の あらまし (昭和54年 3月 )

策17集 北屋敷遺跡 (昭和54年 3月 )

策18集 枡江遺跡発掘調査報告書 (昭和55年 3月 )

策19集 仙台市地下鉄関係分布調査報告書 (昭和55年 3月 )

仙台市文化財調査報告書第18集

昭 和 54年 度

枡 江 遺 跡 発 掘 調 査 報 告 書

発行

昭 和 55年 3月

仙 台 市 教 育 委 員 会
仙 台市国分町 3-7-1
仙台市教育委員会社会教育課

株 式会社  東 耳ヒ プ リ ン ト

仙台市立町24-24 TEL 63-1166
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